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略語 用語 邦語
PA Physical Activity 身体活動
SB Sedentary Bihevior 座位行動
FIM Functional　Independence Measure 機能的日常生活自立度
QOL Quality of Life 生活の質
HDS-R 改訂長谷川式簡易知能評価スケール
GDS-15(5) Geriatric Depression Scale-15(5) 老年期うつ病評価尺度(15(5)項目版)
MMSE Mini-MentalStateExamination ミニメンタルステート検査
TMT-A(B) Trail Making Test TypeA(B)  トレイルメイキングテスト
TUG Timed Up Go Test タイムアップゴーテスト
LSA Life Space Assessment 生活範囲の評価
MVPA Moderate or Vigorous Physical Activity 中等度・高度運動時間
IPAQ International Physical Activity Questionnaire 国際標準化身体活動質問紙
PASE Physical Activity Scale for the Elderly 高齢者の身体活動を測定するスケール
PA姿勢・動作に用いられるもの 用語説明
身体活動 人が安静時よりも相応に多くエネルギーを使う営み
生活活動 普段の生活での身体活動
座位行動 座位および臥位におけるエネルギー消費量が1.5METs以下のすべての覚醒行動
臥位 寝ている状態
座位 腰掛けている状態
立位 立っている状態
歩行 歩いている状態
車椅子駆動 車椅子に腰掛け駆動輪を操作する動作
背臥位 上を向いて寝た状態
側臥位 横を向いて寝た状態
腹臥位 腹を床につけて寝た状態
―本論文にて用いられる略語・用語一覧―
本論文では幾つかの略語を使用している。使用した略語を本来の語形とともに邦語を用いて以下に示す。
尚、本文中で初めて用いる場合は、本来の語形も併せて表記する。
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論 文 概 要  
 
 
【 研 究 背 景 】  
 身 体 不 活 動 は 、 肥 満 や 生 活 習 慣 病 の 危 険 因 子 で も あ り 、 高 齢 者 の 自
立 度 の 低 下 や 虚 弱 ( f r a i l ) の 危 険 因 子 で も あ る 。  
 「 平 成 2 5 年 よ り 掲 げ ら れ た 「 健 康 日 本 2 1 （ 第 2 次 ） 」 で は 、 健 康 寿 命 の
延 伸 を 中 心 課 題 と し て お り 、 こ れ ま で 「 運 動 」 と し て の 推 奨 値 で あ る 3 M ET s
以 上 の 中 ・ 強 度 の 活 動 か ら 、 家 庭 内 活 動 や 近 隣 へ の 外 出 と い っ た 3 M E T s
以 下 の 比 較 的 低 い 活 動 度 の 運 動 を 増 や す よ う 修 正 が 加 え ら れ た 。  
 ま た 、 運 動 の み な ら ず 生 活 活 動 も 含 め た 「 身 体 活 動 」 ( P h y s i c a l  
A c t i v i t y : 以 下 P A ) 全 体 に 着 目 す る こ と の 重 要 性 が 国 内 外 で 高 ま っ て い る
こ と を ふ ま え 、 新 た な 基 準 の 名 称 を 「 運 動 基 準 」 か ら 「 身 体 活 動 基 準 」 と 改
め て い る 。  
 高 齢 者 は 、 高 強 度 の 有 酸 素 運 動 を 実 施 す る こ と に よ り 運 動 時 以 外 の P A
量 が 減 少 し て し ま う と の 報 告 も さ れ て い る こ と か ら （ G o r a n ,  M .  I . , 1 9 9 2 ） 、 運
動 や 余 暇 活 動 と い っ た 中 ・ 強 度 運 動 の み な ら ず 、 日 常 生 活 に お け る 低 強
度 の P A が 高 齢 者 の 身 体 機 能 に 良 好 な 影 響 を 与 え る と の 報 告 も な さ れ て
い る （ L o p r i n z i ,  P .  D . , 2 0 1 5 ） 。  
 近 年 、 身 体 不 活 動 は 全 世 界 の 死 亡 者 数 に 対 す る 高 血 圧 ( 1 3 % ) 、 喫 煙
( 9 % ) 、 高 血 糖 ( 6 % ) に 次 い で ４ 番 目 の 危 険 因 子 ( リ ス ク フ ァ ク タ ー ) と さ れ 、 そ の
割 合 は 多 く の 国 々 で 増 加 傾 向 に あ り 、 非 伝 染 病 ( 生 活 習 慣 病 ) の 流 行 や
国 民 の 健 康 と 強 く 関 係 し て い る こ と か ら 、 P A の 普 及 啓 発 の 必 要 性 は 明 白
で あ る （ W H O , 2 0 1 0 ） 。 ま た 、 世 界 の 全 死 亡 数 の 9 . 4 ％ は P A の 不 足 が 原 因
 2 
 
で あ り 、 肥 満 や 喫 煙 と 同 様 に 「 世 界 的 流 行 」 で あ る に も 関 わ ら ず 、 そ の 重 要
性 の 認 識 が 遅 れ て い る こ と ( P a m e l a ,  D . , 2 0 1 2 ) 、 喫 煙 者 に 対 す る 規 制 戦 略
に 準 じ た 国 民 へ の 支 援 体 制 の 構 築 の 必 要 性 を 報 告 し て い る ( C h i ,  P .  
W . , 2 0 1 2 . ) 。 W H O で は P A を 日 課 や 家 庭 ・ 地 域 社 会 と 結 び つ い た レ ク レ ー
シ ョ ン や 余 暇 時 間 、 移 動 ( 徒 歩 、 自 転 車 ) 、 職 業 活 動 ( 仕 事 に 従 事 し て い る
場 合 ) 、 家 事 、 遊 び 、 ゲ ー ム 、 ス ポ ー ツ な ど で あ る と 定 義 し て お り 、 そ の 継 続
時 間 、 頻 度 、 強 度 で の 推 奨 値 が 提 示 し て お り 、 日 常 生 活 を 改 善 す る 活 動
の 実 践 は 自 己 管 理 に 委 ね ら れ て い る こ と が 少 な く な い こ と か ら も 、 日 常 的 な
P A の 習 慣 を 普 及 促 進 す る こ と が 特 に 重 要 で あ る と し て い る 。 し か し 、 ６ ５ 歳
以 上 に 分 類 さ れ る 高 齢 者 に お い て は し ば し ば 不 活 動 で い る こ と が 多 く 、 多
量 の P A の 達 成 や 高 強 度 の P A を 行 う こ と は あ ま り 重 要 視 さ れ て は い な い
( W H O , 2 0 1 0 ) 。  
今 後 さ ら に 高 齢 化 が 進 行 す る わ が 国 に お い て 、 健 康 増 進 の 視 点 か ら 高
齢 者 の 生 活 機 能 を 維 持 す る た め に は 、 運 動 機 能 に 対 す る 低 下 予 防 の た
め の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ サ ー ビ ス が 必 要 で あ る 。 そ の た め に は 予 防 的 観 点 か
ら の P A を 客 観 的 に 測 定 し 、 維 持 ・ 向 上 の 目 的 と し た プ ロ グ ラ ム の 提 供 を 介
護 予 防 事 業 と し て 検 討 す る こ と が 急 務 で あ る と 言 え る 。 地 域 在 住 高 齢 者 を
対 象 に P A を 評 価 し 、 介 入 を 試 み て い る 報 告 は 少 な か ら ず 存 在 す る も の の 、
( 桜 井 , 2 0 1 2 ) P A の 評 価 が 質 問 紙 の も の が 多 く （ 角 田 , 2 0 1 1 、 大 須 賀 , 2 0 1 2 、
三 石 , 2 0 1 3 ） 、 2 4 時 間 に お け る 身 体 不 活 動 の 測 定 も 併 せ て 検 討 し た 報 告
は 少 な い （ 藤 田 , 2 0 1 4 ） 。 ま た 、 生 活 活 動 の 視 点 か ら 身 体 活 動 を 高 め る 介
入 は な さ れ て は い な い 。  
 
【 研 究 目 的 】  
 本 研 究 は 、 通 所 型 介 護 予 防 事 業 へ 参 加 す る 二 次 予 防 事 業 参 加 者 を
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対 象 に 、 外 出 を 手 段 と し た 身 体 機 能 と P A の 改 善 プ ロ グ ラ ム を 提 供 し 、 そ の
有 効 性 を 検 討 す る た め 以 下 の 5 点 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  
1 )  活 動 量 計 を 用 い て 地 域 在 住 虚 弱 高 齢 者 の P A を 定 量 的 に 把 握 す る
こ と 。  
2 )  P A と 日 常 生 活 機 能 の 評 価 で あ る 機 能 的 日 常 生 活 自 立 度
( F u n c t i o n a l  I n d e p e n d e n c e  M e a s u r e 以 下 : F I M )  と の 関 連 を 検 討 し 、
P A の 把 握 が 、 虚 弱 高 齢 者 の 活 動 を 把 握 出 来 る か 検 証 す る こ と 。  
3 )  疾 患 の 有 無 に よ る 、 P A と F I M と の 関 連 の 違 い を 検 討 し 、 そ の 特 徴 を 明
ら か に す る こ と 。  
4 )  通 所 型 介 護 予 防 事 業 へ 参 加 す る 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に 、
外 出 を 手 段 と し た 「 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 」 を 実 施 し 、 P A 、 座 位
行 動 時 間 （ S e d e n t a r y  B i h a v i o r 以 下 ： S B ） 、 身 体 機 能 、 精 神 ・ 認 知 機
能 を 改 善 さ せ る か 検 証 す る こ と 。  
5 )  外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト を 用 い た 介 入 が 、 通 所 型 介 護 予 防 事 業 参 加 者 の
P A を 増 加 さ せ 、 S B を 減 少 さ せ る か 検 証 す る こ と 。  
 
【 対 象 と 方 法 】  
Ⅰ . 本 研 究 の 対 象 者 は 、 目 的 1 ) ～ 3 ) 及 び 4 ) ～ 5 ) に 沿 っ て 示 し た 。  
― 目 的 1 ) ～ 3 ) の 対 象 者 ―  
 茨 城 県 N 市 に 在 住 し て い る 介 護 保 険 1 号 被 保 険 者 の 要 支 援 1 及 び 要
支 援 2 の 認 定 を 受 け 、 デ イ サ ー ビ ス 並 び に デ イ ケ ア ・ サ ー ビ ス を 利 用 し て い
る 方 2 5 名 ( 平 均 年 齢 7 8 . 5 ± 5 . 7 歳 、 男 性 1 0 名 、 女 性 1 5 名 ) を 対 象 と し
た 。  
 
― 目 的 4 ) ～ 5 ) の 対 象 者 ―  
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 茨 城 県 Y 町 2 0 1 4 年 6 月 ～ 2 0 1 5 年 9 月 に 開 催 さ れ た 介 護 予 防 教 室 に
参 加 し た 二 次 予 防 事 業 対 象 者 4 5 名 で 、 ミ ニ メ ン タ ル ス テ ー ト 検 査 ( 以 下 、
M M S E ) が 2 3 点 以 下 、 ま た は デ ー タ が 不 完 全 で あ っ た 1 3 名 を 除 く 3 2 名 ( 平
均 年 齢 7 9 . 3 ± 7 . 6 歳 、 男 性 1 1 名 、 女 性 2 1 名 ) を 解 析 対 象 と し た 。  
 
Ⅱ . 方 法  
 本 研 究 の 調 査 内 容 は 、 目 的 1 ) ～ 3 ) 及 び 4 ) ～ 5 ) に 沿 っ て 示 し た 。  
― 目 的 1 ) ～ 3 ) の 調 査 内 容 ―  
 年 齢 、 性 別 、 日 常 生 活 自 立 度 、 認 知 症 日 常 生 活 自 立 度 、 疾 患 の 有 無 、
機 能 的 日 常 生 活 自 立 度 ( F I M ) 、 改 訂  長 谷 川 式 簡 易 知 能 ス ケ ー ル ( 以
下 、 H D S - R ) 、 老 年 期 う つ 病 評 価 ス ケ ー ル ( G e r i a t r i c  D e p r e s s i o n  S c a l e  
以 下 、 G D S ) 、 P A 測 定 と し て 、 デ イ ケ ア ・ サ ー ビ ス 、 デ イ ・ サ ー ビ ス 及 び そ の 他
特 定 イ ベ ン ト の 無 い 日 に お け る P A を 、 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー A - M E S ® ( ソ リ ッ ド
ブ レ イ ン 社 ) を 用 い た 2 4 時 間 に お け る 姿 勢 ( 臥 位 、 座 位 、 立 位 、 歩 行 ) の 各
時 間 及 び 姿 勢 変 換 回 数 を 測 定 し 採 用 し た 。 セ ン サ ー の 取 り 付 け は
A - M E S ® 使 用 法 に 基 づ き 、 胸 骨 部 と 大 腿 中 央 部 に 行 っ た 。  
 
― 目 的 4 ) ～ 5 ) の 調 査 内 容 ―  
 年 齢 、 性 別 を 聴 取 し 、 教 室 開 始 時 と 終 了 時 に 精 神 ・ 認 知 機 能 検 査 と し
て ミ ニ メ ン タ ル ス テ ー ト 検 査 ( 以 下 、 M M S E ) 、 T r a i l  M a k i n g  T e s t  T y p e A ( 以
下 、 T M T - A ) 、 T r a i l  M a k i n g  T e s t  T y p e B ( 以 下 、 T M T - B ) 、 G D S を 行 っ た 。   
Q u a l i t y  o f  L i f e  （ 以 下 、 Q O L ） の 評 価 と し て S F - 8 を 行 い 、 生 活 範 囲 の 評
価 と し て L i f e  S p a c e  A s s e s s m e n t ( 以 下 、 L S A ) を 行 っ た 。  
 身 体 機 能 測 定 と し て 握 力 、 開 眼 片 脚 立 位 、 5 回 立 ち 座 り 時 間 、 T i m e d  
U p  G o  T e s t ( 以 下 、 T U G ) 、 5 m 最 大 歩 行 、 長 座 位 起 立 時 間 、 3 0 秒 ペ グ 移
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動 課 題 を 評 価 し た 。 P A の 測 定 と し て 、 A c t i g r a p h  G T 3 X ® ( A c t i g r a p h 社 ) を
用 い 、 ７ 日 間 に お け る 立 位 時 間 、 座 位 時 間 、 臥 位 時 間 、 歩 数 、 座 位 行 動
時 間 、 低 強 度 運 動 時 間 、 中 等 度 運 動 時 間 、 高 強 度 運 動 時 間 、 中 等 度
お よ び 高 度 運 動 時 間 （ M o d e r a t e  o r  V i g o r o u s  P h y s i c a l  A c t i v i t y  以 下 、
M V P A ） の 測 定 を 行 っ た 。 セ ン サ ー の 取 り 付 け は A c t i g r a p h  G T 3 X ® 使 用 法
に 基 づ き 、 腰 部 に 専 用 の ベ ル ト で 取 り 付 け を 行 っ た 。  
 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム は 、 ① 「 外 出 マ ッ プ 」 と 称 し た 参 加 者 が 外 出 の
際 に 目 安 と な る よ う 、 自 宅 を 中 心 に 半 径 距 離 2 5 0 ｍ 、 5 0 0 ｍ 、 8 0 0 ｍ の 円 を
描 い た 地 図 を 作 製 ・ 配 布 し 、 ② 「 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト 」 と 称 し た カ レ ン ダ ー 形
式 に て 、 5 段 階 に 設 定 さ れ た 外 出 距 離 を 記 録 し 、 参 加 者 自 身 で 管 理 が で
き る も の の 作 製 ・ 配 布 を 行 っ た 。 ま た 、 ③ 「 身 体 活 動 と 外 出 に 関 す る 」 講 話
を 教 室 開 始 時 と 中 間 時 の 2 回 に 渡 り 、 資 料 を 作 成 し て 行 っ た 。 毎 回 の 教
室 開 始 時 に お い て 、 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト に 記 録 し た 外 出 の 段 階 距 離 と 頻
度 に つ い て 確 認 を 行 い 、 自 宅 の 敷 地 外 へ 外 出 す る 期 会 を 増 や し て い く よ う
働 き か け る こ と を 介 入 と し た 。 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト に よ る 評 価 は 、 記 入 さ れ た
外 出 段 階 及 び 記 入 回 数 と し た 。  
 
【 結 果 】  
 本 研 究 の 結 果 は 、 目 的 1 ) ～ 5 ) に 沿 っ て 示 し た 。  
1 )   A - M E S ® で 測 定 し た 2 4 時 間 に お け る P A の 各 動 作 時 間 は 、 総 臥 位 時
間 6 3 6 ± 6 8 分 （ 夜 間 臥 位 時 間 5 6 5 ± 4 3 分 、 日 中 臥 位 時 間 7 1 ± 5 1
分 ） 、 座 位 時 間 5 1 2 ± 5 8 分 、 座 位 + 日 中 臥 位 時 間 5 8 3 ± 8 2 分 、 立 位
時 間 1 4 7 ± 4 5 分 、 歩 行 1 4 4 ± 3 5 分 、 立 位 + 歩 行 時 間 2 9 0 ± 7 4 分 で
あ っ た 。 男 女 別 で は 、 男 性 が 日 中 臥 位 時 間 、 座 位 + 日 中 臥 位 時 間 が
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有 意 に 長 く 、 立 位 時 間 、 立 位 + 歩 行 時 間 が 有 意 に 短 か っ た 。  介 護 度
別 で は 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。  
 姿 勢 変 換 回 数 の 比 較 お い て 、 全 体 で 臥 位 ⇒ 座 位 5 1 . 4 ± 1 7 . 2 回 、
座 位 ⇒ 立 位 7 5 . 0 ± 2 1 . 9 回 、 立 位 ⇒ 座 位 7 5 . 2 ± 2 1 . 8 回 、 座 位 ⇒ 臥 位
5 2 . 3 ± 1 7 . 8 回 、 臥 位 ⇒ 立 位 1 4 . 9 ± 5 . 5 回 、 立 位 ⇒ 臥 位 1 5 . 6 ± 4 . 8
回 で あ っ た 。 男 女 別 で は 、 有 意 な 差 は み ら れ ず 、 介 護 度 別 で は 要 支 援
2 群 の 座 位 ⇒ 臥 位 へ の 変 換 回 数 が 有 意 に 多 か っ た 。 座 位 ⇒ 立 位 へ の
姿 勢 変 換 回 数 と 座 位 + 日 中 臥 位 時 間 の 間 に 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相
関 係 数 が 得 ら れ 、 歩 行 、 立 位 + 歩 行 時 間 と の 間 に お い て は 有 意 な 中
等 度 の 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。 ま た 立 位 ⇒ 座 位 へ の 姿 勢 変 換 回
数 と 座 位 ＋ 日 中 臥 位 時 間 と の 間 に は 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数
が 得 ら れ 、 歩 行 時 間 、 立 位 + 歩 行 時 間 の 間 に お い て は 有 意 な 中 等 度
の 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。  
P A 各 要 素 に お け る 総 時 間 と F I M 総 得 点 と の 間 に は 有 意 な 相 関 係 数
は 得 ら れ な か っ た 。 F I M 下 位 尺 度 に お い て 、 セ ル フ ケ ア と 臥 位 、 日 中 臥
位 、 座 位 + 日 中 臥 位 と の 間 に は 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら
れ 、 立 位 時 間 、 歩 行 時 間 、 立 位 + 歩 行 時 間 と の 間 に お い て は 有 意 な
中 等 度 の 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。 ま た 、 移 動 能 力 と 臥 位 時 間 、 日
中 臥 位 時 間 と の 間 に は 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ 、 歩
行 時 間 と の 間 に お い て は 有 意 な 中 等 度 の 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。
姿 勢 変 換 回 数 と F I M の 下 位 尺 度 に お い て は い ず れ の 項 目 間 に お い て
も 有 意 な 相 関 係 数 は 得 ら れ な か っ た 。  
2 )   F I M 下 位 尺 度 の セ ル フ ケ ア 能 力 、 移 動 能 力 を 従 属 変 数 と し 、 年 齢 、
性 別 、 H D S - R 、 G D S 5 、 P A 各 動 作 に お け る 総 時 間 項 目 を 説 明 変 数 と
し た 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 結 果 、 強 制 投 入 法 で は 有 意 な 要 因 は 得 ら れ
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な か っ た が 、 ス テ ッ プ ワ イ ズ 法 に て セ ル フ ケ ア 能 力 に 関 連 す る 要 因 と し て 、
日 中 臥 位 時 間 が 挙 げ ら れ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、 移 動 能 力 を
従 属 変 数 と し 、 年 齢 、 性 別 、 H D S - R 、 G D S 5 、 P A 各 動 作 に お け る 総 時
間 項 目 を 説 明 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 結 果 、 ス テ ッ プ ワ イ ズ 法
に て 移 動 能 力 に 関 連 す る 要 因 と し て 歩 行 時 間 が 挙 げ ら れ る 可 能 性 が
示 唆 さ れ た 。  
3 )   疾 患 を 有 す る 1 4 名 に お い て 、 P A 各 要 素 に お け る 総 時 間 と F I M 総 得
点 と の 間 に は 有 意 な 相 関 係 数 は 得 ら れ な か っ た 。 F I M 下 位 尺 度 で あ る
セ ル フ ケ ア 能 力 と 臥 位 時 間 、 日 中 臥 位 時 間 、 座 位 + 日 中 臥 位 時 間 と
の 間 に は 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ 、 立 位 時 間 、 歩 行
時 間 、 立 位 + 歩 行 時 間 と の 間 に は 有 意 な 強 い 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ
た 。 移 動 能 力 と 日 中 臥 位 時 間 と の 間 に は 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関
係 数 が 得 ら れ 、 歩 行 時 間 と の 間 に は 有 意 な 中 等 度 の 正 の 相 関 係 数 が
得 ら れ た 。 社 会 的 認 知 と 夜 間 臥 位 時 間 と の 間 に は 有 意 な 中 等 度 の 負
の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。  
4 )   精 神 ・ 認 知 機 能 評 価 ・ 身 体 機 能 評 価 に お い て は い ず れ の 項 目 に お
い て も 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。 ま た 、 LS A 、 Q O L の ス コ ア に お い て も
有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 に お い て 、 教 室 開 始 前 に
比 べ S B 時 間 が 有 意 に 減 少 し 、 中 等 度 ( M o d e r a t e ) の 運 動 強 度 時 間 と
M V P A の 時 間 が 有 意 に 増 加 し た 。 対 照 群 に お い て は 、 立 位 の 姿 勢 時
間 が 有 意 に 短 く な り 、 軽 度 ( L i g h t ) の 運 動 強 度 の 身 体 活 動 時 間 が 有
意 に 減 少 し た 。 そ の 他 の 項 目 で は 教 室 前 後 に お い て 有 意 な 差 は み ら
れ な か っ た 。  
 外 出 段 階 1 の チ ェ ッ ク 回 数 ( M e d i a n ( 2 5 % i l e - 7 5 % i l e ) ) は 0 . 0 ( 0 . 0 - 0 . 0 )
回 、 0 . 0 ( 0 . 0 - 0 . 0 ) % 、 段 階 2  2 . 0 ( 0 . 0 - 7 . 5 ) 回 、 3 . 6 ( 0 . 0 - 1 1 . 6 ) % 、 段 階
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3  9 . 0 ( 3 . 5 - 3 3 . 0 ) 回 、 2 1 . 7 ( 9 . 0 - 4 5 . 5 ) % 、 段 階 4  1 2 . 0 ( 6 . 0 - 2 1 . 5 ) 回 、
2 3 . 5 ( 1 4 . 9 - 3 6 . 6 ) % 、 段 階 5  1 8 . 0 ( 6 . 5 - 3 0 . 0 ) 回 、 3 2 . 9 ( 2 0 . 4 - 6 1 . 7 ) % で あ
っ た 。 外 出 段 階 1 + 2 の チ ェ ッ ク 回 数 は  3 . 0 ( 0 . 0 - 7 . 5 ) 回 、
6 . 7 ( 0 . 0 - 1 1 . 6 ) % 、 段 階 3 + 4  2 9 . 0 ( 1 2 . 0 - 5 4 . 5 ) 回 、 6 1 . 5 ( 3 2 . 1 - 7 2 . 6 ) % 、
段 階 3 + 4 + 5  7 3 . 0 ( 3 4 . 5 - 7 6 . 5 ) 回 、 9 3 . 3 ( 8 8 . 4 - 1 0 0 . 0 ) % で あ っ た 。 外 出
段 階 と チ ェ ッ ク 回 数 よ り 算 出 し た 外 出 距 離 は 2 7 5 . 0 ( 1 7 4 . 5 - 3 2 3 . 0 ) で あ
り 、 チ ェ ッ ク 回 数 合 計 は 7 5 . 0 ( 4 9 . 0 - 8 2 . 5 ) 回 で あ っ た 。 チ ェ ッ ク シ ー ト 記
入 率 は 8 7 . 2 ( 5 7 . 0 - 9 5 . 9 ) % で あ っ た 。  
5 )   教 室 開 始 時 と 終 了 時 に お け る P A の 変 化 と 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト 記 入
率 と の 順 位 相 関 に て 、 臥 位 時 間 と 外 出 段 階 4 、 段 階 3 + 4 の 間 に は 有
意 な 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ 、 段 階 5 の 間 に は 有 意 な 負 の 相 関 係 数 が
得 ら れ た 。 ま た 、 歩 数 と 段 階 3 の 間 に は 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。 外
出 段 階 2 、 段 階 1 + 2 と の 間 に は 正 の 相 関 係 数 が 、 段 階 3 + 4 + 5 、 外 出
距 離 、 外 出 シ ー ト 記 入 率 と の 間 に は 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。 全 て の
運 動 強 度 に お い て は 有 意 な 相 関 係 数 は 得 ら れ な か っ た 。  
 
【 考 察 】  
 第 2 章 で は 、 要 支 援 1 、 2 の 在 宅 生 活 高 齢 者 を 対 象 に 、 3 軸 加 速 度 セ
ン サ ー ( A - M E S ® ) を 用 い た 日 常 生 活 の 活 動 把 握 を P A を 用 い て 行 う こ と が
で き る か 検 討 し た 結 果 、 活 動 を 定 量 的 に 評 価 す る こ と が 可 能 で あ り 、 本 人
の 自 覚 が 困 難 な P A の 減 少 を 早 期 に 発 見 で き る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、
日 中 に お け る 座 位 姿 勢 の 保 持 や 臥 位 時 間 の 短 縮 、 歩 行 時 間 の 拡 大 な ど 、
姿 勢 変 換 の 機 会 の 減 少 を 補 う プ ロ グ ラ ム の 検 討 と 提 供 が 、 身 体 機 能 や P A
の 低 下 を 予 防 す る 可 能 性 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
 第 3 章 で は 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に 、 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ
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ム と し て 外 出 マ ッ プ 、 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト 、 活 動 度 に 関 す る 講 話 を 取 り 入 れ
た プ ロ グ ラ ム の 提 供 に よ り 、 分 配 性 注 意 機 能 と S B 時 間 の 短 縮 、 中 等 度 強
度 の 運 動 時 間 と M V P A 時 間 の 拡 大 が 認 め ら れ た こ と か ら 、 本 介 入 は 在 宅
生 活 に お け る P A を 拡 大 し 、 身 体 不 活 動 時 間 の 短 縮 に つ な が っ た と 考 え る 。
ま た 、 S B 時 間 と 外 出 段 階 3 + 4 + 5 、 外 出 距 離 、 シ ー ト 記 入 率 と の 間 に 有 意
な 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た こ と よ り 、 遠 方 に 外 出 す る こ と 、 外 出 チ ェ ッ ク シ
ー ト へ の 記 入 率 を 高 め る こ と が S B 時 間 の 短 縮 と 繋 が る こ と が 示 唆 さ れ 、 二
次 予 防 事 業 対 象 者 の 活 動 度 低 下 を 予 防 す る た め に は 、 従 来 の 運 動 器
機 能 に 特 化 し た プ ロ グ ラ ム 提 供 の み で は な く 、 在 宅 生 活 に お け る P A に 焦
点 を 合 わ せ た プ ロ グ ラ ム の 検 討 ・ 提 供 が 必 要 で あ り 、 今 回 用 い た 活 動 度 拡
大 支 援 プ ロ グ ラ ム は P A の 改 善 に お い て 効 果 的 で あ っ た と 思 わ れ る 。  
 
【 結 論 】  
 地 域 在 住 虚 弱 高 齢 者 を 対 象 に 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー を 用 い た P A の 測 定
は 、 活 動 を 定 量 的 か つ 客 観 的 に 評 価 す る こ と が 可 能 で あ り 、 本 人 の 自 覚
が 困 難 な 活 動 の 量 的 減 少 に 起 因 す る P A の 低 下 を 早 期 に 発 見 す る こ と が
で き る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、 日 中 の 座 位 姿 勢 の 保 持 や 臥 位 姿 勢 の
短 縮 な ど 、 各 姿 勢 や 動 作 の 時 間 と そ れ に 伴 う 姿 勢 変 換 の 機 会 の 減 少 を
補 う プ ロ グ ラ ム と し て 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に 外 出 マ ッ プ 、 外 出 チ
ェ ッ ク シ ー ト 、 活 動 度 に 関 す る 講 話 を 取 り 入 れ た 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ
ム を 実 施 し た と こ ろ 、 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 に お い て P A に お け る S B 時 間 の 短 縮 、
中 等 度 強 度 の 運 動 時 間 と M V P A 時 間 の 短 縮 が 認 め ら れ た 。 こ れ ら の こ と
か ら 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の 活 動 度 低 下 を 予 防 す る た め に は 、 従 来 の
運 動 器 機 能 に 特 化 し た プ ロ グ ラ ム 提 供 の み で は な く 、 在 宅 生 活 に お け る
P A に 焦 点 を 合 わ せ た プ ロ グ ラ ム の 検 討 ・ 提 供 が 必 要 で あ り 、 今 回 用 い た 活
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動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム は P A の 改 善 に お い て 効 果 的 で あ っ た と 思 わ れ
る 。  
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第 1 章  
序  論  
 
 
 
第 １ 節  研 究 背 景  
 
1 - 1 - 1 . 我 が 国 に お け る 高 齢 者 人 口 の 推 移  
近 年 の 平 均 寿 命 の 劇 的 な 延 長 と 急 激 な 出 生 率 の 低 下 が 同 時 に 作 用
し 進 行 す る 高 齢 化 は 、 世 界 で も 例 を み な い も の で あ る 。 人 口 構 造 は 超 高 齢
社 会 へ 突 入 し 、 平 均 寿 命 は 男 性 7 9 . 4 4 歳 、 女 性 8 5 . 9 0 歳 で あ り 、 世 界 有
数 の 長 寿 国 で も あ る （ 厚 生 労 働 省 ） 。 高 齢 者 人 口 （ 平 成 2 5 年 9 月 1 5 日
現 在 ） は 3 , 1 8 6 万 人 で 、 総 人 口 に 占 め る 割 合 は 2 5 . 1 ％ に 上 る 。 年 齢 階 級
別 で は 、 7 0 歳 以 上 は 2 , 3 1 7 万 人 （ 総 人 口 の 1 8 . 2 ％ ） 、 7 5 歳 以 上 は 1 , 5 6 0
万 人 （ 同 1 2 . 3 ％ ） 、 8 0 歳 以 上 は 9 3 0 万 人 （ 同 7 . 3 ％ ） と な っ て い る 。 高 齢 者
の 人 口 推 移 は 、 昭 和 2 5 年 は 4 1 1 万 人 で 総 人 口 の 4 . 9 ％ で あ っ た が 、 昭 和
4 5 年 に は 7 3 3 万 人 （ 同 7 . 1 ％ ） 、 平 成 2 年 に は 1 , 4 9 3 万 人 （ 同 1 2 . 1 ％ ） 、
平 成 7 年 は 1 , 8 2 8 万 人 （ 同 1 4 . 6 ％ ） 、 平 成 1 2 年 は 2 , 2 0 4 万 人 （ 同 1 7 . 4 ％ ）
平 成 1 7 年 は 2 , 5 7 6 万 人 （ 同 2 0 . 2 ％ ） 、 平 成 2 2 年 は 2 , 9 4 8 万 人 （ 同
2 3 . 0 ％ ） 、 平 成 2 4 年 は 3 , 0 7 4 万 人 （ 同 2 4 . 1 ％ ） と 、 人 口 数 、 人 口 に 対 す る
割 合 と も に 増 加 し て い る （ 総 務 省 2 0 1 5 ） 。 さ ら に 今 後 は 、 い わ ゆ る 「 団 塊 の
世 代 」 と 呼 ば れ る 昭 和 2 2 年 （ 1 9 4 7 年 ） ～ 2 4 年 （ 1 9 4 9 年 ） の 第 一 次 ベ ビ ー
ブ ー ム 期 に 出 生 し た 世 代 が 6 5 歳 以 上 と な る こ と か ら 、 平 成 2 7 年 に は
3 , 3 9 5 万 人 （ 同 2 6 . 8 ％ ） と な り 、 「 団 塊 の 世 代 」 7 5 歳 以 上 と な る 平 成 3 7 年
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に は 3 , 6 5 7 万 人 （ 同 3 0 . 3 ％ ） に 達 す る と さ れ て い る 。 そ の 後 も 高 齢 者 人 口 は
増 加 を 続 け 、 平 成 5 4 年 （ 2 0 4 2 年 ） に は 3 , 8 7 8 万 人 で ピ ー ク を 迎 え 、 そ の
後 は 減 少 に 転 じ る と 推 計 さ れ て い る （ 内 閣 府  高 齢 社 会 白 書 , 2 0 1 4 ） 。  
 
1 - 1 - 2 .  我 が 国 に お け る 世 帯 構 造 の 変 化  
6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 の い る 世 帯 は 、 平 成 元 年 （ 1 9 8 9 年 ） で は 1 0 , 7 7 4 万
千 世 帯 で あ っ た が 、 そ の 後 増 加 の 一 途 を 辿 り 、 平 成 1 6 年 （ 2 0 0 4 年 ） で は
1 , 7 8 6 万 4 千 世 帯 に 、 平 成 2 2 年 （ 2 0 1 0 年 ） で は 2 0 7 0 万 5 千 世 帯 に 、
平 成 2 5 年 （ 2 0 1 3 年 ） で は 2 2 4 2 万 世 帯 に 上 っ て い る 。 平 成 1 6 年 か ら 平
成 2 5 年 に か け て の 全 世 帯 に お け る 高 齢 者 の い る 世 帯 の 割 合 を 比 較 す る と 、
2 7 . 3 ％ か ら 4 4 . 7 ％ と 、 9 年 間 で 1 7 . 4 ％ の 増 加 が み ら れ て い る 。 ま た 、 6 5 歳
以 上 の 夫 婦 の み の 世 帯 は 6 9 7 万 4 千 世 帯 と 、 一 人 暮 ら し 世 帯 や 夫 婦 の
み の 世 帯 、 3 世 代 同 居 世 帯 に 比 べ て 最 も 多 く 全 体 の 3 1 . 1 ％ を 占 め る 。 一
人 暮 ら し ま た は 夫 婦 の み の 世 帯 は 1 1 2 4 万 3 千 世 帯 と 、 前 述 し た 平 成 2 5
年 の 6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 の い る 世 帯 の 5 0 . 1 % に ま で 上 っ て お り 、 こ れ ま で の
推 移 か ら も 更 に 上 昇 す る こ と が 考 え ら れ る （ 厚 生 労 働 省 , 2 0 1 3 ） 。 こ れ ら の こ
と よ り 、 単 独 ま た は 夫 婦 の み で 在 宅 生 活 を 送 る 高 齢 者 は 今 後 増 加 の 一 途
を 辿 る 事 が 予 想 さ れ る 。  
 
1 - 1 - 3 . 介 護 保 険 制 度 の 背 景 と 介 護 認 定 者 数 の 推 移  
世 界 的 に 類 を 見 な い 速 さ で 高 齢 化 が 進 ん で い る 我 が 国 の 高 齢 者 介 護
へ の 対 策 と し て 、 高 齢 化 が 緒 に つ い た ば か り の 昭 和 3 8 年 （ 1 9 6 3 年 ） に 老
人 福 祉 法 が 制 定 さ れ 、 1 9 7 0 年 代 の 老 人 医 療 費 無 料 化 、 8 0 年 代 の 老 人
保 健 法 の 制 定 、 9 0 年 代 の 福 祉 8 法 の 改 正 、 ゴ ー ル ド プ ラ ン の 制 定 な ど 、
急 速 な 高 齢 化 が 進 む 中 で 時 代 の 要 請 に 応 え な が ら 在 宅 福 祉 の 推 進 に お
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い て 発 展 し て き た 。 長 寿 、 高 齢 化 の 進 展 を ふ ま え た 高 齢 者 の 介 護 を め ぐ る
問 題 は 、 ① 出 生 率 の 低 下 と 平 均 寿 命 の 伸 張 に よ る 急 速 な 少 子 高 齢 化 、
② 高 齢 化 の 進 展 に 伴 う 要 介 護 高 齢 者 の 増 加 、 ③ 介 護 の 長 期 化 ・ 重 度 化 、
④ 家 族 の 介 護 機 能 の 低 下 が 挙 げ ら れ て い る ( 厚 生 労 働 省  老 健 局
2 0 1 5 ) 。  
高 齢 者 の 介 護 負 担 を 解 決 す る 方 策 の 一 つ と し て 、 平 成 1 2 年 （ 2 0 0 0 年 ）
よ り 公 的 介 護 保 険 を 導 入 し た 。 高 齢 者 介 護 を 社 会 全 体 で 支 え る 仕 組 み
で あ り 、 そ の 背 景 に は 、 わ が 国 に お け る 高 齢 者 の 増 加 に 伴 う 経 時 的 な 問 題
の 深 刻 化 が あ る 。  
介 護 保 険 施 行 時 の 要 介 護 認 定 者 数 は 2 1 8 万 人 で あ っ た 。 平 成 1 4 年
（ 2 0 0 2 年 ） で は 3 0 3 万 人 、 平 成 1 7 年 （ 2 0 0 5 年 ） は 4 1 1 万 人 、 平 成 2 1 年
（ 2 0 0 9 年 ） は 4 6 9 万 人 、 平 成 2 5 年 （ 2 0 1 3 年 ） で は 高 齢 者 人 口 3 , 1 8 6 万
人 に 対 し 5 8 0 万 人 と 増 加 傾 向 に あ り 、 介 護 保 険 開 始 時 に 比 べ 2 . 6 6 倍 に  
上 る 。 ま た 、 年 齢 階 級 別 の 認 定 率 で は 、 平 成 1 9 年 （ 2 0 0 7 年 ） に て 6 5～
6 9 歳 は 2 . 6 ％ 、 7 0 ～ 7 4 歳 は 6 . 3 ％ 、 7 5 ～ 7 9 歳 は 1 3 . 7 ％ 、 8 0 ～ 8 4 歳 は
2 6 . 9 ％ 、 8 5 ～ 8 9 歳 は 4 5 . 9 ％ 、 9 0 歳 以 上 は 6 8 . 0 ％ と 、 高 齢 に な る に つ れ て
要 介 護 認 定 率 も 高 く な り 、 8 0 歳 以 上 よ り 人 口 に 対 す る 認 定 率 が 約 4 割 と
高 く な っ て い る （ 内 閣 府 高 齢 社 会 白 書 2 0 1 5 ） 。 前 述 し た 高 齢 人 口 、 要 介
護 認 定 者 数 よ り 、 高 齢 者 に お け る 日 常 生 活 に 障 害 を 抱 え て い る 割 合 は
1 8 . 2 ％ に 及 ぶ 。  
 
1 - 1 - 4 . 介 護 予 防 に つ い て  
 平 成 1 2 年 （ 2 0 0 0 年 ） の 導 入 以 来 、 在 宅 サ ー ビ ス を 中 心 に サ ー ビ ス の 利
用 が 急 速 に 拡 大 す る な ど 、 介 護 保 険 制 度 は 定 着 し て き た 。 一 方 、 介 護 保
険 の 総 費 用 は 導 入 時 の 平 成 1 2 年 （ 2 0 0 0 年 ） の 3 . 6 兆 円 よ り 年 々 増 加 し 、
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平 成 1 8 年 （ 2 0 0 6 年 ） で は 6 . 4 兆 円 、 平 成 2 4 年 （ 2 0 1 2 年 ） で は 8 . 9 兆 円
に 増 加 し て い る 。 そ れ に 伴 い 、 6 5 歳 以 上 が 支 払 う 保 険 料 の 平 均 額 も 平 成
1 2 年 ～ 平 成 1 4 年 （ 第 1 期 ） で 2 , 9 1 1 円 で あ っ た の 対 し 、 平 成 1 8 年 ～ 平
成 2 0 年 （ 第 3 期 ） で は 4 , 0 9 0 円 、 平 成 2 4 年 ～ 平 成 2 6 年 （ 第 5 期 ） で は
4 , 9 7 2 円 と 増 加 傾 向 に あ る 。 そ の よ う な 流 れ の 中 、 平 成 1 8 年 の 第 3 期 改
正 時 に 、 要 介 護 状 態 の 発 生 を で き る 限 り 防 ぐ （ 遅 ら せ る ） こ と 、 そ し て 要 介
護 状 態 に あ っ て も そ の 悪 化 を で き る 限 り 防 ぐ こ と 、 さ ら に は 軽 減 を 目 指 す こ と
と し て 、 介 護 予 防 事 業 が 公 的 介 護 保 険 の 中 に 創 設 さ れ た 。 介 護 保 険 法
に て 、 「 国 民 は 、 自 ら 要 介 護 状 態 と な る こ と を 予 防 す る た め 、 加 齢 に 伴 っ て
生 ず る 心 身 の 変 化 を 自 覚 し て 常 に 健 康 の 保 持 増 進 に 努 め る と と も に 、 要
介 護 状 態 と な っ た 場 合 に お い て も 、 進 ん で リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン そ の 他 の 適 切
な 保 険 医 療 サ ー ビ ス 及 び 福 祉 サ ー ビ ス を 利 用 す る こ と に よ り 、 そ の 有 す る 能
力 の 維 持 向 上 に 努 め る も の と す る （ 第 ４ 条 ） 」 と 規 定 さ れ て い る 。 ま た 、 地 域
支 援 事 業 に お い て は 、 「 可 能 な 限 り 、 地 域 に お い て 自 立 し た 日 常 生 活 を 営
む こ と が で き る よ う 支 援 す る た め に 、 地 域 支 援 事 業 を 行 う （ 第 1 1 5 条 4 5 ） 」 と
さ れ て い る こ と か ら 、 高 齢 者 が 可 能 な 限 り 自 立 し た 日 常 生 活 を 送 り 続 け て い
け る よ う な 地 域 作 り を 目 標 と し て い る 。 介 護 予 防 は 、 高 齢 者 の 運 動 機 能 や
栄 養 状 態 と い っ た 個 々 の 要 素 の 改 善 だ け を 目 指 す も の で は な く 、 心 身 機
能 の 改 善 や 環 境 の 調 整 な ど を 通 じ て 、 高 齢 者 個 々 人 の 生 活 機 能 （ 活 動 ）
や 参 加 （ 役 割 ） の 向 上 を 得 る こ と に よ り 、 一 人 ひ と り の 生 き 甲 斐 や 自 己 実 現
の た め の 支 援 を 通 じ て の Q O L の 向 上 と 、 国 民 の 健 康 寿 命 の 延 伸 を 目 指 し
て い る も の に 位 置 づ け ら れ て い る 。  
 高 齢 者 の 健 康 寿 命 の 延 伸 、 Q O L の 向 上 を 目 指 す に は 、 生 活 習 慣 病 予
防 と 介 護 予 防 を 地 域 で 総 合 的 に 一 次 予 防 、 二 次 予 防 、 三 次 予 防 の 3 段
階 で 展 開 、 継 続 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  
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 生 活 習 慣 病 予 防 に お け る 一 次 予 防 は 、 健 康 な 者 を 対 象 に 、 発 病 そ の も
の を 予 防 す る 取 り 組 み で あ る 。 二 次 予 防 は す で に 疾 病 を 保 有 す る 者 を 対
象 に 、 症 状 が 出 現 す る 前 の 時 点 で 早 期 発 見 し 、 早 期 治 療 す る 取 り 組 み で
あ る 。 三 次 予 防 は 、 症 状 が 出 現 し た 者 を 対 象 に 、 重 度 化 の 防 止 、 合 併 症
の 発 症 や 後 遺 症 を 予 防 す る 取 り 組 み で あ る 。  
 介 護 予 防 に お け る 一 次 予 防 は 、 主 と し て 活 動 的 な 状 態 に あ る 高 齢 者 を
対 象 に 、 生 活 機 能 の 維 持 ・ 向 上 に 向 け 、 精 神 ・ 身 体 ・ 社 会 に お け る 活 動
性 の 維 持 ・ 向 上 が 重 要 で あ る 。 二 次 予 防 は 、 要 支 援 ・ 要 介 護 状 態 に 陥 る
危 険 性 が 高 い 高 齢 者 を 早 期 発 見 し 、 早 期 に 対 応 す る こ と に よ り 状 態 を 改
善 し 、 要 支 援 状 態 と な る こ と を 遅 ら せ る 取 り 組 み で あ る 。 三 次 予 防 は 、 要 支
援 ・ 要 介 護 状 態 に あ る 高 齢 者 を 対 象 に 、 要 介 護 状 態 の 改 善 や 重 度 化 を
予 防 す る も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 ① 運 動 機 能 の 向 上 、 ② 栄 養 改 善 、 ③
口 腔 機 能 の 向 上 、 ④ 閉 じ こ も り 予 防 ・ 支 援 、 ⑤ 認 知 症 予 防 ・ 支 援 、 ⑥ う つ
予 防 ・ 支 援 に お い て 、 通 所 に よ る 集 団 を 対 象 に 事 業 を 展 開 し 、 必 要 に 応
じ て 個 別 訪 問 に て 対 応 す る な ど 、 高 齢 者 の 状 態 に 応 じ て 様 々 な プ ロ グ ラ ム
を 組 み 合 わ せ て 無 理 な く 参 加 す る よ う に し て い る （ 厚 生 労 働 省 , 2 0 1 3 年 ） 。
2 0 1 2 年 （ 平 成 2 4 年 ） よ り 導 入 さ れ た 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業
に よ り 、 一 次 予 防 か ら 三 次 予 防 ま で 切 れ 目 の な い 総 合 的 な 関 り を 提 供 す
る こ と が 可 能 と な る 。  
 
1 - 1 - 5 . 地 域 支 援 事 業 に お け る 介 護 予 防 の 現 状 と 課 題  
 介 護 予 防 事 業 は 、 要 支 援 ・ 要 介 護 状 態 に 陥 る 危 険 性 の 高 い 高 齢 者 を
対 象 に し た 二 次 予 防 事 業 と 、 活 動 的 な 状 態 に あ る 高 齢 者 を 対 象 と し た 、
地 域 で の 自 立 し た 生 活 を 送 る た め の 支 援 を 行 う 一 次 予 防 事 業 で 構 成 さ れ
て い る （ 厚 生 労 働 省 , 2 0 1 3 年 ） 。 ま た 、 要 支 援 １ お よ び 要 支 援 ２ の 認 定 を 受
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け た 高 齢 者 を 対 象 に 、 状 態 の 改 善 と 重 度 化 の 予 防 を 目 的 と し た 介 護 予
防 サ ー ビ ス が 提 供 さ れ て い る 。 地 域 支 援 事 業 と し て 創 設 さ れ た 通 所 型 の 介
護 予 防 事 業 や 通 所 系 サ ー ビ ス に よ る プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る こ と に よ り 、 生 活
機 能 の 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。 し か し 、 介 護 保 険 事 業 の こ れ ま で
の 取 り 組 み か ら 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 へ の 具 体 的 な サ ー ビ ス 内 容 が 、 提
供 す る 自 治 体 に 対 し 不 透 明 な 状 況 に あ る こ と 、 ま た 、 二 次 予 防 事 業 対 象
者 に 選 定 さ れ て も 実 際 に 介 護 予 防 事 業 へ の 参 加 率 が 低 い こ と な ど が 指 摘
さ れ て い る （ 厚 生 労 働 省 、 2 0 1 3 ） 。 地 域 の 日 常 生 活 環 境 の 中 で 健 康 を 維
持 し 、 生 活 の 質 を 保 つ サ ー ビ ス 提 供 を 基 盤 と す る た め 、 一 次 予 防 事 業 対
象 者 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 、 要 支 援 者 に 対 し 、 連 続 性 を 保 ち つ つ 介 護
予 防 を 展 開 し て い く こ と が 望 ま れ る 。 今 後 、 地 域 に 根 差 し た 支 援 事 業 が 展
開 さ れ て い く こ と が 、 一 次 予 防 か ら 要 支 援 者 に 対 す る 三 次 予 防 ま で を 切 れ
目 な く 関 わ る 上 で 重 要 で あ る 。  
 介 護 予 防 事 業 に 参 加 す る 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の 選 定 に は 、 対 象 者
把 握 事 業 と し て 市 町 村 か ら の 2 5 項 目 の 設 問 か ら 構 成 さ れ る 「 生 活 基 本 チ
ェ ッ ク リ ス ト 」 ( 厚 生 労 働 省 , 2 0 0 6 ) を 用 い た 郵 送 調 査 を も っ て 行 わ れ て い る 。
平 成 2 5 年 の 二 次 予 防 事 業 該 当 者 は 2 6 1 万 人 で あ っ た が 、 主 に 該 当 し て
い る 項 目 と し て 、 ① 運 動 器 の 機 能 向 上 1 4 9 万 9 千 人 （ 5 7 . 4 ％ ） 、 ② 口 腔 機
能 向 上 1 4 万 2 千 人 （ 5 4 . 7 ％ ） 、 ③ 認 知 症 予 防 ・ 支 援 1 2 万 3 千 人
（ 4 7 . 1 ％ ） 、 ④ う つ 予 防 ・ 支 援 1 2 万 人 （ 4 6 . 0 ％ ） で あ っ た 。 全 国 1 万 3 千 ヶ
所 に て 提 供 さ れ て い る 通 所 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス と し て 、 主 に 運 動 器 の 機
能 向 上 を 目 的 に 、 ス ト レ ッ チ ン グ 、 バ ラ ン ス 運 動 、 筋 力 強 化 ト レ ー ニ ン グ を
主 軸 と し た プ ロ グ ラ ム や 、 栄 養 向 上 や 口 腔 機 能 向 上 、 認 知 機 能 向 上 を 含
め た 複 合 的 な プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る 教 室 が 大 半 を 占 め て い る （ 厚 生 労 働 省
2 0 1 5 ） 。 教 室 参 加 者 の 4 2 ％ が 状 態 の 改 善 に よ り 終 了 し て い る と 報 告 さ れ て
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い る 。 プ ロ グ ラ ム 内 容 の 選 定 ・ 提 供 方 法 は プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る 教 室 に 委
託 さ れ て お り 、 自 宅 で 実 施 で き る 体 操 メ ニ ュ ー や 、 食 事 チ ェ ッ ク リ ス ト 等 を 作
成 ・ 配 布 し て い る 教 室 が 大 半 で あ る 。 し か し 近 年 、 そ の 実 施 率 ・ 継 続 率 に
お い て 個 人 差 が 大 き く ( 元 吉 , 2 0 1 0 ) 、 参 加 者 全 体 へ の 関 わ り 方 の 困 難 さ が
問 題 視 さ れ つ つ あ る ( 伊 藤 , 2 0 1 0 ： 木 村 , 2 0 1 0 ) 。  
 
1 - 1 - 6 . 身 体 活 動 と 身 体 不 活 動 ・ 座 位 行 動 に つ い て  
  1 ) 身 体 活 動  
 身 体 活 動 ( P h y s i c a l  A c t i v i t y : P A ) は 、 安 静 に し て い る 状 態 よ り も 多 く の エ
ネ ル ギ ー を 消 費 す る 全 て の 動 作 と 定 義 さ れ て い る ( 健 康 づ く り の 運 動 指
針 , 2 0 0 6 ) 。 日 常 生 活 に お け る 労 働 、 家 事 、 通 勤 、 通 学 等 の 「 生 活 活 動 」 と 、
体 力 （ ス ポ ー ツ 競 技 に 関 連 す る 体 力 と 健 康 に 関 連 す る 体 力 ） の 維 持 ・ 向
上 を 目 的 と し 、 計 画 的 ・ 継 続 的 に 実 施 さ れ る 「 運 動 」 の 2 つ に 大 別 さ れ る
( F i g u r e  1 ) 。  
 日 常 に お け る P A を 増 や す こ と で 、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム を 含 む 循 環 器 疾
患 ・ 糖 尿 病 ・ 悪 性 新 生 物 （ 喫 煙 ・ 食 事 を 伴 う た め 生 活 習 慣 病 ） と い っ た 生
活 習 慣 病 の 発 症 や こ れ ら を 原 因 と し て の 死 亡 リ ス ク や 、 加 齢 に 伴 う 生 活 機
能 低 下 （ ロ コ モ テ ィ ブ シ ン ド ロ ー ム や 認 知 機 能 低 下 等 ） を 低 下 さ せ る こ と が
で き る 。 ま た 、 運 動 習 慣 を も つ こ と で 、 こ れ ら の 予 防 効 果 を 高 め る こ と が で き
る と さ れ て い る ( 後 藤 , 2 0 1 5 ) 。 高 齢 者 に お い て 、 積 極 的 に 身 体 を 動 か す こ と
で 生 活 機 能 低 下 の リ ス ク を 低 減 さ せ 、 自 立 し た 生 活 を よ り 長 く 送 る こ と に つ
な が る こ と か ら も 、 加 齢 に よ る 日 常 生 活 機 能 の 低 下 を 抑 制 す る 代 表 的 な 手
段 と し て 、 歩 行 を 中 心 と し た 運 動 を 継 続 的 に 実 施 し 、 習 慣 化 さ せ る こ と の
必 要 性 は 周 知 の 事 実 と い え る 。  
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  2 ) 身 体 不 活 動  
 一 方 、 身 体 不 活 動 は 、 肥 満 や 生 活 習 慣 病 の 危 険 因 子 で も あ り 、 高 齢 者
の 自 立 度 の 低 下 や 虚 弱 ( f r a i l ) の 危 険 因 子 で も あ る 。  
 「 健 康 日 本 2 1 」 に よ る と 、 意 識 的 に 運 動 を 心 掛 け て い る 人 は 改 善 傾 向 に
あ る が 、 運 動 指 標 と な る 歩 数 は 過 去 1 0 年 間 で 1 , 0 0 0 歩 減 少 し て お り 、 歩
行 を 中 心 と し た P A の 減 少 が 指 摘 さ れ て い る 。 平 成 2 5 年 よ り 掲 げ ら れ た 「 健
康 日 本 2 1 （ 第 2 次 ） 」 で は 、 健 康 寿 命 の 延 伸 を 中 心 課 題 と し て お り 、 平 成
2 2 年 （ 2 0 0 8 年 ） に お け る 平 均 寿 命 と 健 康 寿 命 （ 日 常 生 活 に 制 限 の な い 期
間 ） の 差 は 、 男 性 9 . 1 3 年 、 女 性 1 2 . 6 8 年 と し て い る 。 ま た 、 健 康 寿 命 の 延
伸 を 目 的 に 、 こ れ ま で 「 運 動 」 と し て の 推 奨 値 で あ っ た 3 M E T s 以 上 の 中 ・ 強
度 の 活 動 か ら 、 家 庭 内 活 動 や 近 隣 へ の 外 出 と い っ た 3 M E T s 以 下 の 比 較
的 低 い 活 動 度 の 運 動 を 増 や す よ う 修 正 が 加 え ら れ て い る 。 ま た 、 運 動 の み
な ら ず 、 生 活 活 動 も 含 め た 「 P A 」 全 体 に 着 目 す る こ と の 重 要 性 が 国 内 外 で
高 ま っ て い る こ と を ふ ま え 、 新 た な 基 準 の 名 称 を 「 運 動 基 準 」 か ら 「 身 体 活
動 基 準 」 と 改 め て い る 。 高 齢 者 は 、 高 強 度 の 有 酸 素 運 動 を 実 施 す る こ と に
よ り 運 動 時 以 外 の P A が 減 少 し て し ま う と の 報 告 も さ れ て い る こ と か ら （ G o r a n ,  
M .  I . , 1 9 9 2 ） 、 近 年 、 運 動 や 余 暇 活 動 と い っ た 中 ・ 強 度 運 動 の み な ら ず 、
日 常 生 活 に お け る 低 強 度 の P A が 高 齢 者 の 身 体 機 能 に 良 好 な 影 響 を 与
え る と の 報 告 も な さ れ て い る （ L o p r i n z i ,  P .  D . , 2 0 1 5 ) 。  
 近 年 、 身 体 不 活 動 は 全 世 界 の 死 亡 者 数 に 対 す る 高 血 圧 ( 1 3 % ) 、 喫 煙
( 9 % ) 、 高 血 糖 ( 6 % ) に 次 い で 4 番 目 の 危 険 因 子 ( リ ス ク フ ァ ク タ ー ) と さ れ 、 そ
の 割 合 は 多 く の 国 々 で 増 加 傾 向 に あ り 、 非 伝 染 病 ( 生 活 習 慣 病 ) の 流 行
や 国 民 の 健 康 と 強 く 関 係 し て い る こ と か ら 、 P A の 普 及 啓 発 の 必 要 性 は 明
白 で あ る （ W H O , 2 0 1 0 ） 。 ま た 、 世 界 の 全 死 亡 数 の 9 . 4 ％ は P A の 不 足 が 原
因 で あ り 、 肥 満 や 喫 煙 と 同 様 に 「 世 界 的 流 行 」 で あ る に も 関 わ ら ず 、 そ の 重
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要 性 の 認 識 が 遅 れ て い る こ と ( P a m e l a ,  D . , 2 0 1 2 ) 、 喫 煙 者 に 対 す る 規 制 戦
略 に 準 じ た 国 民 へ の 支 援 体 制 の 構 築 の 必 要 性 を 報 告 し て い る ( C h i ,  P .  
W . , 2 0 1 2 . ) 。 W H O で は 、 P A を 日 課 や 家 庭 ・ 地 域 社 会 と 結 び つ い た レ ク レ ー
シ ョ ン や 余 暇 時 間 の P A 、 移 動 ( 徒 歩 、 自 転 車 ) 、 職 業 活 動 ( 仕 事 に 従 事 し
て い る 場 合 ) 、 家 事 、 遊 び 、 ゲ ー ム 、 ス ポ ー ツ な ど で あ る と 定 義 し て お り 、 継 続
時 間 、 頻 度 、 強 度 で の 推 奨 値 が 提 示 さ れ て い る が 、 日 常 生 活 を 改 善 す る
活 動 の 実 践 は 自 己 管 理 に 委 ね ら れ て い る こ と が 少 な く な い こ と か ら も 、 日 常
的 な P A の 習 慣 を 普 及 促 進 す る こ と が 特 に 重 要 で あ る と し て い る 。 し か し 、
6 5  歳 以 上 に 分 類 さ れ る 高 齢 者 は 、 し ば し ば 不 活 動 で い る こ と が 多 く 、 多
量 の P A の 達 成 や 高 強 度 の P A を 行 う こ と は あ ま り 重 要 視 さ れ て は い な い こ
と が W H O か ら 報 告 さ れ て い る 。  
 今 後 、 さ ら に 高 齢 化 が 進 行 す る わ が 国 に お い て 、 健 康 増 進 の 視 点 か ら 高
齢 者 の 生 活 機 能 を 維 持 す る た め に は 、 身 体 的 、 運 動 機 能 的 低 下 に 対 す
る 医 学 的 な サ ー ビ ス 、 精 神 心 理 、 社 会 的 健 康 の 低 下 予 防 の た め の 介 護 ・
看 護 ・ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ サ ー ビ ス が 必 要 で あ る 。 そ の た め に は 予 防 的 観 点
か ら の P A を 高 め る 関 わ り を 介 護 予 防 事 業 と し て 検 討 す る こ と が 急 務 で あ る
と 言 え る 。  
※ ロ コ モ テ ィ ブ シ ン ド ロ ー ム と は 、 「 運 動 器 の 障 害 に よ り 要 介 護 に な る リ ス ク の
高 い 状 態 」 を 指 す 。  
 
  3 ) 座 位 行 動  
 P A を 高 め る こ と を 推 奨 す る 一 方 、 座 位 行 動 へ の 研 究 が 急 速 に 発 展 し て
い る 。 座 位 行 動 ( S e d e n t a r y  B i h a v i o r  : 以 下 、 S B ) は 、 「 座 位 お よ び 臥 位 に
お け る エ ネ ル ギ ー 消 費 量 が 1 . 5 M E T s 以 下 の す べ て の 覚 醒 行 動 」 と 定 義 さ
れ て お り 、 中 ・ 高 強 度 の P A の 不 足 と は 異 な っ た 、 低 強 度 の 活 動 へ 焦 点 を
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あ て て 検 討 し て い く こ と が 必 要 で あ る と さ れ て い る ( 岡 , 2 0 1 3 ) 。 ま た 、 2 0 か 国
に お け る S B 時 間 の 比 較 を 行 っ た 報 告 は 、 2 0 か 国 で 3 0 0 分 が 中 央 値 で あ
っ た の に 対 し 、 わ が 国 は 4 2 0 分 と 、 最 長 で あ っ た こ と が 報 告 さ れ て い る
( A d r i a n ,  E .  B . , 2 0 1 1 ) 。 S B 時 間 を 短 縮 す る た め 、 幾 つ か の 試 み が な さ れ て
お り 、 テ レ ビ 視 聴 時 間 の 制 限 ( O t t e n ,  J .  J . , 2 0 0 9 ) や 、 座 位 時 間 を 中 断 す
る 刺 激 を 配 信 す る 方 法 な ど が 検 討 さ れ ( R h i a n ,  E .  E . 2 0 1 2 ) 、 い ず れ も S B
時 間 の 短 縮 に 効 果 が あ る と 報 告 し て い る 。 ま た 、 B a s t e r r a は 、 1 3 , 2 8 4 名 の
コ ホ ー ト を 対 象 に S B を 伴 う テ レ ビ 視 聴 、 パ ソ コ ン の 使 用 、 運 転 時 間 と 死 亡
率 を 検 討 し 、 長 時 間 の テ レ ビ 視 聴 と 死 亡 リ ス ク の 関 連 を 報 告 し
( B a s t e r r a - G o r t a r i ,  F .  J . , 2 0 1 4 ) 、 D i n g ,  D . は 、 不 健 康 な 行 動 の 評 価 と し
て の S B を 8 時 間 以 上 と 定 め て い る ( D i n g ,  D . , 2 0 1 4 ) 。  
 S B の 測 定 に は 、 自 己 報 告 に よ り 質 問 紙 を は じ め 、 加 速 度 セ ン サ ー を 用 い
た 測 定 、 ビ デ オ 撮 影 な ど を 用 い た 観 察 が あ り 、 質 問 紙 で は テ レ ビ 視 聴 時 間
を S B 時 間 の 指 標 と し て 検 証 さ れ て い る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 健 康 増 進 に 焦
点 を 置 い た 介 入 を 検 討 す る に あ た り 、 P A の 拡 大 と 、 身 体 不 活 動 お よ び 低
活 動 で あ る S B の 短 縮 と い っ た 多 角 的 な 試 み が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  
 
1 - 1 - 7 . 高 齢 者 に お け る P A と 運 動 介 入 に 関 す る 動 向  
高 齢 者 は 加 齢 に 伴 い 、 身 体 的 ・ 運 動 機 能 的 ・ 精 神 心 理 的 ・ 社 会 的 健
康 に 変 化 を 生 じ る と 言 わ れ て お り 、 身 体 的 変 化 の 特 徴 と し て 視 覚 、 聴 覚 、
味 覚 、 嗅 覚 、 皮 膚 感 覚 と い っ た 感 覚 機 能 、 循 環 、 呼 吸 、 排 尿 と い っ た 自
律 機 能 の 低 下 が 特 徴 で あ り 、 高 血 圧 症 ・ 心 臓 疾 患 ・ 脳 血 管 疾 患 と い っ た
慢 性 疾 患 の 罹 患 も そ の 特 徴 で あ る ( 日 本 老 年 医 学 会 , 2 0 0 8 ) 。 運 動 機 能
的 変 化 の 特 徴 と し て 、 反 応 時 間 、 持 久 性 運 動 能 力 、 固 有 感 覚 、 関 節 可
動 域 に よ る 歩 行 、 起 立 、 姿 勢 保 持 能 力 の 低 下 が 挙 げ ら れ る 。 精 神 心 理 的
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変 化 と し て 、 記 憶 、 知 能 、 人 格 の 変 化 と い っ た 認 知 機 能 面 の 低 下 や 、 身
体 機 能 の 低 下 、 社 会 的 役 割 の 喪 失 感 、 生 活 環 境 の 変 化 な ど に よ る 老 人
性 う つ が 挙 げ ら れ る 。 社 会 的 変 化 と し て は 、 配 偶 者 と の 死 別 や 子 の 独 立 に
よ る 孤 独 、 身 体 的 な 機 能 低 下 に よ る 外 出 困 難 か ら く る 閉 じ こ も り に よ る 地 域
社 会 と の 繋 が り の 減 少 が 挙 げ ら れ る ( 日 本 老 年 医 学 会 , 2 0 0 8 ) 。  
 運 動 は 、 筋 力 と バ ラ ン ス 能 力 な ど の 身 体 機 能 の 維 持 、 転 倒 予 防 、 寝 た き
り の 予 防 、 認 知 機 能 の 低 下 予 防 、 お よ び 生 活 の 質 の 向 上 な ど に 対 し て 好
影 響 を 及 ぼ す と さ れ て い る （ 井 口 , 2 0 0 7 ） 。 高 齢 者 で は 外 出 頻 度 が 減 少 し 、
テ レ ビ や パ ソ コ ン な ど 座 位 姿 勢 に て 行 う 余 暇 活 動 の 時 間 が 増 加 す る こ と が
指 摘 さ れ て い る （ 元 吉 , 2 0 1 0 ） 。 高 齢 者 の 機 能 指 標 と し て 、 生 活 機 能 の 自
立 が 用 い ら れ て お り 、 下 肢 筋 力 が 重 要 な 役 割 を 果 た す と さ れ て い る 。 加 齢
に よ る 身 体 機 能 の 低 下 は 不 可 避 的 な 現 象 で あ り 、 高 齢 期 で は 筋 力 は 年 に
1 ～ 2 % ず つ 低 下 す る と さ れ て い る ( 谷 本 , 2 0 0 5 , 2 0 0 8 ) 。 ま た 、 筋 肉 量 の 加 齢
変 化 は 部 位 に よ り 異 な り 、 減 少 率 が 最 も 大 き い の は 下 肢 で 、 次 に 全 身 、 上
肢 、 体 幹 の 順 で あ る と 報 告 さ れ て お り ( 谷 本 , 2 0 1 0 ) 、 下 肢 で は 男 女 と も 2 0
歳 代 よ り 減 少 を 認 め 、 減 少 率 は 男 性 で 3 0 . 9 % 、 女 性 で 2 8 . 5 % に ま で 及 ぶ
( 渡 辺 , 2 0 0 6 ) 。 筋 肉 量 は 全 て の 部 位 に お い て 年 齢 に 関 わ ら ず 男 性 の 方 が
女 性 よ り 多 く 、 加 齢 に 伴 う 減 少 の 割 合 は 男 性 の 方 が 女 性 よ り 大 き い と さ れ
て お り 、 そ の た め 、 定 期 的 に 運 動 を 実 施 す る こ と に よ っ て 筋 肉 量 と P A 量 を
増 加 さ せ る こ と が 必 要 で あ る と さ れ る ( 神 崎 , 2 0 0 8 ） 。  
地 域 高 齢 者 に お い て 、 機 器 を 用 い た レ ジ ス タ ン ス ト レ ー ニ ン グ や 、 自 重 負
荷 ト レ ー ニ ン グ な ど 様 々 な 運 動 介 入 が 実 施 さ れ て お り （ 元 吉 , 2 0 1 0 ： 伊
藤 , 2 0 1 0 ） 、 そ れ ら の 多 く に 運 動 効 果 が 報 告 さ れ て い る 。 し か し 、 在 宅 で の
適 切 な ト レ ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム を 検 討 し た も の は 多 く 報 告 さ れ て い る が 、 運 動
に 対 す る 参 加 お よ び 継 続 に つ い て の 報 告 で は 、 実 施 率 が 低 い 値 を 示 し た
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研 究 が 多 い こ と も 指 摘 さ れ て お り 、 運 動 を 継 続 し て 行 う た め の 工 夫 が 必 要
で あ る と さ れ て い る ( 木 村 , 2 0 1 0 ： 河 本 , 2 0 0 8 ） 。 ま た 、 地 域 高 齢 者 の 居 住 様
式 と 体 力 特 性 と の 関 連 を 検 討 し た 結 果 、 洋 式 生 活 よ り も 和 式 生 活 を 行 っ
て い る 高 齢 者 は 体 力 が 高 く 、 転 倒 リ ス ク が 少 な い と の 報 告 が あ る こ と か ら
（ 曹 , 2 0 0 9 ： 能 村 , 2 0 1 1 ） 、 床 上 動 作 能 力 を 中 心 と し た 複 合 的 な 動 作 能 力
を 保 つ 事 の 必 要 性 が 挙 げ ら れ る 。  
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第 2 節  文 献 的 考 察  
 
1 - 2 - 1 . 高 齢 者 の P A に 関 す る 研 究 動 向  
 わ が 国 で の 高 齢 者 を 対 象 と し た P A の 研 究 は 数 多 く 報 告 さ れ て い る 。 P A
の 調 査 方 法 は 様 々 で あ り 、 客 観 的 な 方 法 を 主 観 的 な 方 法 と に 大 別 さ れ る 。
ま た 、 P A の 特 徴 を 検 討 し た も の か ら P A の 増 加 を 目 的 と し た 介 入 方 法 の 検
討 な ど 多 岐 に 及 ぶ 。 「 虚 弱 高 齢 者 」 、 「 身 体 活 動 」 を K e y  w o r d と し て 医 学
中 央 雑 誌 文 献 デ ー タ ベ ー ス を 用 い て 検 索 し た と こ ろ 、 2 0 1 5 年 8 月 現 在 ま
で に 1 0 6 編 が 該 当 し た 。 ま た 、 「 地 域 在 住 」 、 「 虚 弱 高 齢 者 」 、 「 身 体 活 動 」
を k e y  w o r d と し て 検 索 し た と こ ろ 、 1 2 編 が 該 当 し 、 計 1 1 8 編 を 基 に 本 研
究 と の 関 連 の 高 い 報 告 4 1 編 を 抽 出 す る こ と と し た 。  
 
1 ） 高 齢 者 の P A の 調 査 方 法  
 主 観 的 な 調 査 方 法 と し て 、 質 問 紙 （ 調 査 票 ） を 用 い た 調 査 や 聞 き 取 り 調
査 が 挙 げ ら れ る 。 P A の 調 査 に 用 い ら れ て い る 方 法 と し て 、 質 問 紙 を 用 い た
報 告 は 多 く 、 用 い ら れ て い る 質 問 紙 も 多 岐 に 及 ぶ 。  
 主 に 用 い ら れ た 質 問 紙 は 、 国 際 標 準 化 P A 質 問 票 ( I n t e r n a t i o n a l  
P h y s i c a l  A c t i v i t y  Q u e s t i o n n a i r e :  I P A Q ) や 、 世 界 標 準 化 P A 質 問 票
( G l o b a l  P h y s i c a l  A c t i v i t y  Q u e s t i o n n a i r e  : G P A Q ) 、 高 齢 者 P A 質 問 紙
( P h y s i c a l  A c t i v i t y  S c a l e  f o r  t h e  E l d e r l y  : P A S E ) や 老 研 式 活 動 能 力 指
標 で あ り 、 い ず れ も 活 動 の 種 類 お よ び 強 度 、 頻 度 、 継 続 時 間 を 回 答 す る こ
と に よ る P A の 把 握 と な る ( 大 矢 , 2 0 1 2 ： 田 中 , 2 0 1 4 ： 角 田 , 2 0 1 3 ) 。 ま た 、 生 活
範 囲 の 調 査 ( L i f e - S p a c e  A s s e s s m e n t  :  L S A ) は 外 出 の 距 離 、 頻 度 を 回
答 す る こ と で P A を 把 握 す る こ と を 目 的 に 用 い ら れ て お り ( 福 尾 , 2 0 1 4 ,  
2 0 1 2 ： ) 、 国 内 で 作 成 さ れ た P A 量 質 問 紙 ( 内 藤 , 2 0 0 3 ) を 用 い て の P A を 把
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握 し た 報 告 も あ っ た 。  
 聞 き 取 り 調 査 で は 、 農 作 業 や 畑 仕 事 を 含 む 家 事 全 般 や 、 趣 味 活 動 、 余
暇 活 動 の 内 容 、 時 間 の 聴 取 を 行 い 、 一 日 の P A を 把 握 す る 方 法 が 主 で あ
る 。  質 問 紙 、 聞 き 取 り 調 査 に お い て 、 各 項 目 に お け る P A の 強 度 を M E T s
値 に 換 算 し て 用 い て い る も の も 多 く ( 李 , 2 0 1 2 ： 桜 井 , 2 0 1 2 ： 田 中 , 2 0 1 2 ： 角
田 , 2 0 1 1 ： 原 田 、 2 0 1 3 ： 大 須 賀 , 2 0 1 2 ) 、 経 時 的 な 変 化 の 指 標 と し て 用 い ら
れ て い る 。  
 客 観 的 な 方 法 と し て 、 主 に 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー を 搭 載 し た 活 動 量 計 ま た
は 歩 数 計 に よ る 測 定 が 挙 げ ら れ る ( 藤 田 , 2 0 1 4 ： 本 田 , 2 0 1 4 ： 木 村 , 2 0 1 2 ) 。
活 動 量 計 は 日 常 生 活 に て 多 い 低 強 度 か ら 中 等 度 以 上 の 活 動 を 記 録 す
る こ と が で き る セ ン サ ー を 内 蔵 し て お り 、 ま た 、 3 軸 セ ン サ ー の 利 点 を 活 か し て
姿 勢 の 変 化 を 記 録 す る こ と も 可 能 な 機 器 も あ り 、 用 途 に よ る 使 い 分 け が 求
め ら れ る 。 技 術 の 進 展 に 伴 い 小 型 化 ・ 軽 量 化 さ れ 、 測 定 時 に お け る プ ラ イ
バ シ ー へ の 影 響 も 少 な く な り つ つ あ る 。 虚 弱 高 齢 者 に 関 す る 報 告 に お い て
主 に 用 い ら れ て い る も の と し て は 、 ラ イ フ コ ー ダ Ⓡ ( ス ズ ケ ン 社 ) で あ り 、 他 の 測
定 機 器 と し て は A - M E S Ⓡ ( ソ リ ッ ド ブ レ イ ン ズ 社 ) 、 A c t i c a l Ⓡ ( M i n i - M i t t e r 社 ) 、
メ デ ィ ウ ォ ー ク Ⓡ ( T E R U M O 社 ) 等 で あ っ た 。  
  
2 ） P A と 身 体 機 能 の 関 連 研 究 に つ い て  
 P A と 身 体 機 能 の 関 連 を 検 討 し た 報 告 は 複 数 あ る 。 身 体 機 能 評 価 と し て
用 い ら れ て い る も の の 多 く は 、 主 に ① 歩 行 能 力 : 1 0 m 最 大 ( 通 常 ) 歩 行 、 5 m
最 大 ( 通 常 ) 歩 行 、 T i m e d  u p ＆ G O  t e s t 、 ② バ ラ ン ス 能 力 : 開 眼 （ 閉 眼 ) 片
脚 立 位 、 F u n c t i o n a l  r e a c h  t e s t 、 ③ 筋 力 : 握 力 、 3 0 秒 椅 子 立 ち 座 り テ ス ト 、
④ 巧 緻 性 : ペ グ 移 動 な ど が 挙 げ ら れ る ( 角 田 , 2 0 1 0 , 2 0 1 1 、 近 藤 , 2 0 1 4 、 恒
吉 , 2 0 0 8 、 宮 本 , 2 0 0 5 ) 。  筋 力 ・ バ ラ ン ス 能 力 を 含 む 歩 行 能 力 の 低 下 が 自
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立 生 活 の 遂 行 困 難 の 原 因 で あ り 、 P A を 高 め る た め に は 歩 行 機 能 を は じ め
と し た 身 体 諸 機 能 の 維 持 ・ 向 上 が 重 要 で あ る と し て い る ( 阿 部 , 2 0 0 9 ) 。 し か
し 、 歩 行 能 力 が 高 い に も か か わ ら ず 、 I P A Q 得 点 が 低 い こ と か ら 、 能 力 に 見
合 っ た P A を 日 常 的 に 行 え て い な い 可 能 性 も 指 摘 さ れ て お り ( 中 江 , 2 0 1 2 ) 、
機 能 評 価 の 結 果 と 実 際 の 活 動 の 差 を 検 討 す る こ と の 必 要 性 が 考 え ら れ る 。
ま た 、 高 橋 は 、 転 倒 の 原 因 で あ る 躓 き の 原 因 は 脚 の 振 り 上 げ の 高 さ が 関 係
し て お り 、 P A を 高 め る こ と に よ る 予 防 が 必 要 で あ る こ と を 報 告 し て い る ( 高
橋 , 2 0 1 1 ) 。  
 海 外 で の 報 告 に つ い て は 、 " f r a i l  e l d e r l y  p e o p l e " + " p h y s i c a i  a c t i v i t y "
を 検 索 し た 結 果 8 7 3 件 、 " f r a i l  e l d e r l y  p e o p l e " + "  p h y s i c a i  a c t i v i t y " + "  
c o m m u n i t y - d w e l l i n g " は 1 6 8 件 が 該 当 し 、 そ の 中 よ り 本 研 究 と の 関 連 が 高
い 3 1 編 を 抽 出 し た 。  
 海 外 に お け る 報 告 は 、 虚 弱 ( f r a i l ) と 他 の 評 価 項 目 と の 関 連 を 検 討 し た も
の ( B l o d g e t t ,  J . , 2 0 1 4 :  R o b e r t s o n ,  D .  A . , 2 0 1 4 :  S c h o o n ,  Y . ,  2 0 1 4  :  L e e ,  
Y . ,  2 0 1 4 : G a r c i a ,  F .  J . , 2 0 1 1 :  T h e o u ,  O . ,  2 0 1 1 :  Á v i l a - F u n e s ,  J .  A . ,  
2 0 1 1 :  J a c o b s ,  J .  M . , 2 0 1 1 :  I z a w a ,  S . , 2 0 1 0 :  W e i n e r ,  D .  K . , 1 9 9 2 ) や 、
介 入 に よ る 効 果 を 検 討 し た も の ( G e r a e d t s ,  H .  A . ,  2 0 1 4 :  V r i e s ,  N .  
M . , 2 0 1 3 :  T i k k a n e n ,  P . ,  2 0 1 3 :  G i n é - G a r r i g a ,  M . , 2 0 1 0 :  O t a ,  A . , 2 0 0 7 :  
S u s i e ,  D . ,  2 0 0 6 :  T i m o n e n ,  L . ,  2 0 0 6 :  H e l b o s t a d ,  J .  L . , 2 0 0 4  :  E l l e n ,  F .  
B . , 2 0 0 2 : ) に 大 別 さ れ る 。  
 B l o d g e t t ら は 、 地 域 在 住 の 3 , 1 4 6 名 を 対 象 に A c t i g r a p h ® を 用 い て S B と
M V P A が 虚 弱 指 標 と 関 連 す る か を 調 査 し 、 日 曜 や 夜 間 の M V P A の 減 少 と 、
S B の 増 加 を 報 告 し て い る ( B l o d g e t t ,  J . , 2 0 1 4 ) 。 ま た 、 長 時 間 の S B と 短 い
M V P A が 虚 弱 、 A D L 障 害 と の 関 連 が あ る こ と 、 虚 弱 と S B の 時 間 的 関 係 を
明 ら か に す る た め に 縦 断 的 な 調 査 の 必 要 性 を 報 告 し て い る 。 ま た 、 虚 弱 に
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お け る 持 久 と エ ネ ル ギ ー 消 費 低 下 は 健 康 関 連 Q O L （ H R Q O L ） の 指 標 で あ
る S F - 3 6 の M C S （ 身 体 的 な コ ン ポ ー ト ） , P C S （ 精 神 的 な コ ン ポ ー ト ） ス コ ア に
影 響 を 与 え る こ と （ R o b e r t s o n ,  D .  A . , 2 0 1 4 ） 、 虚 弱 に よ る 俊 敏 性 、 立 ち 上
が り 能 力 や 歩 行 能 力 、 動 的 バ ラ ン ス 、 握 力 や 下 肢 筋 力 を 含 む 身 体 機 能
の 低 下 が 、 I A D L , A D L 障 害 と 関 連 が あ り ( S c h o o n ,  Y . , 2 0 1 4 :  T h e o u ,  
O . , 2 0 1 1 :  Á v i l a - F u n e s ,  J .  A . , 2 0 1 1 :  W e i n e r ,  D .  K . , 1 9 9 2 ) 、 ま た 、 身 体
計 測 で あ る B M I や 上 腕 周 径 の 低 下 し た 虚 弱 高 齢 者 は A D L 能 力 の 喪 失
に 関 連 し て い る こ と が 報 告 さ れ て い る 。  
 虚 弱 高 齢 者 に 対 す る 介 入 は 様 々 な 方 法 が 試 み ら れ て お り 、 集 団 に 対 す
る 筋 力 ト レ ー ニ ン グ や バ ラ ン ス ト レ ー ニ ン グ を 用 い て の 運 動 療 法 や 自 宅 で 実
施 可 能 な 個 人 に 合 わ せ て の 漸 増 的 な 筋 力 ト レ ー ニ ン グ ( T i k k a n e n ,  
P . , 2 0 1 3 ) や バ ラ ン ス ト レ ー ニ ン グ 、 集 団 と 個 人 ト レ ー ニ ン グ の 併 用 な ど 、 そ の
方 法 は 多 岐 に 及 ぶ 。 主 に 身 体 機 能 に 焦 点 を 当 て た 介 入 を 用 い て お り 、 立
ち 上 が り 練 習 や 筋 力 強 化 、 バ ラ ン ス 練 習 、 歩 行 練 習 を 手 段 と し た も の が 多
く 、 介 入 期 間 や 運 動 強 度 で 段 階 付 け を 行 っ て い る ( G i n é - G a r r i g a ,  
M . , 2 0 1 0 :  O t a ,  A . ) 。 ト レ ー ニ ン グ の 提 供 に よ り 、 身 体 機 能 の 向 上 が み ら れ
た 報 告 が 多 く 、 地 域 で の 運 動 教 室 に な る ほ ど 効 果 が 高 い と さ れ て い る
( S u s i e ,  D . , 2 0 0 6 ) 。 一 方 、 T i m o n e n ,  L . は 、 急 性 疾 患 で 入 院 し た 6 8 名 を
対 象 に 1 0 週 間 の グ ル ー プ ベ ー ス で の 筋 力 ト レ ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム を 提 供 し
た と こ ろ 、 Ａ Ｄ Ｌ 自 立 度 の 改 善 に は 至 ら な か っ た こ と を 報 告 し て い る
( T i m o n e n ,  L . , 2 0 0 6 ) 。 ま た 、 G e r a e d t s ,  H .  A . は 、 1 0 4 名 を 対 象 に 筋 力 ト レ
ー ニ ン グ 、 俊 敏 性 の ト レ ー ニ ン グ 、 ス ト レ ッ チ の 3 群 に 対 す る 1 3 週 の 介 入 に
お い て 比 較 を 行 い 、 ス ト レ ッ チ ン グ 群 の バ ラ ン ス 能 力 が 改 善 し た こ と か ら 、 身
体 機 能 の 向 上 に は 多 次 元 に 渡 る プ ロ グ ラ ム を 用 い て の ア プ ロ ー チ が 必 要 で
あ る こ と を 報 告 し て い る ( G e r a e d t s ,  H .  A . , 2 0 1 4 ) 。 個 人 単 位 で の 介 入 につ
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い て の 報 告 は 、 V r i e s ,  N .  M . に よ る 動 機 付 け 面 接 か ら 意 思 決 定 、 自 己 管
理 に 関 す る 長 期 的 な コ ー チ ン グ や 自 宅 で の 活 動 に お い て 家 族 か ら の 援 助
を 受 け る C o a c h - 2 - M o v e ア プ ロ ー チ を 用 い 、 個 人 に 合 っ た ト レ ー ニ ン グ 方
法 の 提 供 が 重 要 で あ る こ と を 報 告 し て お り ( V r i e s ,  N .  M . , 2 0 1 3 ) 、 ま た 、 家
庭 内 で の 運 動 プ ロ グ ラ ム 継 続 が 困 難 な 虚 弱 高 齢 者 に 対 し 、 タ ブ レ ッ ト 機 器
を 用 い て ビ デ オ 形 式 で の 提 供 の 効 果 を 報 告 し て い る (G e r a e d t s ,  H .  
A . , 2 0 1 4 ) 。  
 い ず れ の 報 告 も 、 限 ら れ た 期 間 に お け る 介 入 プ ロ グ ラ ム の 提 供 に よ り 、 低
下 し た 身 体 機 能 や Ａ Ｄ Ｌ 能 力 、 Q O L 向 上 へ の 効 果 が 得 ら れ て い る が 、 用 い
ら れ る 評 価 項 目 が 身 体 機 能 に 限 局 し た も の が 多 く 、 介 入 効 果 を P A の 変
化 で 縦 断 的 に 検 討 し た 報 告 は 少 な い 。 虚 弱 の 原 因 が 身 体 不 活 動 に 起 因
し て い る こ と か ら も 、 身 体 機 能 と Ｐ Ａ 双 方 で の 介 入 の 検 討 が 必 要 で あ る と 考
え ら れ る 。  
 
1 - 2 - 2 . 虚 弱 高 齢 者 に お け る P A 拡 大 の 基 本 戦 略  
  高 齢 者 の 歩 行 能 力 や 運 動 習 慣 の 定 着 は 心 血 管 イ ベ ン ト や 心 臓 死 の
予 防 、 死 亡 率 の 減 少 や 骨 粗 鬆 症 予 防 に 効 果 が あ る と さ れ て い る 。 し か し 、
運 動 習 慣 の 定 着 は 難 し く 、 運 動 習 慣 者 が 増 加 し な か っ た 原 因 と し て 、 ①
「 運 動 の 重 要 性 は 理 解 し て い る が 長 期 に わ た る 定 期 的 な 運 動 に 結 び つ か
な い 」 、 ② 「 行 動 に 移 せ な い 人 々 に 対 す る ア プ ロ ー チ が 重 要 」 と の 結 論 が な
さ れ て い る ( 健 康 日 本 2 1 最 終 報 告 , 2 0 1 1 ) 。 こ れ ら の 事 を ふ ま え 、 高 齢 者 を
対 象 と し た P A の 新 基 準 と し て 、 「 強 度 を 問 わ ず 、 P A を 1 0 M E T s ・ 時 / 週 」 が
設 定 さ れ た 。 こ れ は 。 横 に な っ た ま ま や 座 っ た ま ま に な ら な け れ ば ど の よ う な
動 き で も 構 わ ず 、 身 体 活 動 を 毎 日 4 0 分 行 う こ と に 相 当 す る こ と か ら 、 自 由
度 の 高 さ が 伺 わ れ る 。 P A の 推 奨 値 と し て 、 国 内 で は M E T s 値 が 用 い ら れ る
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こ と が 多 く 、 日 常 生 活 に お け る 生 活 活 動 ご と に 割 り 当 て ら れ た M E T s 値 を
参 考 に 、 P A の 把 握 と 習 慣 化 し て い く こ と が 必 要 で あ る も の の 、 ま だ 周 知 さ れ
る に は 至 ら な い の が 現 状 で あ る 。  
 C e s a r i ,  M . は 、 定 期 的 な P A は 虚 弱 の リ ス ク を 軽 減 す る こ と を 1 2 か 月 の
介 入 に お い て S B 、 身 体 機 能 の 側 面 か ら 明 ら か に し た ( C e s a r i ,  M . , 2 0 1 5 ) 。
近 年 、 S B の 短 縮 と P A の 拡 大 が 健 康 増 進 と 虚 弱 の 予 防 に お い て 注 目 さ れ 、
そ の 重 要 性 が 謳 わ れ て い る が 、 個 人 に よ る 差 が 大 き い こ と 、 現 在 の P A が 少
な い 人 に 対 し 推 奨 値 を 達 成 す る こ と を 求 め る の は 現 実 的 で は な い こ と か ら 、
P A に 対 す る 消 極 性 を 強 め て し ま う 可 能 性 が あ る と さ れ て い る 。  
 現 在 の 定 着 し つ つ あ る P A に お い て 、 「 歩 数 」 は 、 簡 便 に 測 定 で き る こ と か
ら 国 民 の 意 識 も 向 き や す い 。 し か し 、 個 人 の P A に 対 す る 認 知 ・ 知 識 ・ 意 欲
を 高 め て い く た め に は 、 環 境 や 地 域 ・ 社 会 支 援 に 左 右 さ れ や す い こ と か ら も 、
個 人 に 対 す る 啓 発 に 加 え 自 治 体 や 社 会 支 援 の 強 化 が 望 ま れ る 。  
 鵜 川 は 、 国 内 で 実 施 さ れ て い る 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の 介 入 プ ロ グ ラ ム
に 関 す る レ ビ ュ ー を 行 い 、 筋 力 ト レ ー ニ ン グ や 運 動 介 入 に 関 す る 報 告 が 多
い こ と 、 生 活 機 能 や 栄 養 機 能 、 口 腔 機 能 、 閉 じ こ も り 、 認 知 機 能 、 抑 う つ
改 善 を 目 的 と し た 介 入 方 法 の 確 立 の 必 要 性 を 報 告 し て い る ( 鵜 川 , 2 0 1 5 ) 。
こ れ ら の こ と か ら も 、 生 活 全 般 に 渡 る P A 評 価 と 介 入 方 法 の 検 討 が 急 務 で
あ る と 思 わ れ る 。  
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第 3 節  研 究 意 義 と 目 的  
 
1 - 3 - 1 . 本 研 究 の 意 義  
 以 上 の よ う な 研 究 の 動 向 か ら 、 虚 弱 高 齢 者 の 活 動 度 の 低 下 予 防 に は 、
地 域 在 住 虚 弱 高 齢 者 に お け る P A の 把 握 と 日 常 生 活 活 動 ・ 身 体 機 能 と
の 関 連 を 明 ら か に し 、 日 常 生 活 に お い て 修 正 す る こ と が 可 能 で あ る か の 試
み が 必 要 で あ り 、 介 護 予 防 教 室 な ど の 二 次 予 防 事 業 に お け る 有 効 性 に
寄 与 す る こ と が 求 め ら れ る 。  
 P A を 簡 便 か つ 正 確 に 把 握 す る こ と は 難 し く 、 統 一 さ れ た 評 価 方 法 も 確
立 さ れ て は い な い 。 し か し 、 対 象 者 へ の 負 担 を 少 な く 、 か つ 簡 便 に 記 録 す る
こ と 、 本 人 が 自 覚 し て い な い 、 無 意 識 下 で の P A 低 下 を 把 握 す る 上 で の 3
軸 加 速 度 セ ン サ ー の 役 割 は 大 き い 。 こ れ は 、 生 活 不 活 発 病 の 契 機 の 一 つ
で あ る 生 活 活 動 や 社 会 参 加 へ の 消 極 化 に 起 因 す る 量 的 減 少 の 把 握 に つ
な が る と 考 え る 。 ま た 、 虚 弱 高 齢 者 の P A を 測 定 し 、 そ の 低 下 要 因 を 検 討 し
た 報 告 や 、 P A と 生 活 活 動 両 方 の 側 面 か ら 検 討 し た 例 は 少 な く 、 生 活 に 根
差 し た P A を 拡 大 す る 手 段 と し て 「 外 出 」 を 用 い た 介 入 報 告 は 見 当 た ら な
い 。   
P A に 関 す る 研 究 対 象 者 は 、 若 年 者 や 健 常 高 齢 者 が 多 く 、 二 次 予 防
事 業 対 象 者 や 介 護 認 定 を 受 け た 地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 と し た 報 告 は
少 な い 。 し た が っ て 、 介 護 予 防 に お い て 要 支 援 者 の P A を 客 観 的 に 把 握 す
る こ と は 、 外 出 を は じ め と す る 生 活 活 動 を 手 段 と し た P A の 改 善 を 検 討 す る
上 で 意 義 が あ る と 考 え る 。 ま た 、 得 ら れ た 結 果 を 基 に 、 健 常 者 に 比 べ 介 護
認 定 を 受 け る 可 能 性 の 高 い 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に 、 効 果 的 な
P A の 向 上 を 目 的 と し た 外 出 手 段 を 用 い て の 介 入 を 提 供 し 、 身 体 機 能 、
P A 向 上 を 明 ら か に す る 意 義 は 大 き い と 考 え る 。  
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1 - 3 - 2 . 本 研 究 の 目 的  
 本 研 究 の 目 的 は 以 下 の 5 点 と す る 。  
1 )  活 動 量 計 を 用 い て 地 域 在 住 虚 弱 高 齢 者 の P A を 定 量 的 に 把 握 す る
こ と 。  
2 )  P A と 日 常 生 活 機 能 の 評 価 で あ る F I M と の 関 連 を 検 討 し 、 P A の 把 握
が 、 虚 弱 高 齢 者 の 活 動 を 把 握 出 来 る か 検 証 す る こ と 。  
3 )  疾 患 の 有 無 に よ る 、 P A と F I M と の 関 連 の 違 い を 検 討 し 、 そ の 特 徴 を 明
ら か に す る こ と 。  
4 )  通 所 型 介 護 予 防 事 業 へ 参 加 す る 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に 、
外 出 を 手 段 と し た 「 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 」 を 実 施 し 、 P A 、 S B 、 身
体 機 能 、 精 神 ・ 認 知 機 能 を 改 善 さ せ る か 検 証 す る こ と 。  
5 )  外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト を 用 い た 介 入 が 、 通 所 型 介 護 予 防 事 業 参 加 者 の
P A を 増 加 さ せ 、 S B を 減 少 さ せ る か 検 証 す る こ と 。  
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第 2 章      
活 動 度 計 を用 いた地 域 在 住 虚 弱 高 齢 者 の  
身 体 活 動 の検 討 （研 究 Ⅰ）  
 
 
 
2 - 1 ． 目 的  
P A を 正 確 か つ 簡 便 に 把 握 す る こ と は 難 し く 、 現 在 、 統 一 さ れ た P A の 評
価 法 が 無 い の が 現 状 で あ る 。 こ れ ま で 行 わ れ て き た 活 動 度 の 測 定 方 法 と し
て I n t e r n a t i o n a l   P h y s i c a l  A c t i v i t y  Q u e s t i o n n a i r e  ( I P A Q ) 、 P h y s i c a l  
A c t i v i t y  S c a l e  f o r  t h e  E l d e r l y ( P A S E ) と い っ た 質 問 表 、 酸 素 摂 取 量 に よ
る M E T s 法 、 実 際 に 動 作 を 観 察 す る こ と に よ る 行 動 観 察 法 、 歩 数 計 や ハ ー
ト ビ ー ト カ ウ ン タ ー を 用 い 、 消 費 カ ロ リ ー を 指 標 に し た 方 法 、 ヒ ュ ー マ ン カ ロ リ
ー メ ー タ ー （ エ ネ ル ギ ー 代 謝 測 定 室 ） を 用 い て 室 内 の 酸 素 と 二 酸 化 炭 素 の
濃 度 と 容 積 か ら 活 動 量 を 算 出 す る 方 法 、 最 大 酸 素 摂 取 量 測 定 法 な ど 、
そ の 手 法 は 多 岐 に 及 ん で 行 わ れ て き た （ 足 立 , 2 0 0 4 ： 青 山 , 2 0 1 0 ： 北
村 , 2 0 1 0 ） 。 な か で も 2 4 時 間 に お け る 日 常 生 活 の 計 測 と 活 動 度 の 検 討 に
関 す る 報 告 は 少 な い 。 こ の 一 因 と し て 、 活 動 度 の 評 価 は 被 験 者 の プ ラ イ バ
シ ー の 問 題 が 生 じ る こ と 、 計 測 ・ 評 価 の 負 荷 が 大 き い こ と が 問 題 と し て 挙 げ
ら れ て い る 。  
A c t i v i t y  M o n i t o r i n g  a n d  E v a l u a t i o n  S y s t e m ® ( A - M E S ® ) は 2 つ の 加 速
度 セ ン サ ー を 用 い 、 身 体 に 貼 り 付 け て 測 定 す る こ と か ら 、 プ ラ イ バ シ ー を 侵
す こ と な く 、 か つ 簡 便 に 測 定 を 行 う こ と が で き る 。 2 4 時 間 に お け る 姿 勢 や 動
作 を 測 定 す る こ と に よ り 、 対 象 者 本 人 が 自 覚 し て い な い 、 無 意 識 な 活 動 低
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下 を 把 握 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ は 、 生 活 不 活 発 病 の 契 機 の 一 つ で あ
る 参 加 や 活 動 へ の 消 極 化 に 起 因 す る P A の 量 的 減 少 を 把 握 す る こ と に 繋
が る と 考 え ら れ る 。  
こ れ ま で 、 地 域 の 高 齢 者 に 対 し 様 々 な 運 動 介 入 が 行 わ れ て お り 、 多 く は
筋 力 強 化 や 歩 行 能 力 の 改 善 を 報 告 し て い る が 、 一 方 で は 運 動 の 実 施 率
が 低 い 値 を 示 し た 研 究 が 多 い こ と も 指 摘 さ れ て い る 。 運 動 を 継 続 し て 行 う た
め の 工 夫 を 考 え て い く 上 で 、 在 宅 生 活 に お け る 「 出 来 る の に し て い な い 」 活
動 の 把 握 と 、 活 動 を 用 い た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム を 提 供 が 必 要 で あ
る と 考 え ら れ る 。  
そ こ で 、 本 研 究 の 目 的 を 、 在 宅 で 生 活 し て い る 虚 弱 高 齢 者 を 対 象 に 活
動 度 計 ( A - M E S ® ) を 用 い て 2 4 時 間 に お け る P A を 測 定 す る こ と に よ り 、  
① 地 域 在 住 虚 弱 高 齢 者 の P A を 定 量 的 に 把 握 す る こ と 。  
② P A と 日 常 生 活 機 能 の 評 価 で あ る F I M と の 関 連 を 検 討 し 、 P A の 把 握 が 、   
虚 弱 高 齢 者 の 活 動 を 把 握 出 来 る か 検 証 す る こ と 。  
③ 疾 患 の 有 無 に よ る 、 P A と F I M と の 関 連 の 違 い を 検 討 し 、 そ の 特 徴 を 明 ら  
か に す る こ と 。  
と し た 。  
 
2 - 2 ． 対 象 と 方 法  
1 ） 対 象  ( T a b l e  2 - 8 - 1 )  
 介 護 保 険 1 号 被 保 険 者 の 中 の 要 支 援 1 及 び 要 支 援 2 の 認 定 を 受 け
た 茨 城 県 在 住 の 高 齢 者 で 、 デ イ サ ー ビ ス 並 び に デ イ ケ ア ・ サ ー ビ ス を 利 用 し
て い る 2 5 名 （ 男 性 1 0 名 、 女 性 1 5 名 ） を 対 象 と し た 。 介 護 度 の 内 わ け と し
て 要 支 援 1 が 1 2 名 ( 男 性 5 名 、 女 性 7 名 ) 要 支 援 2 が 1 3 名 ( 男 性 5 名 、
女 性 8 名 ) 、 平 均 年 齢 は 7 8 . 5 ± 5 . 7 歳 で あ っ た 。 ま た 、 全 て の 対 象 者 に お
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い て 、 日 常 生 活 に て 車 椅 子 を 使 用 し て い る 者 は い な か っ た 。 研 究 へ の 参 加
は 、 対 象 者 に 書 面 を 用 い て 本 研 究 に お け る 実 施 内 容 を 十 分 に 説 明 し た
上 で 参 加 の 同 意 を 得 て 実 施 し た 。  
 
2 ） 方 法  
調 査 者 ( 筆 者 を 含 む 特 別 な 訓 練 を 受 け た 者 ) が 、 対 象 者 宅 を 訪 問 し 、
質 問 紙 に 基 づ く 直 接 聞 き 取 り 調 査 を 行 い 、 次 い で A - M E S ® の 取 り 付 け を
行 っ た 。 倫 理 的 配 慮 と し て 本 調 査 の 趣 旨 、 自 由 意 思 に よ る 参 加 、 個 人 情
報 の 保 護 な ど に つ い て 口 頭 に て 説 明 し 、 同 意 を 得 た 被 験 者 に 対 し て 実 施
し た 。 本 研 究 に 関 す る 測 定 期 間 は 2 0 1 1 年 6 月 〜 9 月 で あ る 。  
 
2 - 3 ． 調 査 項 目  
1 ) 基 本 情 報  
 ① 身 体 情 報 ： 年 齢 、 性 別 、 疾 患 の 有 無  
 ② 介 護 情 報 ： 要 介 護 度 、 日 常 生 活 自 立 度 ( 資 料  1 ) 、 認 知 症 老 人 日 常  
   生 活 自 立 度 ( 資 料  2 )  
疾 患 の 有 無 に つ い て は 、 疾 病 、 傷 病 及 び 死 因 の 統 計 分 類 基 本 分 類 表   
( I n t e r n a t i o n a l  S t a t i s i c a l  C l a s s i f i c a t i o n  o f  D i s e a s e  a n d  r e l a t e d   
H e a l t h  P r o b l e m s ,  T e n t h  R e v i s i o n : I C D - 1 0 ) に 従 っ た 。  
 
2 ) 日 常 生 活 機 能 の 評 価  
 ① 評 価 尺 度  
  ・ 機 能 的 自 立 度 評 価  
( F u n c t i o n a l  I n d e p e n d e n c e  M e a s u r e ： F I M )  ( 資 料  3 )     
  ・ 改 訂 長 谷 川 式 簡 易 知 能 評 価 ス ケ ー ル  
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( H D S - R )  ( 資 料  4 )  
  ・ 老 年 期 う つ 病 評 価 尺 度  
( G e r i a t r i c  D e p r e s s i o n  S c a l e ： G D S - 1 5 )  ( 資 料  5 )  
全 て 日 本 語 版 で あ り 、 G D S に 関 し て は 1 5 項 目 版 を 用 い た 。  
 ② 評 価 基 準  
 機 能 的 自 立 度 評 価 ( F I M ) は 、 ① セ ル フ ケ ア 、 ② 排 泄 コ ン ト ロ ー ル 、
③ 移 乗 、 ④ 移 動 、 ⑤ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 ⑥ 社 会 的 認 知 の 6 つ の 下 位
尺 度 か ら 構 成 さ れ て お り 、 1 〜 1 2 6 点 ま で 1 点 単 位 の 評 価 で あ る 。 1 8
〜 3 6 点 を 全 介 助 、 3 7 〜 9 0 点 を 部 分 介 助 、 9 1 〜 1 2 6 点 を 自 立 と し
た 。  
  改 訂 長 谷 川 式 簡 易 知 能 評 価 ス ケ ー ル は 、 0 点 〜 3 0 点 の 1 点 単
位 の 評 価 で 、 2 0 点 以 下 を カ ッ ト オ フ 値 と し 、 点 数 が 低 く な る ほ ど 認 知
能 力 の 低 下 を 示 す 。  
 老 年 期 う つ 病 評 価 尺 度 ( G D S - 1 5 ) は 、 0 点 〜 1 5 点 の 1 点 単 位 の 評
価 で 、 5 / 6 点 を カ ッ ト オ フ 値 と し 、 6 点 以 上 は う つ の 傾 向 を 示 す 。  
 
2 - 4 . 活 動 度 計 A - M E S ® に つ い て  
1 ) A - M E S ® と は ( F i g u r e  2 )  
坂 田 ら に よ り S o l i d  B r a i n s 社 に て 開 発 、 製 品 化 さ れ た ( 坂 田 、
2 0 0 2 , 2 0 0 4 ) 。 2 つ の 傾 斜 計 機 能 付 き 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー と デ ー タ ロ ガ ー で
測 定 し た デ ー タ を 専 用 ソ フ ト で 解 析 す る こ と に よ り 、 対 象 者 の 動 作 状 態 を
2 4 時 間 モ ニ タ リ ン グ ・ 評 価 す る こ と が 可 能 な 機 器 で あ る 。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・
プ ロ グ ラ ム や ケ ア プ ラ ン の 立 案 お よ び 効 果 判 定 に 役 立 て る た め の 福 祉 機 器
に 位 置 付 け ら れ て い る 。 開 発 の 目 的 と し て 、 ① セ ン サ ー デ ー タ の 収 集 ・ 分 析
を 行 う こ と に よ り 、 活 動 状 況 の 客 観 的 か つ 定 量 的 な 評 価 を 実 現 す る こ と 。
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② セ ン サ ー の 装 着 に よ り 個 人 で の 計 測 が 実 現 す る こ と で 、 被 験 者 の プ ラ イ
バ シ ー を 守 る 。 ③ 評 価 ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 計 測 デ ー タ の 自 動 処 理 を 実 現 し 、
計 測 ・ 評 価 の 自 動 化 、 簡 便 化 を 図 る こ と と さ れ て い る 。  
介 護 保 険 被 保 険 者 に お け る 脳 卒 中 維 持 期 や 、 高 齢 の C O P D ( 慢 性 閉
塞 性 肺 疾 患 ) 患 者 を 対 象 と し た 日 常 生 活 に お け る P A の 定 量 評 価 を 目 的
と し た 研 究 が 行 わ れ て い る が ( 山 永 , 2 0 0 5 :  川 越 , 2 0 1 1 ) 、 在 宅 生 活 の 高 齢
者 に お け る P A の 検 討 を 目 的 と し た 本 機 の 使 用 は な さ れ て は い な い 。  
 
2 ) A - M E S ® の 測 定 項 目  
A - M E S ® の 測 定 項 目 と し て 、 臥 位 ( 寝 て い る 、 横 に な っ て い る 状 態 ) 、 座
位 ( 椅 子 に 座 る 、 床 に 座 る 、 ト イ レ で 座 る な ど ) 、 立 位 ( 立 っ て い る ) 、 歩 行 ( 歩
い て い る ) 、 車 椅 子 駆 動 ( 椅 子 に 座 っ て 自 ら 駆 動 し て い る ) の 5 つ の 姿 勢 ・ 動
作 の 測 定 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 各 姿 勢 の 変 換 回 数 も 記 録 す る こ と が 出 来
る 。  
 
3 ) 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー に つ い て ( F i g u r e  3 )  
3 軸 加 速 度 セ ン サ ー の 計 測 量 は 、 重 力 方 向 に て 姿 勢 を 、 加 速 度 に て 動
作 を 判 別 す る 静 電 容 量 型 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー ( 日 立 金 属 製 H 4 8 C ) を 用
い て お り 、 端 末 1 つ あ た り 縦 6 9 m m 、 横 4 4 m m 、 厚 さ 1 1 . 5 m m で あ り 、 重 さ は
2 8 g で あ る 。  
 
4 ) 端 末 装 着 ( F i g u r e  4 )  
 端 末 は 専 用 の テ ー プ に て 固 定 す る 。  
① 体 幹 部 セ ン サ ー ： 胸 骨 剣 状 突 起 の 2 横 指 く ら い 上 の 胸 骨 体 の 平 ら な  
               場 所 に 装 着 す る 。  
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② 大 腿 部 セ ン サ ー ： 大 腿 中 央 部 か ら 上 部 1 / 3 の 間 の 高 さ に 取 り 付 け る 。   
               デ ー タ は 体 幹 部 と 大 腿 部 に 取 り 付 け た 2 つ の 傾 斜 計  
               機 能 付 き 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー よ り 各 X , Y , Z 成 分 の 計  
               6 種 類 の デ ー タ を 計 測 す る ( F i g u r e  5 ) 。  
 
5 ) デ ー タ の 表 示  
① 元 デ ー タ （ 体 幹 及 び 大 腿 座 標 ） ( F i g u r e  6 )           
  画 面 上 方 に 計 測 デ ー タ 値 ( 体 幹 部 加 速 度 セ ン サ ー の X , Y , Z 成 分 、
大 腿 部 加 速 度 セ ン サ ー X , Y , Z  成 分 ) 、 ( 測 定 時 刻 ) が 表 示 さ れ る 。  
② 評 価 結 果 ( F i g u r e  7 )  
   測 定 時 間 内 に 臥 位 、 座 位 、 立 位 、 車 椅 子 駆 動 、 歩 行 の ど の 状 態 で
あ っ た か が 表 示 さ れ る 。 さ ら に 臥 位 時 は 背 臥 位 、 右 側 臥 位 、 左 側 臥 位 、
腹 臥 位 の 状 態 も 把 握 が 可 能 で あ る 。  
③ 総 時 間 ・ 最 大 連 続 時 間 ( F i g u r e  8 )  
   測 定 時 間 内 の 各 姿 勢 や 動 作 、 各 臥 位 の 総 時 間 、 最 大 連 続 時 間 を
表 示 す る 。 総 時 間 は 一 日 の 内 で の 活 動 状 態 を 把 握 す る 重 要 な 指 標
で あ り 、 連 続 時 間 は 褥 創 や 変 形 の 危 険 度 や 運 動 負 荷 の 状 態 な ど の
指 標 と な る 。  
④ 回 数 表 示 ( 姿 勢 変 換 回 数 ) ( F i g u r e  9 )  
 立 位 、 座 位 、 臥 位 の 姿 勢 変 換 回 数 を 表 示 す る 。 こ れ に よ り 、 測 定 時
間 内 の 立 ち 座 り の 回 数 、 起 き 上 が り の 回 数 の 他 、 転 倒 や 危 険 な 動 作
の 頻 度 を 予 測 す る こ と が 可 能 で あ る 。  
 
6 ) A - M E S ® 測 定 精 度 に つ い て  
  A - M E S ® の 精 度 に つ い て 、 健 常 学 生 1 0 名 ( 男 性 5 名 、 女 性 5 名 : 年 齢
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2 1 . 9 ± 0 . 7 歳 ) を 対 象 に 、 A - M E S ® に よ り 測 定 し た P A 時 間 と ビ デ オ 撮 影 に よ
り 記 録 し た 時 間 と の 関 連 性 を 検 討 し 活 動 時 間 の 相 関 係 数 を 求 め た 研 究
よ り 、 臥 位 ( r = 0 . 9 9 7 ) 、 座 位 ( r = 0 . 9 9 9 ) 、 立 位 ( r = 0 . 9 9 3 ) 、 歩 行 ( r = 0 . 9 9 6 ) と 、
測 定 し た P A 項 目 の い ず れ に お い て も 有 意 な 強 い 相 関 係 数 を 示 し た 報 告
が あ る ( p < 0 . 0 0 0 1 ) こ と か ら も 、 在 宅 生 活 高 齢 者 に お け る P A を 測 定 す る 上 で
十 分 有 用 で あ る こ と が い え る ( 川 越 , 2 0 1 1 : 佐 藤 , 2 0 1 1 ) 。  
 
2 - 5 . 測 定 条 件  
対 象 者 は 、 デ イ ケ ア ・ サ ー ビ ス 、 デ イ サ ー ビ ス 、 そ の 他 の 特 定 の イ ベ ン ト の
無 い 日 を 選 出 し 、 A -M E S ® 装 着 時 に お い て も 普 段 と 同 様 の 生 活 を 送 る よ う
指 示 し た 。 ま た 、 2 つ の 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー の 取 り 付 け は 、 A - M E S ® 使 用 法
に 準 じ 、 体 幹 部 用 セ ン サ ー を 胸 骨 体 に 、 大 腿 部 用 セ ン サ ー を 左 の 大 体 中
央 部 よ り 上 部 1 / 3 の 高 さ に 専 用 の テ ー プ に て 固 定 し 測 定 し た 。  
 
2 - 6 . P A の 追 加 項 目  
永 田 ら の 5 項 目 （ 臥 位 、 座 位 、 立 位 、 歩 行 、 車 椅 子 駆 動 ） に 加 え 、 本
研 究 で は 自 覚 困 難 な 身 体 不 活 動 の 把 握 と 、 日 常 生 活 に お け る 各 P A を
時 間 帯 に て 区 分 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 臥 位 時 間 を 夜 間 と 日 中 に 分
け 、 座 位 と 日 中 の 臥 位 を 合 わ せ た も の ( 座 位 ＋ 日 中 臥 位 ) 、 立 位 と 歩 行 を
合 わ せ た も の ( 立 位 ＋ 歩 行 ) の 4 項 目 を 新 た に 追 加 し た 。 A - M E S ® を 用 い て
対 象 者 の 2 4 時 間 に お け る P A ( 臥 位 、 夜 間 臥 位 、 日 中 臥 位 、 座 位 、 座 位 +
日 中 臥 位 、 立 位 、 歩 行 、 立 位 + 歩 行 、 車 椅 子 駆 動 ) の 計 9 項 目 に お け る
動 作 状 態 、 各 動 作 の 総 時 間 、 お よ び 臥 位 ⇒ 座 位 、 座 位 ⇒ 立 位 、 立 位 ⇒
座 位 、 座 位 ⇒ 臥 位 、 臥 位 ⇒ 立 位 、 立 位 ⇒ 臥 位 へ の 姿 勢 変 換 回 数 を 測 定
す る こ と と し た ( F i g u r e  1 0 ) 。  
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な お 、 日 中 臥 位 と 夜 間 臥 位 と の 判 別 基 準 と し て 、 入 眠 を 目 的 と し て い な
い 臥 位 は 日 中 臥 位 と し 、 夜 間 帯 の 入 眠 を 目 的 と し た 臥 位 よ り 翌 日 の 起 床
ま で を 夜 間 臥 位 、 座 位 + 日 中 臥 位 ・ 立 位 + 歩 行 に お い て は 両 項 目 の 時 間
を 合 わ せ た も の と し た 。  
 
2 - 7 ． 統 計 学 的 解 析 方 法  
各 評 価 ・ 測 定 項 目 で 得 ら れ た 結 果 を 性 別 、 要 介 護 度 別 、 疾 患 の 有 無
別 に 比 較 し た 。 統 計 学 的 検 討 は 、 P A 総 時 間 と 姿 勢 変 換 回 数 、 機 能 的
自 立 度 評 価 ( F I M ) 、 改 訂 長 谷 川 式 簡 易 知 能 評 価 ス ケ ー ル (H D S - R ) 、 老
年 期 う つ 病 評 価 尺 度 ( G D S ) の 各 評 価 に お け る 介 護 度 、 性 別 、 疾 患 の 有
無 間 の 比 較 に は 対 応 の な い t 検 定 を 用 い 、 P A 総 時 間 、 姿 勢 変 換 回 数 と
F I M 総 得 点 、 下 位 尺 度 と の 関 連 に は S p e a r m a n の 順 位 相 関 係 数 を 求 め
た 。 ま た 、 F I M 下 位 尺 度 の セ ル フ ケ ア 能 力 、 移 動 能 力 を 従 属 変 数 と し 、 年
齢 、 性 別 、 H D S - R 、 G D S 5 、 P A 各 動 作 に お け る 総 時 間 項 目 を 説 明 変 数 と
し た 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。  
統 計 解 析 ソ フ ト は 、 S P S S  1 9 . 0  J  f o r  w i n d o w s を 使 用 し 、 い ず れ も 有 意 水
準 5 % 未 満 と し た 。  
 
2 - 8 .  倫 理 的 配 慮  
 本 研 究 は 筑 波 大 学 大 学 院  人 間 総 合 科 学 研 究 科 倫 理 委 員 会 の 承 認
を 得 て 実 施 し た ( 承 認 番 号 2 3 - 1 8 0 ) 。  
 
2 - 9 ． 結 果  
1 ) 対 象 者 の 自 立 度  
日 常 生 活 自 立 度 は J ( 生 活 自 立 ) と A ( 準 寝 た き り ) で あ り 、 J 1 が 5 名 ( 男
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性 2 名 、 女 性 3 名 、 要 支 援 1 、 5 名 、 要 支 援 2 、 0 名 ) 、 J 2 が 1 3 名 ( 男 性
7 名 、 女 性 6 名 、 要 支 援 1 、 7 名 、 要 支 援 2 、 6 名 ) 、 A 1 が 7 名 ( 男 性 1
名 、 女 性 6 名 、 要 支 援 1 、 0 名 、 要 支 援 2 、 7 名 ) で あ っ た 。 認 知 症 高 齢 者
日 常 生 活 自 立 度 に お い て は Ⅰ と Ⅱ a で あり 、 Ⅰ が 1 6 名 ( 男 性 9 名 、 女 性 7
名 、 要 支 援 1 、 1 1 名 、 要 支 援 2 、 5 名 ) 、 Ⅱ a が 9 名 ( 男 性 1 名 、 女 性 8
名 、 要 支 援 1 、 1 名 、 要 支 援 2 、 8 名 ) で あ っ た ( T a b l e  2 - 8 - 1 ) 。  
 
2 ) 対 象 者 の 疾 患 割 合  
 対 象 者 に お け る 疾 患 の 有 無 に お い て 、 2 5 名 の う ち 1 4 名 が 疾 患 を 有 し て
い た 。 I C D - 1 0 分 類 に よ り 骨 粗 鬆 症 を 含 め た 筋 骨 格 系 及 び 結 合 組 織 の 疾
患 を 有 す る 者 が 1 0 名 ( 4 0 % ) で あ り 、 次 い で 脳 血 管 障 害 を 含 む 循 環 器 系 の
疾 患 が 4 名 ( 1 6 % ) で あ っ た 。 内 訳 と し て 、 筋 骨 格 系 及 び 結 合 組 織 の 疾 患 の
う ち 9 名 は 膝 ・ 股 関 節 等 の 関 節 症 や 腰 痛 症 で あ り 、 1 名 は 転 倒 に よ る 大 腿
骨 頚 部 の 骨 折 で あ っ た 。 循 環 器 系 の 疾 患 に お い て は 、 2 名 が 陳 旧 性 の 脳
梗 塞 で あ り 、 2 名 が 神 経 筋 疾 患 で あ る パ ー キ ン ソ ン 病 で あ っ た ( T a b l e  
2 - 8 - 2 ) 。  
 
3 ) 日 常 生 活 機 能 の 評 価  
対 象 者 全 体 の 機 能 的 日 常 生 活 自 立 度 （ F I M ） は 1 1 8 . 3 ± 1 . 5 点  で あ り 、
改 訂 長 谷 川 式 簡 易 知 能 評 価 ス ケ ー ル ( H D S - R ) は 2 5 . 1 ± 1 . 5 点 、 ま た 老
年 期 う つ 病 評 価 尺 度 ( G D S ) は 2 . 8 ± 0 . 4 点 で あ っ た 。 男 女 別 に み る と 、 F I M 、
H D S - R 、 G D S に お い て 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。 介 護 度 別 で は F I M 、
H D S - R に て 要 支 援 1 群 、 要 支 援 2 群 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ た が
( p < 0 . 0 1 ) 、 G D S で は 有 意 差 は み ら れ な か っ た 。 疾 患 の 有 無 別 で は 、 F I M 、
H D S - R い ず れ に お い て も 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ( T a b l e  2 - 8 - 3 ) 。  
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4 ) P A 各 動 作 に お け る 総 時 間 の 比 較  
A - M E S ® で 測 定 し た P A 各 動 作 に お け る 総 時 間 に お い て 、 全 体 で は 臥
位 6 3 6 ± 6 8 分 、 夜 間 臥 位 5 6 5 ± 4 3 分 、 日 中 臥 位 7 1 ± 5 1 分 、 座 位 5 1 2
± 5 8 分 、 座 位 + 日 中 臥 位 5 8 3 ± 8 2 分 、 立 位 1 4 7 ± 4 5 分 、 歩 行 1 4 4 ± 3 5
分 、 立 位 + 歩 行 2 9 0 ± 7 4 分 で あ っ た 。 男 女 別 で は 、 日 中 臥 位 時 間
( p < 0 . 0 5 ) 、 座 位 + 日 中 臥 位 時 間 ( p < 0 . 0 1 ) 、 立 位 時 間 ( p < 0 . 0 5 ) 、 立 位 + 歩
行 時 間 ( p < 0 . 0 5 ) に お い て 有 意 差 が み ら れ た 。  介 護 度 別 、 疾 患 の 有 無 別
で は 、 各 群 に お い て 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。 ( T a b l e  2 - 8 - 4 ) 。  
 
5 ) P A 各 動 作 に お け る 姿 勢 変 換 回 数 の 比 較  
P A 姿 勢 変 換 回 数 に お い て 、 全 体 で 臥 位 ⇒ 座 位 5 1 . 4 ± 1 7 . 2 回 、 座 位
⇒ 立 位 7 5 . 0 ± 2 1 . 9 回 、 立 位 ⇒ 座 位 7 5 . 2 ± 2 1 . 8 回 、 座 位 ⇒ 臥 位 5 2 . 3 ±
1 7 . 8 回 、 臥 位 ⇒ 立 位 1 4 . 9 ± 5 . 5 回 、 立 位 ⇒ 臥 位 1 5 . 6 ± 4 . 8 回 で あ っ た 。  
 介 護 度 別 で は 、 座 位 ⇒ 臥 位 に お い て 有 意 差 が み ら れ た ( p < 0 . 0 5 ) が 、 男
女 別 、 疾 患 の 有 無 別 で は 各 群 に お い て 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た （ T a b l e  
2 - 8 - 5 ） 。  
 
6 - 1 ) P A 各 動 作 に お け る 総 時 間 と F I M と の 単 相 関  
P A 各 要 素 に お け る 総 時 間 と F I M 総 得 点 と の 間 に は 有 意 な 相 関 係 数 は
得 ら れ な か っ た 。 F I M 下 位 尺 度 に お い て 、 セ ル フ ケ ア と 臥 位
( r = - 0 . 5 7 , p < 0 . 0 1 ) 、 日 中 臥 位 ( r = - 0 . 6 4 , p < 0 . 0 5 ) 、 座 位 + 日 中 臥 位
( r = - 0 . 5 2 , P < 0 . 0 1 ) と の 間 に は 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ 、 立
位 ( r = 0 . 5 0 , P < 0 . 0 1 ) 、 歩 行 ( r = 0 . 5 3 , p < 0 . 0 1 ) 、 立 位 + 歩 行 ( r = 0 . 5 8 , p < 0 . 0 1 )
と の 間 に お い て は 有 意 な 中 等 度 の 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。 ま た 、 移 動 と
 41 
 
臥 位 ( r = - 0 . 4 0 , p < 0 . 0 5 ) 、 日 中 臥 位 ( r = - 0 . 4 3 , p < 0 . 0 5 ) と の 間 に は 有 意 な 中
等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ 、 歩 行 ( r = 0 . 5 2 , p < 0 . 0 1 ) と の 間 に お い て は
有 意 な 中 等 度 の 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た ( T a b l e  2 - 8 - 6 ) 。  
 
6 - 2 ) P A 姿 勢 変 換 回 数 と F I M と の 単 相 関  
P A 姿 勢 変 換 回 数 と F I M の 下 位 尺 度 に お い て は い ず れ の 項 目 間 に お い
て も 有 意 な 相 関 係 数 は 得 ら れ な か っ た ( T a b l e  2 - 8 - 7 ) 。  
 
6 - 3 ) P A 姿 勢 変 換 回 数 と 総 時 間 と の 単 相 関  
座 位 ⇒ 立 位 へ の 姿 勢 変 換 回 数 と 座 位 +  
日 中 臥 位 時 間 の 間 に 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ
( r = - 0 . 4 1 , p < 0 . 0 5 ) 、 歩 行 ( r = 0 . 4 2 , p < 0 . 0 5 ) 、 立 位 + 歩 行 時 間
( r = 0 . 4 4 , p < 0 . 0 5 ) と の 間 に お い て は 有 意 な 中 等 度 の 正 の 相 関 係 数 が 示 得
ら れ た 。 ま た 立 位 ⇒ 座 位 へ の 姿 勢 変 換 回 数 と 座 位 ＋ 日 中 臥 位 時 間 と の
間 に は 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ ( r = - 0 . 4 0 , p < 0 . 0 5 ) 、 歩 行
( r = 0 . 4 1 , p < 0 . 0 5 ) 、 立 位 + 歩 行 ( r = 0 . 4 0 , p < 0 . 0 5 ) の 間 に お い て は 有 意 な 中
等 度 の 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た ( T a b l e  2 - 8 - 8 ) 。  
 
7 - 1 ) F I M セ ル フ ケ アを 従 属 変 数 と し た 重 回 帰 分 析  
F I M 下 位 尺 度 の セ ル フ ケ ア 能 力 を 従 属 変 数 と し 、 年 齢 、 性 別 、 H D S - R 、
G D S 5 、 P A 各 動 作 に お け る 総 時 間 項 目 を 説 明 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 ( 強
制 投 入 法 ) を 行 っ た 結 果 、 セ ル フ ケ ア 能 力 と 有 意 に 関 連 す る 要 因 は 得 ら れ
な か っ た が 、 ス テ ッ プ ワ イ ズ 法 で は 有 意 な 関 連 の あ る 要 因 は 日 中 臥 位 時 間
で あ っ た ( R 2 = 0 . 3 9 2  p < 0 . 0 0 0 ) 。 ( T a b l e  2 - 8 - 9 )  
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7 - 2 ) F I M 移 動 能 力 を 従 属 変 数 、 P A を 独 立 変 数 と し た 重 回 帰 分 析  
F I M 下 位 尺 度 の 移 動 能 力 を 従 属 変 数 と し 、 年 齢 、 性 別 、 H D S - R 、
G D S 5 、 P A 各 動 作 に お け る 総 時 間 項 目 を 説 明 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 ( 強
制 投 入 法 ) を 行 っ た 結 果 、 移 動 能 力 と 有 意 に 関 連 の あ る 要 因 は 得 ら れ な
か っ た が 、 ス テ ッ プ ワ イ ズ 法 で は 有 意 な 関 連 の あ る 要 因 は 歩 行 時 間 で あ っ
た ( R 2 = 0 . 3 6 2  p < 0 . 0 0 1 ) 。 ( T a b l e  2 - 8 - 1 0 )  
 
8 - 1 ) 疾 患 あ り 群 に お け る P A 総 時 間 と F I M と の 単 相 関  
疾 患 を 有 す る 1 4 名 に お い て 、 P A 各 要 素 に お け る 総 時 間 と F I M 総 得 点
と の 間 に は 有 意 な 相 関 係 数 は 得 ら れ な か っ た 。 F I M 下 位 尺 度 別 の 検 討 で
は 、 セ ル フ ケ ア 能 力 と 臥 位 時 間 ( r = - 0 . 6 5 , p < 0 . 0 5 ) 、 日 中 臥 位 時 間
( r = - 0 . 6 9 , p < 0 . 0 1 ) 、 座 位 + 日 中 臥 位 時 間 ( r = - 0 . 6 9 , p < 0 . 0 1 ) と の 間 に は 有
意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ 、 立 位 時 間 ( r = 0 . 7 3 , p < 0 . 0 1 ) 、 歩 行
時 間 ( r = 0 . 7 0 , p < 0 . 0 1 ) 、 立 位 + 歩 行 時 間 ( r = 0 . 7 8 , P , 0 . 0 1 ) と の 間 に は 有 意
な 強 い 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。 ま た 移 動 能 力 と 日 中 臥 位 時 間 と の 間 に
は 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ ( r = - 0 . 5 9 , p < 0 . 0 5 ) 、 歩 行 時 間
と の 間 に は 有 意 な 中 等 度 の 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た ( r = 0 . 6 2 , p < 0 . 0 5 ) 。  
社 会 的 認 知 と 夜 間 臥 位 時 間 と の 間 に は 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係
数 が 得 ら れ た ( r = - 0 . 5 5 , p < 0 . 0 5 ) ( T a b l e  2 - 8 - 1 1 ) 。  
 
8 - 2 ) P A 姿 勢 変 換 回 数 と F I M と の 単 相 関 ( 疾 患 あ り 群 )  
P A 姿 勢 変 換 回 数 と F I M の 下 位 尺 度 に お い て は い ず れ の 項 目 間 に お い
て も 有 意 な 相 関 係 数 は 得 ら れ な か っ た ( T a b l e  2 - 8 - 1 2 ) 。  
 
8 - 3 ) P A 姿 勢 変 換 回 数 と 総 時 間 と の 単 相 関 ( 疾 患 あ り 群 )  
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P A 各 要 素 に お け る 姿 勢 変 換 回 数 と 総 時 間 に お い て は 座 位 ⇒ 立 位 へ の
姿 勢 変 換 回 数 と 座 位 時 間 と の 間 に 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得
ら れ た が ( r = - 0 . 6 9 , p < 0 . 0 1 ) 、 立 位 ⇒ 座 位 と 座 位 時 間 に お い て も 有 意 な 中
等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た ( r = - 0 . 6 7 , p < 0 . 0 1 ) 。  
立 位 ⇒ 臥 位 と 臥 位 時 間 と の 間 に 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら
れ ( r = - 0 . 5 5 , p < 0 . 0 5 )  、 立 位 ⇒ 歩 行 と 立 位 + 歩 行 時 間 に お い て 有 意 な 中
等 度 の 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た ( r = 0 . 5 4 , p < 0 . 0 5 ) ( T a b l e  2 - 8 - 1 3 ) 。  
 
9 - 1 ) 疾 患 な し 群 に お け る P A 総 時 間 と F I M と の 単 相 関  
疾 患 を 持 た な い 1 1 名 に お い て 、 P A 各 要 素 に お け る 総 時 間 と F I M 総 得
点 お よ び 下 位 尺 度 と の 間 に 有 意 な 相 関 係 数 は 得 ら れ な か っ た ( T a b l e  
2 - 8 - 1 4 ) 。  
 
9 - 2 ) P A 姿 勢 変 換 回 数 と F I M と の 単 相 関 ( 疾 患 な し 群 )  
P A 姿 勢 変 換 回 数 と F I M 総 得 点 お よ び 下 位 尺 度 と の 間 に お い て 有 意 な
相 関 係 数 は 得 ら れ な か っ た ( T a b l e  2 - 8 - 1 5 ) 。  
 
9 - 3 ) P A 姿 勢 変 換 回 数 と 総 時 間 と の 単 相 関 ( 疾 患 な し 群 )  
P A 各 要 素 に お け る 姿 勢 変 換 回 数 と 総 時 間 に お い て 臥 位 ⇒ 座 位 と 立
位 時 間 と の 間 に 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ  ( r = - 0 . 6 7 ,  
p < 0 . 0 5 ) 、 座 位 ⇒ 臥 位 と 立 位 時 間 の 間 に お い て も 有 意 な 中 等 度 の 負 の 相
関 係 数 が 得 ら れ た ( r = - 0 . 6 6 , p < 0 . 0 5 ) ( T a b l e  2 - 8 - 1 6 ) 。  
 
2 - 1 0 ． 考 察  
今 回 、 研 究 に 参 加 し た 対 象 者 の 平 均 年 齢 は 、 男 性 7 8 . 3 歳 、 女 性
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7 8 . 6 歳 で あ り 、 7 5 歳 以 上 の 後 期 高 齢 者 の 占 め る 割 合 が 高 か っ た 。  
測 定 に 用 い た A - M E S ® の 測 定 精 度 は 先 行 研 究 に て 高 い こ と が 報 告 さ れ
て お り ( 坂 田 , 2 0 0 4 ) 、 こ れ ま で の 活 動 度 を 把 握 す る 方 法 で は 困 難 と さ れ て い
た 早 朝 や 夜 間 帯 を 含 む 2 4 時 間 の 測 定 を 行 う こ と で 、 一 日 の P A と し て 測 定
す る こ と が 出 来 た 。  
P A と F I M と の 単 相 関 よ り 、 P A 総 時 間 と F I M の 下 位 尺 度 で あ る セ ル フ ケ
ア と 移 動 と の 間 に 関 連 が 示 さ れ た 。 F I M は 「 し て い る 」 A D L を 評 価 す る 尺 度
で あ る こ と か ら 、 対 象 者 が 行 っ て い る セ ル フ ケ ア や 移 動 に お け る 活 動 度 を 、
A - M E S に て 評 価 で き る こ と が 示 唆 さ れ る 結 果 で あ っ た と 考 え る 。  
F I M は A D L の 評 価 に お い て 、 信 頼 性 ・ 妥 当 性 が 確 立 さ れ て い る 国 際 的
な 評 価 法 で あ る 。 そ の 有 用 性 の 高 さ か ら B I ( B a r t h e l  I n d e x ) と 並 び 多 く の 医
療 、 福 祉 関 連 施 設 で 用 い ら れ て い る 。 下 位 尺 度 の 採 点 幅 が B I で 2 ～ 4 段
階 な の に 対 し ， F I M は 7 段 階 で あ る こ と か ら 、 よ り 詳 細 な A D L の 把 握 が 可
能 と さ れ て い る 反 面 、 採 点 基 準 を 熟 知 し た 者 が 評 価 を 行 う 必 要 が あ る と さ
れ て い る ( 寒 川 , 2 0 0 1 ) 。 ま た 、 A D L 評 価 で 用 い ら れ る 評 価 項 目 は 、 課 題 自
体 の 難 易 度 が 健 常 者 に は 低 く 設 定 さ れ て お り 、 身 体 機 能 の 高 い 被 験 者 で
は 複 数 項 目 が 満 点 と な り 、 天 井 効 果 と 言 わ れ る 本 来 の 能 力 を 判 定 ・ 区 別
で き な い 評 価 法 の 限 界 問 題 が 生 じ る と の 指 摘 も さ れ て い る （ 才 藤 , 2 0 0 6 ） 。
本 研 究 の 対 象 者 の F I M 平 均 点 は 1 1 8 . 3 点 と 高 値 で あ り 、 下 位 尺 度 に お
い て も ほ ぼ 満 点 の 項 目 が 多 い こ と か ら 、 更 に 高 い 能 力 を 有 し て い る こ と が 考
え ら れ る 。  
測 定 し た P A を 比 較 し 、 生 活 を 改 善 す る た め に 介 入 す る 上 で 検 討 す るべ
き こ と を 以 下 に 示 す 。  
P A 各 動 作 に お け る 総 時 間 比 較 に て 、 女 性 は 立 位 お よ び 立 位 ＋ 歩 行
時 間 が 有 意 に 長 く 、 男 性 は 日 中 の 臥 位 、 座 位 ＋ 臥 位 時 間 が 有 意 に 長 か
 45 
 
っ た 。 ま た 、 F I M 、 H D S - R 、 G D S 、 臥 位 、 座 位 、 歩 行 時 間 に お い て 有 意 差
は 無 く 、 介 護 度 別 、 疾 患 の 有 無 間 に お い て も 有 意 差 は な か っ た 。 本 研 究
で の 対 象 は 要 支 援 1 ， 2 で あ り 、 介 護 に 掛 か る 時 間 に 差 異 が 生 じ る こ と が 予
想 さ れ る も の の 、 F I M 得 点 に は 差 が な く 、 日 常 生 活 機 能 、 P A に お い て 同 等
の 能 力 を 有 し て い る こ と が 考 え ら れ る 。 日 常 生 活 自 立 度 は J 1 ～ A 1 内 で あ り 、
自 宅 内 で の 生 活 は 概 ね 自 立 し て お り 、 認 知 症 高 齢 者 日 常 生 活 自 立 度 も
ラ ン ク Ⅰ ～ Ⅱ a で あ る こ と か ら も 、 日 常 生 活 を 阻 害 す る 認 知 機 能 の 低 下 が み
ら れ て い な い と 考 え る。  
角 田 ら は 、 1 8 9 名 の 地 域 在 住 高 齢 者 に 対 し 、 高 齢 者 用 の P A 評 価 指
標 ( P A S E ) と 身 体 機 能 評 価 を 用 い て 過 去 7 日 間 に お け る 1 日 の 平 均 時 間
を 算 出 し 、 余 暇 活 動 量 ・ 家 庭 内 活 動 量 ・ 仕 事 関 連 活 動 量 と 身 体 機 能 と
の 関 連 を 検 討 し た と こ ろ 、 余 暇 活 動 で の 「 筋 力 や 筋 持 久 力 を 強 化 す る た め
の 運 動 」 と 、 家 庭 内 活 動 の 「 家 の 修 理 」 、 仕 事 関 連 活 動 の 「 有 給 の 仕 事 ま
た は ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 」 に お い て 男 性 が 有 意 に 高 い 活 動 量 を 示 し 、 一 方 、
家 庭 内 活 動 の 「 軽 い 家 事 」 、 「 作 業 程 度 の き つ い 家 事 や 雑 用 」 、 「 保 育 ・
介 護 」 に お い て 女 性 が 有 意 に 高 い 活 動 量 を 示 し た と 報 告 し て い る （ 角
田 , 2 0 1 0 ） 。 こ れ よ り 、 女 性 は 日 常 的 に 家 事 や 雑 用 等 の 作 業 を 立 位 に て 行
っ て い る の に 対 し 、 男 性 の 家 事 活 動 は 日 常 的 で は な く 、 仕 事 や ボ ラ ン テ ィ ア
活 動 等 が 無 い 日 は 日 中 居 間 で の テ レ ビ 観 賞 な ど 、 臥 位 姿 勢 を と り 易 い 環
境 に あ る 傾 向 に あ る こ と が 考 え ら れ る 。 男 性 が 日 中 外 出 し 、 地 域 の レ ク リ エ
ー シ ョ ン 活 動 や 自 宅 で の 庭 の 手 入 れ 、 ま た 園 芸 な ど の 趣 味 的 活 動 を 取 り
入 れ て い く こ と で 臥 位 と な ら な い よ う に 促 す こ と が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  
ま た 、 姿 勢 変 換 回 数 に お け る 座 位 ⇒ 臥 位 に お い て 、 要 支 援 2 群 が 有 意
に 多 い こ と か ら 、 活 動 性 の 低 下 か ら 座 位 姿 勢 を 保 ち 続 け る こ と が 困 難 と な り 、
す ぐ に 臥 位 と な る こ と が 身 体 機 能 の 低 下 に 繋 が る と 考 え ら れ る 。 介 護 予 防
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サ ー ビ ス を 受 け な い 日 の 過 ご し 方 と し て 日 中 臥 位 と な ら な い よ う 、 座 椅 子 の
背 も た れ 角 度 や 昼 寝 等 の 際 に は 時 間 を 決 め て 横 に な る と い っ た 、 座 位 姿
勢 を 保 ち 続 け る た め の 具 体 的 な 働 き か け が 活 動 度 の 維 持 ・ 向 上 へ と 繋 が
る と 考 え る 。  
以 下 に 全 対 象 者 で の 総 時 間 と F I M 得 点 と の 関 連 を 検 討 す る 。  
立 位 、 歩 行 、 歩 行 ＋ 立 位 時 間 と セ ル フ ケ ア の 間 で 中 等 度 の 正 の 相 関
係 数 が 得 ら れ た が 、 臥 位 時 間 、 日 中 の 臥 位 時 間 、 座 位 ＋ 日 中 の 臥 位 時
間 と の 間 で は 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。 こ れ ら の 結 果 よ り 、 セ ル
フ ケ ア 能 力 の 維 持 に 立 位 と 歩 行 時 間 が 関 連 し て い る こ と 、 日 中 を 含 む 臥
位 時 間 の 拡 大 が 能 力 低 下 と 関 連 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 柳 本 は 、 ケ ア ハ
ウ ス 入 居 者 5 3 名 を 年 齢 別 に 3 群 に 分 け 、 歩 行 能 力 ( 一 週 間 の 歩 数 、 歩
行 速 度 、 歩 幅 、 階 段 登 行 時 間 ) を 用 い て 日 常 歩 行 活 動 の 構 成 要 素 を 検
討 し た と こ ろ 、 歩 行 能 力 は 加 齢 と と も に 低 下 す る 傾 向 を 認 め た と 報 告 し て い
る （ 柳 本 、 1 9 9 7 ） 。 ま た 永 山 は 、 地 域 在 住 の 高 齢 者 3 9 4 名 を 対 象 と し た 日
常 生 活 で の 歩 数 と 体 力 と の 関 係 に つ い て 、 体 力 測 定 、 生 活 機 能 調 査 、
日 常 生 活 で の 歩 数 を も と に 検 討 し た と こ ろ 、 連 続 歩 行 や 椅 子 か ら の 立 ち 上
が り 動 作 能 力 等 の 移 動 能 力 や 歩 数 の 増 加 が 、 手 段 的 日 常 生 活 動 作 遂
行 能 力 ( I A D L ) の 保 持 に 重 要 な 役 割 が あ る と 報 告 し て い る ( 永 山 , 2 0 0 8 ) 。 こ
れ ら の 報 告 を ふ ま え 、 臥 位 時 間 の 短 縮 と 、 立 位 ・ 歩 行 時 間 の 拡 大 を 日 常
生 活 上 意 識 し て い く こ と は A D L 能 力 を 維 持 す る 上 で の 重 要 な 要 素 の 一 つ
で あ り 、 手 軽 に 行 え る 体 操 や ト レ ー ニ ン グ 等 の ホ ー ム プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ
と 、 ま た 日 常 的 に 家 事 を 立 位 で 行 う よ う 促 し て い く こ と が 必 要 で あ る と 考 え ら
れ る 。  
臥 位 、 日 中 臥 位 時 間 と 移 動 能 力 の 間 に は 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が
得 ら れ 、 歩 行 時 間 と 移 動 能 力 と の 間 に は 中 等 度 の 正 の 相 関 係 数 が 得 ら
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れ た こ と よ り 、 移 動 能 力 に 対 し て 歩 行 時 間 の 拡 大 と 、 日 中 に お け る 臥 位 時
間 の 短 縮 が 能 力 の 維 持 ・ 向 上 に 繋 が る 可 能 性 が あ り 、 介 入 研 究 に よ る 検
討 を 行 う 必 要 が あ る と 考 え る 。  
 
F I M 下 位 尺 度 に お け る 重 回 帰 分 析 に つ い て 検 討 す る 。  
F I M セ ル フ ケ ア を 従 属 変 数 、 年 齢 、 性 別 、 H D S - R 、 G D S 5 、 P A 各 動 作
に お け る 総 時 間 項 目 を 説 明 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 の 結 果 か ら 、 F I M セ ル
フ ケ ア 能 力 に 関 連 す る 要 因 と し て 、 日 中 臥 位 時 間 が 挙 げ ら れ る 可 能 性 が
あ る 。 す な わ ち 、 日 中 の 臥 位 時 間 の 短 縮 を 促 す 働 き か け が 、 セ ル フ ケ ア 能
力 を 維 持 さ せ る 可 能 性 が あ る こ と を 示 唆 し て い る 。 ま た 、 F I M 移 動 能 力 に 関
連 す る 要 因 と し て 、 歩 行 時 間 が 挙 げ ら れ る 可 能 性 が あ る こ と か ら 、 外 出 や
家 庭 内 の 役 割 を 持 つ こ と に よ る 歩 行 機 会 を 増 加 の 検 討 が 、 移 動 能 力 を 維
持 す る こ と が で き る こ と を 示 唆 し て い る 。 高 齢 者 は 居 住 環 境 の 違 い に よ り P A
パ タ ー ン が 異 な る こ と か ら も ( 竹 内 , 2 0 1 4 ) 、 加 速 度 計 を 用 い 客 観 的 に 測 定 さ
れ た P A を 基 に 、 そ の 頻 度 や 時 間 に よ る 目 標 を 設 定 し た 介 入 に よ り 、 生 活
活 動 の 視 点 か ら 能 力 の 維 持 ・ 向 上 が 可 能 で あ る と 考 え ら れ る 。  
 
姿 勢 変 換 回 数 と 総 時 間 と の 関 連 に つ い て 検 討 す る 。  
座 位 ⇒ 立 位 、 立 位 ⇒ 座 位 へ の 姿 勢 変 換 回 数 と 歩 行 、 立 位 ＋ 歩 行 時
間 に お い て 中 等 度 の 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ 、 座 位 ＋ 日 中 の 臥 位 時 間 と
の 間 に は 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。 こ れ ら の 結 果 よ り 、 日 常 生
活 で 立 っ た り 、 歩 い た り す る 動 作 の 始 ま り と 終 わ り に は 座 位 ⇒ 立 位 あ る い は
立 位 ⇒ 座 位 へ の 姿 勢 変 換 が 存 在 す る こ と 、 日 本 の 生 活 様 式 で は 移 動 の
際 に 床 か ら の 立 ち 上 が り ・ 座 り 動 作 の 反 復 が 行 わ れ て い る こ と か ら 、 動 作 の
際 に 自 ら の 体 の 重 さ を 用 い た 下 肢 の 使 用 が 歩 行 能 力 の 維 持 へ 影 響 し て
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い る こ と が 考 え ら れ る （ 河 本 , 2 0 0 8 ： 竹 内 , 2 0 0 7 ） 。 本 研 究 の 結 果 を ふ ま え 、
座 位 や 日 中 の 臥 位 時 間 が 長 い こ と が 姿 勢 変 換 回 数 の 減 少 を も た ら し 、 身
体 機 能 を 低 下 さ せ る こ と が 示 唆 さ れ る 。 従 っ て 日 中 、 A D L 動 作 以 外 に お い
て も 移 動 を 伴 う 活 動 を 行 う よ う 促 し て い く こ と が 重 要 で あ る と 思 わ れ る 。  
全 対 象 者 の 夜 間 臥 位 時 間 の 平 均 値 は 5 6 5 ± 4 3 分 す な わ ち 、 9 時 間 以
上 で あ り 、 ま た ， 一 部 の 対 象 者 で は 1 0 時 間 を 超 え て い た 。 覚 醒 後 の 早 朝
や 入 眠 前 の 夜 間 を 臥 位 で 過 ご さ ず に 、 テ レ ビ の 観 賞 や 趣 味 活 動 等 を 座 位
に て 行 う よ う に 働 き 掛 け 、 夜 間 臥 位 時 間 を 短 縮 す る こ と が 可 能 で あ る と 思 わ
れ る 。  
高 齢 者 は 加 齢 に 伴 い 、 身 体 的 、 運 動 機 能 的 、 精 神 心 理 的 、 社 会 的
健 康 に 変 化 を 生 じ る と 言 わ れ て い る ( 老 年 医 学 テ キ ス ト , 2 0 0 8 ) 。 今 回 の 対
象 者 の 中 に は 2 5 名 中 1 4 名 が 疾 患 を 有 し て お り 、 骨 粗 鬆 症 を 含 め た 筋 骨
格 系 及 び 結 合 組 織 の 疾 患 が 1 0 名 、 陳 旧 性 の 脳 梗 塞 が 2 名 、 パ ー キ ン ソ
ン 病 が 2 名 と 、 疾 患 が A D L に 影 響 を 与 え る こ と が 考 え ら れ た こ と か ら 、 対 象
者 を 疾 患 あ り 群 と 疾 患 な し 群 に 分 け 比 較 を 検 討 し た 。  
各 群 に お け る P A と F I M の 単 相 関 よ り 、 疾 患 あ り 群 の セ ル フ ケ ア 、 移 動 、
社 会 的 認 知 と の 間 に 有 意 な 相 関 係 数 が 得 ら れ た こ と か ら 、 セ ル フ ケ ア や 移
動 、 社 会 的 認 知 に お け る 活 動 度 を 、 A -M E S ® に て 評 価 出 来 る こ と が 示 唆 さ
れ る 結 果 で あ っ た と 考 え る 。 疾 患 な し 群 に お い て は い ず れ の 項 目 に お い て も
有 意 な 相 関 係 数 が 得 ら れ な か っ た が 、 対 象 の 介 護 度 は 要 支 援 1 、 要 支 援
2 で あ り 、 ま た F I M の 得 点 は 平 均 1 1 8 点 と 高 い こ と か ら 、 日 常 生 活 に お い て
ほ ぼ 自 立 し て い る と い え る 。 ま た 、 F I M 等 の A D L 評 価 は 、 一 定 の 能 力 以 上
を 持 つ 被 験 者 は 課 題 が 満 点 と な り 、 本 来 の 能 力 の 判 定 が で き な い と い う 評
価 法 の 限 界 も 考 え ら れ る 。 こ れ ら こ と よ り 、 疾 患 な し 群 の 対 象 者 は 、 セ ル フ ケ
ア 能 力 に 限 ら ず 、 能 力 を 有 し て い て も 「 行 っ て い な い 」 者 が 含 ま れ て い る こ と
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が 考 え ら れ る 。 ま た 、 在 宅 高 齢 者 の P A の 検 討 に は F I M の み で は な く 、 身 体
機 能 評 価 等 も 併 せ て 行 う こ と で 、 よ り P A を 高 め る こ と の の 重 要 性 が 明 ら か
に で き る の で は な い だ ろ う か 。  
 
以 下 に 、 疾 患 の 有 無 別 に P A と F I M 得 点 と の 関 連 を 検 討 す る 。  
疾 患 の あ る 群 で は P A 各 要 素 に お け る 総 時 間 と F I M と の 単 相 関 に お い
て 立 位 、 歩 行 、 立 位 ＋ 歩 行 時 間 と セ ル フ ケ ア 能 力 の 間 に 有 意 な 中 等 度 の
負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。 セ ル フ ケ ア 項 目 に は 整 容 、 清 拭 、 更 衣 、 ト イ レ
動 作 と 、 通 常 の 遂 行 に は 立 ち 上 が り や バ ラ ン ス 保 持 を 伴 う 立 位 保 持 が 含 ま
れ る こ と か ら も 、 使 う 道 具 の 配 置 や 転 倒 を 配 慮 し た 手 す り 取 り 付 け な ど 、 セ
ル フ ケ ア を 行 い 易 い 環 境 を 整 え る こ と が 必 要 と さ れ る 。 ま た 、 洗 面 所 や 風 呂
場 、 ト イ レ な ど へ の 移 動 の 際 に 生 活 導 線 を 考 慮 し 、 ま た 安 全 で 身 体 へ の 負
担 の 少 な い 方 法 を 伝 え 、 セ ル フ ケ ア が 低 頻 度 と な ら な い よ う 働 き か け て い く こ
と が 必 要 で あ る と 考 え る 。  
ま た 、 社 会 的 認 知 能 力 と 夜 間 臥 位 時 間 と の 間 に 中 等 度 の 負 の 相 関 係
数 が 得 ら れ た こ と よ り 、 長 大 な 夜 間 臥 位 時 間 は 、 社 会 の 中 で の 他 人 と 交 わ
り や 、 共 に 生 活 し て い く た め に 必 要 と さ れ る 社 会 技 能 の 維 持 と 負 の 関 連 が
あ る と 考 え ら れ る 。 疾 患 の 無 い 群 で は 8 0 代 、 9 0 代 の 高 齢 者 が 2 8 % な の に
対 し 、 疾 患 の あ る 群 で は 半 数 を 占 め て い る 。 年 齢 が 高 い こ と か ら 新 た な 趣
味 的 活 動 や 他 者 と の 交 流 を 見 つ け る こ と は 難 し く 、 他 者 と 関 わ る 機 会 が 少
な く な っ て い る こ と が 考 え ら れ る 。  
田 中 は 、 高 齢 者 7 8 8 名 よ り 睡 眠 に 関 す る 標 準 化 さ れ た 質 問 票 を 用 い て
抽 出 し た 睡 眠 健 康 良 好 群 9 名 と 非 良 好 群 9 名 に 対 し 、 A c t i g r a p h ® に よ る
連 続 活 動 量 を 用 い て 睡 眠 と 覚 醒 の 状 態 を 検 討 し た 。 両 群 に 着 床 時 間 の
差 は 無 か っ た が 、 実 際 の 睡 眠 時 間 は 非 良 好 群 が 約 3 7 1 分 で 、 良 好 群 の
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約 4 3 6 分 に 比 べ 1 時 間 以 上 短 く 、 夜 間 覚 醒 時 間 に つ い て も 約 8 5 分 と 、
良 好 群 の 約 3 5 分 に 比 べ て 有 意 に 多 か っ た 。 ま た 、 入 眠 潜 時 、 離 床 時 間
に つ い て も 非 良 好 群 は 延 長 傾 向 に あ っ た と 報 告 し て い る （ 田 中 , 2 0 0 0 ） 。 ま
た 、 同 者 は 、 高 齢 者 で は 長 時 間 の 睡 眠 を と っ て い て も 日 中 の 眠 気 が 強 い こ
と 、 そ の 原 因 と し て 睡 眠 の 質 の 低 下 が 日 中 の 覚 醒 維 持 を 困 難 に し て い る
可 能 性 を 指 摘 し 、 日 中 ( 1 3 時 ～ 1 5 時 ) 3 0 分 の 昼 寝 を 行 う 介 入 の 結 果 、 夜
間 睡 眠 の 改 善 と 日 中 の 適 正 な 覚 醒 を 維 持 す る と 報 告 し て い る 。 こ れ ら の こ
と よ り 、 疾 患 あ り 群 に は 田 中 ら の 研 究 と 比 較 し て 着 床 時 間 の 長 い 者 が 多 く 、
日 中 の 覚 醒 維 持 が 困 難 で あ る こ と が 、 家 族 を 含 む 他 者 と の 関 わ り の 減 少
に 繋 が る こ と が 考 え ら れ る 。 趣 味 的 活 動 の 開 発 の 困 難 さ や 他 者 と の 関 わ り
の 減 少 、 睡 眠 の 質 の 低 下 が 、 長 大 な 夜 間 臥 位 と 社 会 的 交 流 の 低 下 の 原
因 と な る か 、 今 後 検 討 し て い く こ と が 必 要 で あ る と 思 わ れ る 。  
次 に 疾 患 の 有 無 別 に P A 姿 勢 変 換 回 数 と 総 時 間 と の 関 連 を 検 討 す
る 。  
 疾 患 の あ る 群 に お け る P A 姿 勢 変 換 回 数 と 総 時 間 と の 単 相 関 で は 、 座
位 ⇒ 立 位 ま た は 立 位 ⇒ 座 位 へ の 姿 勢 変 換 回 数 と 座 位 時 間 と の 間 に 負 の
相 関 係 数 が 得 ら れ た こ と よ り 、 立 ち 上 が り 動 作 、 座 り 動 作 の 機 会 の 減 少 と
座 位 時 間 の 延 長 に は 関 連 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、 立 位 ⇒ 臥 位 と 臥
位 時 間 と の 間 に 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ 、 立 位 ⇒ 臥 位 と 立 位 ＋ 歩 行 時 間
と の 間 に は 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た こ と よ り 、 疾 患 の あ る 群 で は 日 常 生 活
に お い て 立 位 、 歩 行 時 間 が 長 い 者 で は 、 立 位 よ り 直 接 臥 位 へ と 姿 勢 変 換
を 行 う 能 力 が 保 た れ て お り 、 長 時 間 の 臥 位 が そ れ を 困 難 と す る こ と が 示 唆
さ れ る 。  
大 久 保 ら は 、 地 域 在 住 高 齢 者 7 0 8 名 に 対 し 、 1 回 3 0 分 以 上 、 週 2 回
以 上 の ウ ォ ー キ ン グ 実 践 の 有 無 と 1 年 間 の 転 倒 の 有 無 、 バ ラ ン ス 不 良 、 移
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動 能 力 制 限 、 膝 関 節 痛 、 抑 う つ 傾 向 、 補 助 具 の 使 用 、 多 重 服 薬 の 6 つ
の 転 倒 リ ス ク 因 子 と の 関 連 を 検 討 し た 。 転 倒 低 リ ス ク 群 ( 3 因 子 以 下 ) 群 で
は 、 ウ ォ ー キ ン グ 実 践 と 転 倒 の 間 に 有 意 な 負 の 相 関 を 、 転 倒 高 リ ス ク 群 ( 3
因 子 以 上 ) 群 で は ウ ォ ー キ ン グ 実 践 と 転 倒 の 間 に は 有 意 な 正 の 相 関 を 認
め た と 報 告 し て い る （ 大 久 保 , 2 0 1 1 ） 。 今 回 の 対 象 者 の う ち 4 名 は 脳 梗 塞 や
パ ー キ ン ソ ン 病 を 、 1 0 名 は 膝 痛 や 腰 痛 と い っ た 筋 骨 格 系 及 び 結 合 組 織 の
疾 患 を 有 し て い た こ と か ら 、 転 倒 高 リ ス ク 群 で あ る 可 能 性 が あ る 。 疾 患 を 有
す る 高 齢 者 に お い て は 、 闇 雲 に 日 中 の 歩 行 時 間 の 増 大 を 目 指 す の で は な
く 、 立 位 時 間 の 延 長 や 座 位 、 臥 位 時 間 の 短 縮 を 促 す こ と で 、 立 位 か ら 座
位 や 臥 位 か ら 立 位 へ の 姿 勢 変 換 能 力 を 維 持 で き る 可 能 性 が あ る と い え る 。
し か し 、 P A の 維 持 ・ 向 上 を 目 的 と し た 立 位 ・ 歩 行 時 間 の 延 長 や 、 姿 勢 変
換 に お け る バ ラ ン ス 能 力 の 低 下 か ら く る 転 倒 は 、 骨 折 等 の 重 篤 な 怪 我 に 繋
が る 危 険 性 が あ る こ と か ら 、 本 人 の 身 体 能 力 を は じ め 、 環 境 面 等 を 含 め 慎
重 に 検 討 し て い く こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。  
疾 患 の な い 群 で は 、 臥 位 ⇒ 座 位 ま た は 座 位 ⇒ 臥 位 へ の 姿 勢 変 換 と 立
位 時 間 と の 間 に 中 等 度 の 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。 日 中 座 っ て い ら れ る 、
立 っ て 移 動 出 来 る 能 力 を 有 し て い な が ら も 、 普 段 行 え て い な い こ と が 考 え ら
れ る 。 頻 繁 に 横 に な ら な い よ う な 働 き 掛 け が 立 位 時 間 と の 関 連 に 変 化 を も
た ら す か は 介 入 し て 検 討 す る 必 要 が あ り 、 課 題 と さ れ る 。  
日 常 的 に 「 で き る の に し て い な い 」 こ と は 、 生 活 不 活 発 病 の 始 ま り で も あ る 。
対 象 者 は 認 知 面 の 低 下 や う つ 症 状 の な い 要 支 援 1 ま た は 要 支 援 2 の 在
宅 高 齢 者 で あ っ た 。 活 動 度 の 低 下 を 予 防 す る た め に は 、 個 人 の P A を 測
定 し 、 そ の 動 作 時 間 、 姿 勢 変 換 回 数 の 特 徴 を ふ ま え た 上 で 、 よ り 個 人 に
適 し た 介 入 プ ロ グ ラ ム を 開 発 す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。  
ま た 、 P A を 検 討 す る 際 に 、 本 研 究 で は F I M を 用 い た が 、 介 入 効 果 を 検
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討 す る た め に は 身 体 機 能 、 精 神 心 理 的 機 能 、 社 会 的 健 康 と い っ た 、 他 の
評 価 を 併 せ て 検 討 す る こ と が 今 後 の 課 題 と さ れ る 。  
身 体 機 能 の 維 持 に は 一 定 の P A の 確 保 が 重 要 で あ り 、 虚 弱 高 齢 者 に と
っ て P A を 高 め る た め に は 、 日 課 と し て の 余 暇 活 動 や 家 庭 内 活 動 に て 役 割
を 持 つ こ と が 必 要 で あ る 。 ま た 、 「 で き る の に し て い な い 」 活 動 を 「 し て い る 」 活
動 へ と 変 え て い く こ と 、 日 中 の 臥 位 姿 勢 を 座 位 姿 勢 へ 、 座 位 姿 勢 を 立 位
姿 勢 へ と 移 行 し て い く こ と を 検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。  
今 後 、 更 な る 具 体 的 な 高 齢 者 の P A の 検 討 を 、 他 の 評 価 と 併 せ て 行 う こ
と で 、 在 宅 生 活 高 齢 者 に 対 し 生 活 に お け る P A の 改 善 プ ロ グ ラ ム を 検 討 し
て い く こ と が 課 題 で あ る 。  
 
2 - 1 1 . 小 括  
要 支 援 1 、 2 の 在 宅 生 活 高 齢 者 に 対 し 介 護 予 防 の 中 核 で あ る 生 活 不
活 発 病 を 早 期 に 発 見 す る た め に 、 日 常 生 活 に お け る 活 動 状 態 の 把 握 を
P A を 用 い て 検 討 を 行 い 、 以 下 の 結 果 を 得 た 。  
①  P A 総 時 間 と F I M の 下 位 尺 度 で あ る セ ル フ ケ ア と 移 動 と の 間 に 有 意
な 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。 在 宅 生 活 虚 弱 高 齢 者 の セ ル フ ケ ア や 移 動
に お け る 活 動 度 を 、 A - M E S ® に て 評 価 で き る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
② 日 常 生 活 で 立 位 、 歩 行 時 間 に お い て 女 性 の 方 が 有 意 に 長 く 、 日 中   
  座 位 、 臥 位 時 間 は 男 性 の 方 が 有 意 に 長 い 。  
③ 要 支 援 2 群 の 方 が 座 位 か ら 臥 位 へ と 姿 勢 を 変 換 す る 回 数 が 有 意 に  
  多 い 。  
④ 立 位 、 歩 行 時 間 と F I M 下 位 尺 度 の セ ル フ ケ ア 能 力 と の 間 に は 正 の  
  相 関 係 数 が 、 日 中 を 含 む 臥 位 、 座 位 と の 間 に は 負 の 相 関 係 数 が 得
ら れ た 。  
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⑤ 歩 行 時 間 と F I M 下 位 尺 度 の 移 動 能 力 と の 間 に は 正 の 相 関 係 数 が 、
日 中 を 含 む 臥 位 時 間 と の 間 に は 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。  
⑥ F I M 下 位 尺 度 の セ ル フ ケ ア 能 力 に 影 響 を 与 え る 要 因 は 日 中 臥 位 時  
 間 で あ り 、 F I M 移 動 能 力 に 影 響 を 与 え る 要 因 は 歩 行 時 間 で あ っ た 。  
⑦ 立 位 ⇔ 座 位 の 姿 勢 変 換 回 数 と 歩 行 、 立 位 ＋ 歩 行 時 間 と の 間 に は  
  正 の 相 関 係 数 が 、 座 位 ＋ 日 中 臥 位 時 間 の 間 に は 負 の 相 関 係 数 が
得 ら れ た 。  
⑧ 疾 患 あ り 群 に お い て 、 立 位 ⇒ 臥 位 の 姿 勢 変 換 回 数 と 臥 位 時 間 と の  
  間 に は 負 の 相 関 係 数 が 、 立 位 + 歩 行 時 間 と の 間 に は 正 の 相 関 係 数  
が 得 ら れ た 。  
 
以 上 の こ と よ り 、 A - M E S ® を 用 い て 2 4 時 間 に お け る 在 宅 生 活 の 虚 弱 高
齢 者 に お け る P A の 測 定 は 、 活 動 を 定 量 的 に 評 価 す る こ と が 可 能 で あ り 、
本 人 の 自 覚 が 困 難 な 活 動 の 量 的 減 少 に 起 因 す る P A の 低 下 を 早 期 に 発
見 す る こ と が で き る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、 日 中 の 座 位 姿 勢 の 保 持 や
臥 位 姿 勢 の 短 縮 な ど 、 各 姿 勢 や 動 作 の 時 間 と 、 そ れ に 伴 う 姿 勢 変 換 の 機
会 の 減 少 を 補 う プ ロ グ ラ ム の 検 討 ・ 介 入 を 行 う こ と が 、 身 体 機 能 の 維 持 や
P A の 低 下 を 予 防 す る 可 能 性 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
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第 3 章      
地 域 在 住 虚 弱 高 齢 者 における  
活 動 度 拡 大 支 援 プログラムの検 討 （研 究 Ⅱ）  
 
 
 
3 - 1 . 目 的  
 高 齢 化 が 進 ん だ わ が 国 で は 、 要 介 護 状 態 の 予 防 、 改 善 を 行 う こ と は 重
要 な 課 題 で あ る 。 現 在 、 通 所 型 介 護 予 防 に て 提 供 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム の
多 く は 筋 力 強 化 ト レ ー ニ ン グ 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 、 趣 味 的 活 動 等 で あ る 。 在
宅 に て 行 う 体 操 メ ニ ュ ー の 作 成 ・ 配 布 し て い る 事 業 所 も 多 い が 、 そ の 実 施
率 、 継 続 率 に お い て 個 人 間 の 差 が 大 き い こ と が 問 題 視 さ れ て い る 。 ま た 、
二 次 予 防 事 業 対 象 者 の 中 に は 閉 じ こ も り 予 防 、 支 援 へ の 該 当 者 が 1 9 . 1 %
お り ( 平 成 2 5 年 度 ) 、 教 室 参 加 以 外 に お い て 外 出 を 促 進 す る 働 き 掛 け を
検 討 す る こ と が 必 要 で あ る 。  
 健 康 づ く り の た め の 身 体 活 動 基 準 2 0 1 3 ( 厚 生 労 働 省 ) に よ れ ば 、 生 活 活
動 の 例 と し て 歩 行 ( 平 地 、 7 5 ～ 8 5 m / 分 、 ほ ど ほ ど の 速 さ 、 散 歩 な ど ) と 、 運
動 で あ る 自 重 を 用 い た 軽 い 筋 力 ト レ ー ニ ン グ ( 軽 、 中 等 度 ) の 両 者 を 同 等 の
運 動 強 度 ( 3 . 5 M E T s ) と し て い る 。 教 室 に お い て 、 運 動 機 能 向 上 と 日 常 生
活 に お け る 活 動 度 の 低 下 を 予 防 す る プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 を 介 入 検 証 す る
た め に は 、 運 動 器 機 能 に 特 化 し た プ ロ グ ラ ム 提 供 の み で は な く 、 外 出 を 用
い て の 対 象 の 生 活 範 囲 の 拡 大 よ り 活 動 度 を 高 め る こ と も 検 討 し て い く 必 要
が あ る と 考 え る が 、 サ ー ビ ス と し て 提 供 し て の 報 告 は さ れ て い な い 。  
6 )   そ こ で 、 本 研 究 の 目 的 は 、 通 所 型 介 護 予 防 事 業 へ 参 加 す る 二 次 予
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防 事 業 参 加 者 を 対 象 に 、 ① 外 出 を 手 段 と し た 「 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ
グ ラ ム 」 を 実 施 し 、 P A 、 身 体 機 能 、 精 神 ・ 認 知 機 能 の 変 化 を 検 討 す る
こ と 、 ② 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト を 用 い た 介 入 が 、 通 所 型 介 護 予 防 事 業 参
加 者 の P A を 増 加 さ せ る か 検 証 す る こ と と し た 。  
 
3 - 2 . 対 象 と 方 法  
1 ） 対 象 者 ( F i g u r e  1 1 )  
 茨 城 県 Y 町 に て 、 2 0 1 4 年 6 月 ～ 2 0 1 5 年 8 月 に 開 催 さ れ た 介 護 予 防
教 室 に 参 加 し た 二 次 予 防 事 業 対 象 者 4 5 名 を 対 象 と し た 。 本 研 究 の 対
象 者 は 、 要 介 護 認 定 非 該 当 者 で あ り 、 厚 生 労 働 省 が 示 す 二 次 予 防 事
業 対 象 者 の 選 定 に 用 い る 「 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト 」 全 2 5 項 目 の う ち 、 「 生 活 機
能 全 般 に 関 す る 質 問 」 で 1 0 / 2 0 以 上 、 「 運 動 機 能 に 関 す る 質 問 」 3 / 5 以
上 、 「 栄 養 状 態 に 関 す る 質 問 」 2 / 2 、 「 口 腔 機 能 に 関 す る 質 問 」 2 / 3 以 上
の い ず れ か に 該 当 し た 者 で あ っ た 。 外 出 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 は 2 0 1 4 年 6 月 ～
9 月 、 2 0 1 4 年 1 1 月 ～ 2 0 1 5 年 2 月 に 開 催 さ れ た 介 護 予 防 教 室 に 参 加 し
た 二 次 予 防 事 業 対 象 者 1 7 名 の う ち 、 M M S E 2 3 点 以 下 ま た は デ ー タ が 不
十 分 で あ っ た 2 名 を 除 く 1 5 名 を 解 析 対 象 と し た 。  
 対 照 群 は 、 2 0 1 5 年 6 月 ～ 9 月 に 開 催 さ れ た 介 護 予 防 教 室 に 参 加 し た
2 8 名 の う ち 、 M M S E 2 3 点 ま た は デ ー タ が 不 十 分 で あ っ た 1 1 名 を 除 く 1 5 名
を 解 析 対 象 と し た 。  
 対 象 地 域 で あ る 茨 城 県 Y 町 は 、 南 西 に 位 置 し 、 つ く ば 市 へ 2 0 k m の 距 離
に あ る 。 東 は 鬼 怒 川 を 挟 ん で 下 妻 市 に 、 西 は 古 河 市 に 接 し た 平 地 で あ る 。
全 人 口 は 2 3 , 1 3 7 人 で あ り 、 そ の う ち 高 齢 者 人 口 は 5 , 4 5 3 人 、 高 齢 化 率 は
2 2 . 9 9 ％ で あ る （ 平 成 2 7 年 1 月 現 在 ） 。 ま た 、 平 成 2 4 年 度 に 決 定 し た 二
次 予 防 事 業 対 象 者 数 は 3 3 9 人 で あ り 、 高 齢 人 口 の 6 . 3 ％ で あ っ た 。  
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2 ） 茨 城 県 Y 町 の 介 護 予 防 教 室 実 施 概 要  
 高 齢 者 が 要 介 護 状 態 と な ら な い た め に 介 護 予 防 施 策 を 提 供 す る こ と に
よ り 在 宅 高 齢 者 に 対 す る 生 き 甲 斐 や 健 康 づ く り 活 動 及 び 寝 た き り 予 防 、
運 動 継 続 や 栄 養 状 態 向 上 の た め の 知 識 の 普 及 活 動 に よ り 、 健 や か で 活
力 の あ る 地 域 づ く り を 推 進 す る 目 的 で 実 施 さ れ て い る 。 介 護 予 防 教 室 は
1 2 回 で 構 成 さ れ て お り 、 教 室 開 始 前 と 終 了 後 に 身 体 機 能 、 認 知 機 能 の
測 定 を 行 っ て い る 。 一 回 当 た り の 教 室 時 間 は 2 時 間 程 度 で あ り 、 教 室 開
始 前 の 健 康 チ ェ ッ ク を 含 む 問 診 に 始 ま り 、 前 半 は 講 話 ( 運 動 機 能 向 上 に
対 す る も の 、 口 腔 機 能 向 上 に 対 す る も の 、 栄 養 状 態 向 上 に 対 す る も の ) を
中 心 に 行 い 、 後 半 で は 体 操 や レ ク リ エ ー シ ョ ン 要 素 を 含 む 筋 力 強 化 や 認
知 機 能 、 バ ラ ン ス 能 力 向 上 を 目 的 と し た プ ロ グ ラ ム を 提 供 し て い る 。  
 
3 ） 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム に つ い て  
 教 室 参 加 者 に お け る 活 動 度 の 拡 大 を 目 的 と し 、 教 室 時 間 以 外 の 在 宅
生 活 で の 身 体 不 活 動 の 予 防 と 、 身 体 活 動 を 高 め る こ と を 目 的 と し た 「 活 動
度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 」 を 考 案 し た 。 本 プ ロ グ ラ ム は 、  
① 外 出 マ ッ プ 、 ② 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト を 作 成 ・ 配 布 し 、 ③ 活 動 度 と 外 出 に 関
す る 講 話 を 実 施 し た 。  
 
① 外 出 マ ッ プ ( 配 布 物 ) ： 参 加 者 の 自 宅 を 中 心 に 、 半 径 距 離 2 5 0 ｍ 、 5 0 0 ｍ 、
8 0 0 ｍ の 円 を 描 い た 地 図 を 作 製 し た 。 ま た 、 本 人 が 外 出 の 際 に 目 安 と な
る 小 売 店 や 集 会 所 ま で の 距 離 を 明 記 し 、 外 出 先 ま で の 「 距 離 」 を 視 覚
的 に 捉 え る こ と が で き る よ う 配 慮 し た 。 自 宅 よ り 近 隣 の 交 差 点 や 川 ま で の
距 離 も 明 記 し 、 目 的 を 持 た な い 外 出 で あ る 散 歩 へ も 対 応 す る こ と が で き
る よ う 作 成 し た （ F i g u r e  1 2 ） 。  
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② 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト ( 配 布 物 ) ： カ レ ン ダ ー 形 式 で 、 そ の 日 の 外 出 距 離 を 参
加 者 自 身 で 記 録 ・ 管 理 す る た め に 作 成 し た 。 縦 軸 に 外 出 距 離 を L i f e  
S p a c e  A s s e s s m e n t ( L S A ) の 外 出 距 離 段 階 を 参 考 に 5 段 階 表 記 と し 、
あ て は ま る 箇 所 ( そ の 日 最 も 遠 方 に 外 出 し た 距 離 ) に チ ェ ッ ク を 行 う 形 式
と し た 。 外 出 距 離 の 段 階 は 下 段 よ り 「 自 宅 内 」 、 「 敷 地 内 」 、 「 近 所 」 、
「 少 し 遠 く ( 8 0 0 ｍ 以 上 ) 」 に 設 定 し 、 最 上 段 は 「 町 外 」 と し 、 自 家 用 車 及
び 公 共 交 通 機 関 等 を 使 用 し て の 外 出 時 に チ ェ ッ ク す る こ と と し た 。 毎 回
の 介 護 予 防 教 室 時 に 過 去 1 週 間 の 外 出 状 況 の 確 認 、 チ ェ ッ ク 箇 所 を
線 で 結 ぶ こ と に よ り 、 外 出 の 距 離 を 視 覚 的 に 確 認 ・ 共 有 す る こ と が 出 来
る こ と を 目 的 と し て 作 成 し た （ F i g u r e  1 3 ） 。  
 
③ 活 動 度 と 外 出 に つ い て ( 講 話 ) ： 教 室 内 で の 講 話 と し て 、 開 始 時 と 中 間
時 の 2 回 に 渡 り 、 資 料 を 作 成 し て 実 施 し た 。 開 始 時 で は 活 動 度 の 理 解
と し て 日 常 生 活 に お け る 諸 活 動 （ 買 い 物 、 犬 の 散 歩 、 床 掃 除 、 庭 掃 除 、
荷 物 運 搬 、 階 段 昇 降 、 草 む し り 等 ） に 割 り 当 て ら れ て い る M E T s 値 の 解
説 や 、 活 動 と し て 不 十 分 で あ る 1 . 5 M E T s 以 下 の 「 座 位 行 動 」 に つ い て
事 例 を 通 じ て 解 説 し 、 理 解 を 深 め る 形 と し た 。 ま た 、 座 位 行 動 時 間 が 他
国 と 比 較 し て 長 時 間 で あ る こ と 、 運 動 習 慣 と 歩 数 の 関 連 に つ い て も 共
通 認 識 が 持 て る よ う に 配 慮 し て 行 っ た 。 ま た 、 中 間 時 で の 講 話 で は 、 教
室 開 始 時 の P A の 測 定 結 果 を 表 示 し 、 他 地 域 で の 測 定 結 果 と 比 較 す
る こ と で 教 室 後 半 へ 向 け て の 目 標 を 明 確 に す る 機 会 と し た 。 こ れ ま で チ ェ
ッ ク し て き た 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト に よ る 外 出 距 離 と 頻 度 に つ い て も 確 認 し 、
自 宅 の 敷 地 外 へ の 外 出 期 会 を 増 や し て い く よ う 働 き か け た 。 ま た 、 外 出
と 歩 行 障 害 、 認 知 症 の 発 生 リ ス ク に つ い て も 理 解 を 深 め 、 外 出 す る こ と
の 大 切 さ と 外 出 に 対 す る 意 欲 の 醸 成 を 図 る た め に 行 っ た 。  
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3 - 3 .  P A の 測 定 に 用 い た 3 軸 セ ン サ ー A c t i g r a p h  G T 3 X Ⓡ に つ い て  
 P A の 測 定 に 用 い た 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー A c t i g r a p h  G T 3 X ® は 、 ア メ リ カ
A c t i g r a p h 社 で 開 発 さ れ た P A の 測 定 機 器 で あ り 、 ア メ リ カ ス ポ ー ツ 医 学 会
( A m e r i c a n  C o l l e g e  o f  S p o r t s  M e d i c i n e : A C S M ) で ス タ ン ダ ー ド な 加 速 度
計 と し て 使 用 さ れ て い る 3 軸 ソ リ ッ ド ス テ ー ト セ ン サ ー （ 半 永 久 的 に キ ャ リ ブ レ
ー シ ョ ン が 必 要 な い セ ン サ ー ） で あ る 。 １ 台 あ た り の 大 き さ が 縦 4 . 6 c m 、 横
3 . 3 c m 、 高 さ 1 . 5 c m で 1 9 ｇ で あ り 、 専 用 の ベ ル ト を 用 い て 腰 部 ま た は 手 首 に
取 り 付 け る こ と で 測 定 を 行 う 。 G T 3 X ® は 各 国 の 研 究 者 に よ っ て 使 用 さ れ て
お り 、 ア メ リ カ 全 国 健 康 栄 養 調 査 ( N a t i o n a l  H e a l t h  a n d  N u t r i t o n  
E x a m i n a t i o n  S e r v e y : N H A N E S ) に お け る 数 万 人 に 渡 る デ ー タ 採 取 に も 用
い ら れ ( A c t i g r a p h 研 究 デ ー タ ベ ー ス ) 、 世 界 で 最 も 精 度 の 高 い 活 動 度 計
の 一 つ に 位 置 づ け ら れ て い る （ F i g u r e  1 4 ） 。  
 1 ) A c t i g r a p h  G T 3 X ® で の 測 定 可 能 項 目  
① 体 動 解 析  
G T 3 X ® の 体 動 解 析 機 能 は 姿 勢 時 間 ( 立 位 、 座 位 、 臥 位 ) 、 歩 数 、 座
位 行 動 時 間 ( S B ) 、 運 動 強 度 : 軽 度 ( L i g h t ) 、 中 等 度 ( M o d e r a t e ) 、 強 度
( V e g o r o u s ) 、 中 等 度 以 上 ( M o d e r a t e - t o  V i g o r o u s - i n t e n s i t y  P h y s i c a l  
A c t i v i t y : M V P A ) の 測 定 が 可 能 で あ る 。 測 定 の 際 に 用 い る バ リ デ ー シ ョ ン
デ ー タ は 多 く 、 呼 気 ガ ス 分 析 と 非 常 に 高 い 相 関 が あ る こ と が 報 告 さ れ て い
る 。 こ れ ま で 国 内 で 使 用 さ れ て き た 加 速 度 計 と 比 較 し て も 加 速 度 計 測 の
飽 和 ・ 頭 打 ち ( サ チ レ ー シ ョ ン ) が 高 く 、 体 動 解 析 に 適 し て い る 機 器 に 位 置
づ け ら れ て い る （ F i g u r e  1 5 ） 。  
 
3 - 4 ． 調 査 項 目  
1 ) 基 本 情 報  
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 ① 身 体 情 報 ： 年 齢 、 性 別  
2 ) 精 神 機 能 評 価  
 ① M i n i - M e n t a l  S t a t e  E x a m i n a t i o n : M M S E ( 資 料  6 )  
 M M S E は 面 接 形 式 で 行 う ス ク リ ー ニ ン グ で あ り 、 1 1 項 目 の 質 問 ( 日 時 の 見
当 識 、 場 所 の 見 当 識 、 即 時 記 憶 、 計 算 、 遅 延 再 生 、 物 品 呼 称 、 復 唱 、
口 頭 指 示 理 解 、 書 字 指 示 理 解 、 自 発 書 字 、 図 形 模 写 ） か ら 構 成 さ れ た
3 0 点 満 点 で あ る ( F o l s t e i n  M , 1 9 7 5 : 谷 本 , 2 0 1 0 ) 。 軽 度 認 知 機 能 障 害 の
c u t  o f f 値 で あ る 2 3 点 以 下 の 者 は 対 象 よ り 除 外 す る こ と と し た 。  
 ② T r a i l  M a k i n g  T e s t  t y p e A  , t y p e B : T M T - A 、 B ( 資 料  7 , 8 )  
 注 意 機 能 の 測 定 と し て 鹿 島 ら が 作 成 し た 日 本 語 版 の T r a i l  m a k i n g  
t e s t ( 位 下 : T M T ) 用 紙 を 使 用 し た 。 T M T は A タ イ プ と B タ イ プ が あ り 。
T M T - A が 選 択 性 注 意 、 T M T - B が 分 配 性 注 意 の 課 題 と さ れ て い る ( 谷
本 , 2 0 0 5 : 元 吉 , 2 0 1 0 ) 。 T M T - A の 測 定 は ラ ン ダ ム に 配 置 さ れ た 「 1 ～ 2 5 」 ま
で の 数 字 を 鉛 筆 で 小 さ い も の か ら 順 に 線 で 結 ん で い く 課 題 で あ り 、 T M T - B
の 測 定 に お い て は ラ ン ダ ム に 配 置 さ れ た 1 か ら 1 6 ま で の 数 字 と 「 あ 」 か ら 「 し 」
ま で の 仮 名 を 「 1 - あ - 2 - い - 3 - う 」 と 数 字 - 平 仮 名 の 順 に 線 で 結 ん で い く 課
題 で あ る 。 こ れ ら を 結 び 終 え る ま で に 要 し た 時 間 を 1 秒 単 位 で 測 定 し た 。 鉛
筆 を 紙 か ら 離 さ ず 、 で き る だ け 早 く 行 う よ う に 指 示 し た ． 測 定 結 果 よ り 、 ⊿
T M T ( T M T - B  –  T M T - A ) を 算 出 し た 。 ⊿ T M T は T M T - B か ら 選 択 的 要 素
や 身 体 機 能 を 取 り 除 い た 分 配 性 注 意 を 抽 出 し た 評 価 と し て 用 い ら れ て い
る ( 角 田 , 2 0 1 0 ) 。 T M T の 測 定 値 が 高 い ほ ど 対 応 す る 注 意 機 能 が 低 下 し て
い る と さ れ る 。  
 ③ 老 年 期 う つ 病 評 価 尺 度 ( G e r i a t r i c  D e p r e s s i o n  S c a l e - 5 ： G D S - 5 ) ( 資
料  9 )  
 「 は い 」 「 い い え 」 で 回 答 す る 5 項 目 の 質 問 よ り 構 成 さ れ て お り 、 0 点 〜 5     
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   点 の 1 点 単 位 の 評 価 ス コ ア リ ン グ さ れ る 。 2 点 を カ ッ ト オ フ 値 と し 、 3  
   点 以 上 は う つ の 傾 向 を 示 す 。  
3 ） 身 体 機 能 評 価  
身 体 機 能 評 価 は 、 介 護 予 防 に お い て 運 動 器 の 機 能 向 上 マ ニ ュ ア ル
( 東 京 都 老 人 総 合 研 究 所 , 2 0 0 9 ) よ り ア ウ ト カ ム 指 標 と さ れ て い る 項 目 を 参
考 に 、 以 下 の 7 項 目 を 設 定 し た 。 ① 握 力 ( 右 ・ 左 ） 、 ② 開 眼 片 脚 立 位 ( 右 ・
左 ) 、 ③ 5 回 立 ち 座 り テ ス ト 、 ④ T i m e d  U p  a n d  G o  T e s t ( 位 下 : T U G ) 、 ⑤ 5 m
全 力 歩 行 、 ⑥ 長 座 位 起 立 時 間 、 ⑦ 3 0 秒 ペ グ 移 動 テ ス ト を 今 回 の 身 体 機
能 評 価 と し て 用 い る こ と と し た 。  
① 握 力 ( 右 ・ 左 ）  
握 力 計 ( 竹 井 機 器 工 業 社 製  D - 5 1 0 1 ） を 立 位 姿 勢 に て 体 側 に 保
持 し て も ら い 、 肘 伸 展 ・ P I P 関 節 屈 曲 9 0 ° 位 で 呼 息 し な が ら 最 大 努
力 で 握 ら せ た 。 0 . 1 k g 単 位 で 左 右 2 回 ず つ 計 測 し 、 平 均 値 を 算 出 し
記 録 と し た 。  
② 開 眼 片 脚 立 位 ( 右 ・ 左 ）  
開 眼 に て 片 脚 立 位 姿 勢 を 保 持 し た 最 長 の 時 間 に つ い て 6 0 秒 を 上
限 に ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ で 計 測 し た 。 0 . 1 秒 単 で 2 回 計 測 し 、 平 均 値 を
算 出 し 記 録 と し た 。  
③ 5 回 立 ち 座 り テ ス ト  
 椅 子 に 座 っ た 状 態 か ら 合 図 と と も に 立 ち 上 が り 、 直 立 姿 勢 と な っ て か    
 ら 再 び 椅 子 に 腰 掛 け る 動 作 を で き る だ け 速 く 5 回 繰 り 返 す の に 要 し た
時 間 を 0 . 1 秒 単 位 で 測 定 し 、 記 録 と し た  
④ T U G  
 椅 子 に 座 っ た 状 態 か ら 合 図 と と も に 立 ち 上 が り 、 可 能 な 限 り 速 く 歩 き 、
 3 m 前 方 の コ ー ン を 回 っ て 再 び 椅 子 に 座 る ま で に 要 し た 時 間 を 0 . 1 秒
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単  位 で 2 回 計 測 し 速 い 方 の 記 録 を 採 用 し た 。  
⑤ 5 m 全 力 歩 行  
 5 m の 歩 行 路 を 最 大 の 速 さ で 歩 い た 時 に 要 す る 時 間 を 0 . 1 秒 単 位 で
計 測 し 記 録 と し た 。  
⑥ 長 座 位 起 立 時 間  
  壁 に 背 を 着 け 両 膝 を 伸 ば し た 座 位 を 開 始 姿 勢 と し 、 合 図 と と も に 立
位 姿 勢 と な る ま で の 所 要 時 間 を 0 . 1 秒 単 位 で 測 定 し 記 録 と し た 。  
⑦ 3 0 秒 ペ グ 移 動 課 題  
 4 8 本 の ペ グ を 両 手 で 2 本 ず つ 素 早 く 手 前 の 盤 に 移 動 さ せ る 課 題 3 0
秒 間 行 い 、 移 動 し た 本 数 を 計 測 し た 。  
4 ) 生 活 範 囲 の 評 価  
 L i f e - S p a c e  A s s e s s m e n t : L S A ( 資 料  1 0 )  
  質 問 紙 を 用 い 、 聴 取 を 行 っ た 。 L S A は 個 人 の 生 活 の 空 間 的 な 広 が り に
お け る 移 動 を 評 価 す る 指 標 で あ り 、 B a k e r に よ っ て 作 成 さ れ 、 地 域 在 住 高
齢 者 に お い て の 信 頼 性 ・ 妥 当 性 も 立 証 さ れ て い る 評 価 方 法 で あ る 。 生 活
空 間 と は 、 活 動 を 実 施 す る た め に 日 常 的 に 外 出 し た 距 離 に よ っ て 規 定 さ
れ る ( B a k e r ,  P .  S . , 2 0 0 3  :  原 田 , 2 0 1 0 ) 。 過 去 １ ヶ 月 間 に お け る 被 験 者 の
住 居 か ら 出 か け た 距 離 お よ び 頻 度 、 そ し て 自 立 の 程 度 に よ り 1 2 0 点 満 点 に
て 算 出 さ れ る 。  
5 ） Q O L  ( Q u a l i t y  o f  L i f e ) 評 価  
  S h o r t  F o r m - 8 : S F - 8 ( 資 料  1 1 )  
 8 項 目 か ら 構 成 さ れ る 健 康 関 連 Q O L ( H e a l t h  R e l a t e d  Q u a l i t y  o f  
L i f e  : H R Q O L : ) 尺 度 で あ り 、 健 康 の 8 領 域 ( 身 体 機 能 、 日 常 役 割 機 能 ：
身 体 、 体 の 痛 み 、 全 体 的 健 康 感 、 活 力 、 社 会 生 活 機 能 、 日 常 役 割 機
能 ： 精 神 、 心 の 健 康 ) を 測 定 す る 。 ( ス コ ア は 国 民 標 準 値 を 5 0 点 と す る ) ま た 、
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身 体 機 能 、 精 神 機 能 領 域 に お け る サ マ リ ー ス コ ア も 算 出 さ れ る 。  
6 ) 活 動 度 ( 身 体 活 動 : P A ) の 評 価  
 ① 姿 勢 時 間  
A c t i g r a p h G T 3 X ® に て 測 定 さ れ た 7 日 間 に お け る 立 位 ・ 座 位 ・ 臥 位 時 間
を 基 に 、 １ 日 あ た り の 各 姿 勢 に お け る 所 用 時 間 を 算 出 し た 。  
 ② 歩 数  
A c t i g r a p h G T 3 X ® に て 測 定 さ れ た ７ 日 間 の 歩 数 を 基 に 、 １ 日 あ た り の 歩
数 を 算 出 し た 。  
 ③ 座 位 行 動 ( S B ) 時 間  
A c t i g r a p h G T 3 X ® に て 測 定 さ れ た 7 日 間 に お け る 座 位 行 動 時 間 を 基 に 、
１ 日 あ た り の S B 時 間 を 算 出 し た 。  
 ④ 運 動 強 度  
A c t i g r a p h G T 3 X ® に て 測 定 さ れ た ７ 日 間 に お け る 運 動 強 度 を 基 に 、 １ 日
あ た り の 各 運 動 強 度 の 所 用 時 間 を 軽 度 、 中 等 度 、 強 度 、 M V P A 毎 に 算
出 し た 。  
 
3 - 5 . 測 定 条 件 と デ ー タ 抽 出  
 対 象 者 は 、 十 分 に 説 明 を 受 け た 後 、 A c t i g r a p h G T 3 X ® を 専 用 ベ ル ト で 腰
部 に 取 り 付 け 、 本 体 が 右 の 腰 部 に 位 置 す る よ う に 調 整 を 行 っ た 。 次 回 の 教
室 ま で の 7 日 間 、 入 浴 時 を 除 い て 終 日 装 着 を す る よ う 依 頼 し た 。 ま た 、 機
器 を 装 着 し た こ と に よ り 普 段 と 異 な っ た 生 活 を 送 る こ と の な い よ う 依 頼 し た 。  
1 ) 活 動 度 の デ ー タ 抽 出  
 A c t i g r a p h G T 3 X ® に て 測 定 さ れ た デ ー タ は 、 解 析 用 ソ フ ト A c t i l i f e ® に て パ
ソ コ ン 内 に 取 り 込 ま れ た も の を 使 用 し た 。 用 い た ア ル ゴ リ ズ ム デ ー タ は エ ネ ル
ギ ー 消 費 に お い て は F r e e d s o n V M 3 C o m b i n a t i o n 、 M E T s と M V P A の C u t  
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P o i n t は F r e e d s o n  A d u l t 用 い 、 ま た 、 対 象 者 が 高 齢 者 で あ る こ と か ら 、 車
の 揺 れ 等 の 律 動 的 な 振 動 を 身 体 活 動 と し て 認 識 し な い よ う 、 L o w  
F r e q u e n c y  E x t e n s i o n モ ー ド で デ ー タ の 抽 出 を 行 っ た ( F r e e d s o n ,  P . S . ,  
1 9 9 8 ) 。  
2 ) 運 動 強 度 に つ い て  
 A c t i g r a p h G T 3 X ® の 測 定 方 式 は デ ジ タ ル イ ン テ グ レ ー シ ョ ン 方 式 で デ ー タ
を 集 積 し て い る 。 サ ン プ リ ン グ 周 期 は 3 0 H z で あ り 、 エ ポ ッ ク ( デー タ 集 積 の 区
切 り ) の 設 定 は P A の 測 定 に 適 し た 6 0 秒 で 設 定 し た ( 1 秒 か ら 2 4 0 秒 の 範
囲 で 設 定 す る こ と が 可 能 ) 。 運 動 強 度 は 低 い も の よ り ①
S B ( 0 - 9 0 c o u n t s / m i n ) 、 ② 軽 度 ( 1 0 0 - 1 9 5 1 c o u n t s / m i n ) 、 ③ 中 等 度
( 1 9 5 2 - 5 7 2 4 c o u n t s / m i n ) 、 ④ 強 度 ( 5 7 2 5 - 9 4 9 8 c o u n t s  / m i n ) の 各 強 度 に
振 り 分 け ら れ 、 各 運 動 に 費 や さ れ た 時 間 が 算 出 さ れ る ( F r e e d s o n ,  
P . S . , 1 9 9 8 ) 。 S a s a k i ら の 報 告 を 基 に ( S a s a k i ,  J .  E . , 2 0 1 1 ) 、 各 運 動 強 度 に
お け る お お よ そ の M E T s 値 を 用 い 、 日 常 生 活 に お け る 運 動 量 の 基 準 ( 厚 生
労 働 省 , 2 0 1 3 ) の 参 考 に す る こ と と し た ( F i g u r e  1 6 ) 。  
 
3 - 6  統 計 学 的 解 析 方 法  
 結 果 は 、 中 央 値 ( 2 5 % i l e - 7 5 % i l e ) 、 人 数 ( % ) で 表 し た 。 教 室 開 始 時 の 活
動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 象 群 の 比 較 に は M a n n - W h i t n e y 検
定 と χ 2 検 定 を 用 い 、 教 室 開 始 時 と 終 了 時 の 比 較 に は W i l c o x o n 符 号 付
順 検 定 を 用 い た 。 ま た 、 教 室 開 始 時 と 終 了 時 に お け る P A 各 項 目 の 変 化
率 ( % ) と 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト 項 目 と の 相 関 に は S p e a r m a n の 順 位 相 関 係 数
を 用 い た 。  
 教 室 前 後 の S B の 変 化 に つ い て 、 群 間 の 介 入 効 果 の 差 を 検 証 す る た め
に 、 S B の 変 化 率 ( % ) を 従 属 変 数 、 外 出 距 離 ( 遠 い 、 近 い ) 、 記 入 率 ( 高 い 、
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低 い ) の 2 要 因 分 散 分 析 よ り 、 交 互 作 用 の 有 意 性 を 検 討 し た 。  
 統 計 解 析 に は S P S S  v e r 2 1 を 用 い 、 す べ て の 有 意 水 準 は 5 % と し た 。  
 
3 - 7  倫 理 的 配 慮  
 本 研 究 は 、 筑 波 大 学 医 学 医 療 系 医 の 倫 理 委 員 会 の 審 査 を 受 け 、 承 認
を 受 け た も の で あ る （ 承 認 番 号 2 5 - 8 1 3 ) 。 ま た 、 同 研 究 は 筑 波 大 学 人 間 総
合 科 学 研 究 科 倫 理 委 員 会 の 審 査 を 受 け 、 承 認 を 受 け て い る （ 承 認 番 号  
2 0 - 7 6 6 ） 。 す べ て の 被 験 者 に は 予 め 本 研 究 の 目 的 と 内 容 を 説 明 し 、 同 意
を 得 た 後 に 計 測 を 行 っ た 。  
 
3 - 8  結 果  
1 ) 教 室 開 始 時 に お け る 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 の 対
象 者 比 較 ( T a b l e  3 - 7 - 1 )  
 最 終 的 な 解 析 者 は 3 2 名 、 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 1 7 名 ( 男
性 5 名 、 女 性 1 2 名 、 平 均 年 齢 8 0 . 9 ± 6 . 1 歳 ) 、 対 照 群 ( 男 性 6 名 、 女 性
9 名 、 平 均 年 齢 7 7 . 5 ± 9 . 0 歳 ) で あ っ た 。 両 群 と も に 性 別 や 年 齢 に お け る
有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。 ま た 、 精 神 ・ 認 知 機 能 評 価 、 身 体 機 能 評 価
い ず れ に お い て も 両 群 間 に 有 意 な 差 が み ら れ な か っ た こ と か ら 、 プ ロ グ ラ ム
介 入 群 と 対 照 群 の 対 象 者 は 同 等 の 特 性 を 有 し て い る と 思 わ れ る 。  
 
2 ) 教 室 開 始 時 に お け る プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 の 生 活 範 囲 ・ Q O L 評 価
の 比 較 ( T a b l e  3 - 7 - 2 )  
 外 出 範 囲 の 評 価 で あ る L i f e  S p a c e  A s s e s s m e n t ス コ ア に お い て 、 介 入 群  
7 2 . 0 ( 5 2 . 0 - 8 6 . 0 ) 点 、 対 照 群  5 9 . 0 ( 4 1 . 0 - 8 4 . 0 ) 点 で あ り 、 両 群 間 で の 有
意 な 差 は み ら れ な か っ た こ と か ら 、 外 出 に お け る 距 離 、 頻 度 、 介 助 量 に お い
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て 同 様 で あ っ た 。 Q O L 評 価 の S F - 8 ス コ ア に お い て も 両 群 間 で 有 意 な 差 は
み ら れ な か っ た こ と か ら 、 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 の 対 象 者 は 同 様 の 生
活 範 囲 、 Q O L 状 態 で あ る と 思 わ れ る 。   
 
3 ) 教 室 開 始 時 に お け る プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 の P A の 比 較 ( T a b l e  
3 - 7 - 3 )  
 各 姿 勢 に 費 や し た 時 間 に お い て 、 立 位 、 座 位 、 臥 位 い ず れ に お い て も 両
群 間 に て 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。 ま た 、 歩 数 、 座 位 行 動 時 間 、 運 動 強
度 に お い て も 両 群 間 に 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た こ と か ら 、 プ ロ グ ラ ム 介 入
群 と 対 照 群 は 同 様 の 身 体 活 動 状 況 で あ る と 思 わ れ る 。  
 
4 )  活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 精 神 ・ 認 知 機 能
と 身 体 機 能 の 変 化 ( T a b l e  3 - 7 - 4 )  
 精 神 ・ 認 知 機 能 評 価 に お い て 、 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 は 、 教 室 開 始 時 に 比
べ T M T - B に 有 意 な 短 縮 が み ら れ ( Z = - 2 . 0 6 , p < 0 . 0 5 ) 、 ⊿ T M T に お い て も 有
意 な 短 縮 が み ら れ た ( Z = - 2 . 0 4 , p < 0 . 0 5 ) 。 身 体 機 能 評 価 に お い て は い ず れ
の 項 目 に お い て も 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。  
 
5 )  活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 に お け る 生 活 範 囲 、 Q O L
の 変 化 ( T a b l e  3 - 7 - 5 )  
 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 、 対 照 群 に お い て 、 生 活 範 囲 、 S F - 8 全 て の 下 位 項 目
の ス コ ア に お い て 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。  
 
6 )  活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 に お け る P A の 変 化
( T a b l e  3 - 7 - 6 )  
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 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 に お い て 、 教 室 開 始 前 に 比 べ S B 時 間 が 有 意 に 減 少 し
た ( Z = - 3 . 5 2 , p < 0 . 0 1 ) 。 ま た 、 中 等 度 ( M o d e r a t e ) の 運 動 強 度 時 間 が 有 意
に 増 加 し ( Z = - 2 . 9 4 , p < 0 . 0 1 ) 、 中 等 度 以 上 の 時 間 が 有 意 に 増 加 し た
( Z = - 3 . 0 9 , p < 0 . 0 1 ) 。 そ の 他 の 項 目 で は 教 室 前 後 に お い て 有 意 な 差 は み ら
れ な か っ た 。  
 対 照 群 に お い て は 、 立 位 の 姿 勢 時 間 が 有 意 に 短 く な り
( Z = - 2 . 1 3 , p < 0 . 0 5 ) 、 軽 度 ( L i g h t ) の 運 動 強 度 の 身 体 活 動 時 間 が 有 意 に
減 少 し た ( Z = - 2 . 1 0 , p < 0 . 0 5 ) 。 そ の 他 の 項 目 で は 教 室 前 後 に お い て 有 意 な
差 は み ら れ な か っ た 。  
 
7 ) 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 に お け る 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト 記 入 率 と
外 出 距 離 に つ い て ( T a b l e  3 - 7 - 7 )  
 外 出 段 階 1 の チ ェ ッ ク 回 数 は 0 . 0 ( 0 . 0 - 0 . 0 ) 回 、 0 . 0 ( 0 . 0 - 0 . 0 ) % 、 段 階 2  
2 . 0 ( 0 . 0 - 7 . 5 ) 回 、 3 . 6 ( 0 . 0 - 1 1 . 6 ) % 、 段 階 3  9 . 0 ( 3 . 5 - 3 3 . 0 ) 回 、
2 1 . 7 ( 9 . 0 - 4 5 . 5 ) % 、 段 階 4  1 2 . 0 ( 6 . 0 - 2 1 . 5 ) 回 、 2 3 . 5 ( 1 4 . 9 - 3 6 . 8 ) % 、 段 階 5  
1 8 . 0 ( 6 . 5 - 3 0 . 0 ) 回 、 3 2 . 9 ( 2 0 . 4 - 6 1 . 7 ) % で あ っ た 。 外 出 段 階 1 + 2 の チ ェ ッ ク
回 数 は  3 . 0 ( 0 . 0 - 7 . 5 ) 回 、 6 . 7 ( 0 . 0 - 1 1 . 6 ) % 、 段 階 3 + 4  2 9 . 0 ( 1 2 . 0 - 5 4 . 5 ) 回 、
6 1 . 5 ( 3 2 . 1 - 7 2 . 6 ) % 、 段 階 3 + 4 + 5  7 3 . 0 ( 3 4 . 5 - 7 6 . 5 ) 回 、 9 3 . 3 ( 8 8 . 4 - 1 0 0 . 0 ) %
で あ っ た 。 外 出 段 階 と チ ェ ッ ク 回 数 よ り 算 出 し た 外 出 距 離 は
2 7 5 . 0 ( 1 7 4 . 5 - 3 2 3 . 0 ) で あ り 、 チ ェ ッ ク 回 数 合 計 は 7 5 . 0 ( 4 9 . 0 - 8 2 . 5 ) 回 で あ
っ た 。 チ ェ ッ ク シ ー ト 記 入 率 は 8 7 . 2 ( 5 7 . 0 - 9 5 . 9 ) % で あ っ た 。  
 
8 ) 教 室 開 始 時 と 終 了 時 に お け る P A の 変 化 と 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト 記 入 率 と
の 単 相 関 ( T a b l e  3 - 7 - 8 )  
①  姿 勢 時 間 と の 関 連 に つ い て  
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    臥 位 時 間 と 外 出 段 階 4 、 段 階 3 + 4 の 間 に は 有 意 な 正 の 相 関 係 数
が 、 段 階 5 の 間 に は 有 意 な 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。  
②  歩 数 と の 関 連 に つ い て  
歩 数 と 段 階 3 の 間 に は 有 意 な 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た 。  
③  座 位 行 動 時 間 ( S B ) と の 関 連 に つ い て  
外 出 段 階 2 、 段 階 1 + 2 と の 間 に は 有 意 な 正 の 相 関 係 数 が 、 段 階
3 + 4 + 5 、 外 出 距 離 、 外 出 シ ー ト 記 入 率 と の 間 に は 有 意 な 負 の 相 関
係 数 が 得 ら れ た 。  
④  運 動 強 度 と の 関 連  
い ず れ の 運 動 強 度 に お い て も 有 意 な 相 関 係 数 は 得 ら れ な か っ た 。  
 
9 ) 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 に お け る T M T と P A 変 化 率
の 比 較 ( T a b l e  3 - 7 - 9 )  
①  注 意 機 能 に お い て 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。  
②  各 姿 勢 時 間 に お い て 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。  
③  座 位 行 動 時 間 ( S B ） に お い て 、 介 入 群 に 有 意 な 短 縮 が み ら れ た
( Z = - 3 . 5 5 0 , p < 0 . 0 1 ) 。  
④  軽 度 ( L i g h t ) の 運 動 強 度 、 お よ び 中 等 度 以 上 ( M V P A ) の 運 動 強 度
に お い て , 介 入 群 が 有 意 に 延 長 さ れ た ( Z = - 2 . 7 2 0 , p < 0 . 0 1 )  
( Z = - 2 . 0 5 8 , p < 0 . 0 5 ) 。  
⑤  2 要 因 分 散 分 析 の 結 果 、 外 出 距 離 ( F = 0 . 3 1 4 , p = 0 . 5 8 5 ) と 記 入 率
( F = 0 . 6 0 9 , p = 0 . 4 4 9 ) に お い て 有 意 な 交 互 作 用 は み ら れ な か っ た 。  
 
3 - 9  考 察  
 第 2 章 で は 、 地 域 在 住 虚 弱 高 齢 者 の 客 観 的 な P A の 測 定 と し て の 3 軸
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加 速 度 セ ン サ ー は 有 用 で あ り 、 個 人 の 自 覚 が 困 難 な P A の 低 下 を 早 期 発
見 で き る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 課 題 と し て は 日 中 に お け る 臥 位 時 間 の 短
縮 が P A の 維 持 ・ 向 上 に 繋 が る 可 能 性 が あ り 、 A D L 動 作 以 外 に お い て 移
動 を 伴 う 活 動 を 行 う よ う 促 し て い く こ と が 重 要 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 第 3
章 で は 、 第 2 章 で 示 唆 さ れ た こ と を ふ ま え 、 要 支 援 認 定 を 受 け て い な い 二
次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に 、 活 動 度 を 拡 大 す る こ と を 目 的 に 外 出 を 手
段 と し た 「 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 」 を 実 施 し 、 P A 、 身 体 機 能 、 精 神 ・
認 知 機 能 の 変 化 を 検 討 し た 。  
 今 回 の 介 護 予 防 教 室 に お い て 、 同 一 時 期 で 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ
ム 介 入 群 と 対 照 群 を ラ ン ダ ム 化 し て 検 討 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。 そ の た め 、
本 研 究 で は 時 期 を 変 え て の 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群
を 設 定 し て 検 討 し た 。 両 群 と も 年 齢 、 性 別 な ど の 特 性 に 差 は な く 、 精 神 ・
認 知 機 能 や 身 体 機 能 、 生 活 範 囲 、 Q O L 、 測 定 さ れ た P A に お い て 差 が み
ら れ な か っ た こ と か ら 、 介 入 群 、 対 照 群 は 類 似 し て い る 集 団 で あ っ た 。  
 本 研 究 に て 行 っ た 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 、 対 照 群 で の 介 護
予 防 教 室 の 特 記 す べ き 点 は 、 要 介 護 状 態 と な ら な い た め に 「 運 動 器 の 機
能 向 上 」 な ど の 各 種 プ ロ グ ラ ム が 教 室 内 で 提 供 さ れ て い る の に 対 し 、 「 外 出 」
を 手 段 と し て 活 動 度 を 高 め る こ と を プ ロ グ ラ ム と し て 取 り 入 れ た 点 で あ る 。 講
話 に お い て も 口 腔 機 能 の 向 上 ・ 栄 養 状 態 の 向 上 に 対 す る も の に 加 え 、 「 生
活 活 動 と 身 体 活 動 」 に つ い て も 実 施 し た 。 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介
入 群 と 対 照 群 に お い て 提 供 し た 教 室 プ ロ グ ラ ム の 違 い は 外 出 マ ッ プ 、 外 出
チ ェ ッ ク シ ー ト の 配 布 と 活 動 度 と 外 出 に つ い て の 講 話 と 、 毎 回 の 教 室 時 に
お け る 外 出 距 離 の 確 認 で あ り 、 そ の 他 の 教 室 内 容 は 同 一 の 内 容 を 実 施 し
た 。  
 本 研 究 の 対 照 群 の 教 室 開 始 時 と 終 了 時 で の P A の 比 較 に お い て は 、 立
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位 時 間 と 軽 度 の 運 動 強 度 の 実 施 時 間 が 有 意 に 短 縮 さ れ て い た 。 ま た 、 臥
位 時 間 は 5 6 5 ( 4 9 6 - 6 2 4 ) 分 か ら 5 2 8 ( 4 9 7 - 5 8 7 ) 分 と 短 縮 さ れ た も の の 、 有
意 な 差 は 得 ら れ な か っ た こ と か ら 、 通 常 の 介 護 予 防 教 室 で は 生 活 に お け る
活 動 度 の 拡 大 に は 至 っ て い な か っ た と 思 わ れ る 。  
 一 方 、 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 の プ ロ グ ラ ム は 、 第 2 章 の 結 果
を ふ ま え 、 運 動 機 能 向 上 と 日 常 生 活 に お け る 活 動 度 の 低 下 を 予 防 す る プ
ロ グ ラ ム 内 容 と し た 。 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト へ の 記 入 率 は 8 7 . 2 ( 6 1 . 6 - 9 5 . 3 ) と 、
高 値 で あ っ た 。 遠 方 へ の 外 出 を 含 む 段 階 5 の 記 入 率 が 最 も 高 く 、 次 い で
同 一 町 内 で あ る 段 階 4 の 記 入 率 が 高 か っ た こ と か ら 、 遠 方 へ の 外 出 機 会
が 多 か っ た と 考 え ら れ る 。 チ ェ ッ ク さ れ た 回 数 と 外 出 段 階 を 基 に 算 出 し た 外
出 距 離 は 2 7 5 ( 1 1 7 - 3 2 1 ) で あ り 、 外 出 の 距 離 に は 個 人 差 が あ る も の の 、 概
ね 段 階 3 の 外 出 距 離 を 日 常 的 に 達 成 し て い た こ と が 伺 え る 。  
 さ ら に 、 各 P A 項 目 の 変 化 率 と 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト 各 項 目 記 入 率 と の 関
連 よ り 、 臥 位 時 間 と 外 出 段 階 4 、 外 出 段 階 3 + 4 と の 間 に 有 意 な 正 の 相 関
係 数 が 得 ら れ た が 、 段 階 4 は 歩 行 で の 外 出 で あ る こ と か ら 、 外 出 後 の 疲 労
か ら 臥 位 時 間 が 増 加 し て い た こ と が 考 え ら れ る 。 ま た 、 臥 位 時 間 と 外 出 段
階 5 と の 間 に 有 意 な 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た こ と よ り 、 移 動 の 際 に 車 を 使
用 し て い る こ と が 多 く 、 段 階 4 に 比 べ 身 体 的 疲 労 が 少 な い こ と 、 移 動 中 は
座 位 姿 勢 を 取 り 続 け る こ と が 日 中 の 臥 位 時 間 の 短 縮 に つ な が っ て い た の
で は な い か と 推 察 さ れ る 。  
 歩 数 と 外 出 段 階 3 と の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た こ と よ り 、 敷
地 外 の 近 隣 へ の 外 出 頻 度 が 歩 数 の 増 加 に 繋 が る こ と が 示 唆 さ れ た 。 今 回
介 入 に 用 い た 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト の 段 階 3 と 段 階 4 は 外 出 距 離 に よ っ て 分
け ら れ て い た が 、 対 象 者 自 身 が 外 出 距 離 を 正 確 に 把 握 す る こ と が 困 難 で
あ っ た こ と が 考 え ら れ る 。 ま た 、 今 回 の 対 象 者 の 歩 数 が 教 室 開 始 時 で
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1 0 , 8 9 5 ( 9 , 1 1 5 - 1 2 , 9 7 0 ) 、 教 室 終 了 時 で 1 1 , 5 2 6 ( 1 0 , 4 6 2 - 1 3 , 1 4 5 ) と 多 く 、
国 で 定 め ら れ た 目 標 値 の 男 性 9 , 2 0 0 歩 、 女 性 8 , 3 0 0 歩 を 大 き く 超 え て い
る 。 L e e は 、 ト レ ッ ド ミ ル 歩 行 と 3 日 間 の 自 由 生 活 に お け る 歩 数 に お い て 、
A c t i g r a p h G T 3 X ® と 他 の 歩 数 計 を 用 い て 比 較 し た と こ ろ 、 9 7 . 5 ％ の 歩 数 を
カ ウ ン ト し た と 報 告 し て い る ( L e e ,  J .  A . , 2 0 1 5 ) 。 ま た 、 K o r p a n は 、 3 5 名 の 高
齢 者 を 対 象 に A c t i g r a p h G T 3 X ® を 用 い て の 歩 数 精 度 を 評 価 し た と こ ろ 、 足
首 へ の 装 着 が 最 も 正 確 で あ る こ と を 報 告 し て い る ( K o r p a n ,  S .  M . , 2 0 1 4 ) 。
今 回 の 対 象 者 は 二 次 予 防 事 業 対 象 者 で あ っ た こ と か ら 、 デ ー タ の 抽 出 を
L o w  F r e q u e n c y  E x t e n s i o n モ ー ド で 行 っ た が 、 Y u r i  F e i t o は 、 L o w  
F r e q u e n c y  E x t e n s i o n モ ー ド で 測 定 さ れ た 歩 数 は 、 歩 数 計 で 測 定 さ れ た
歩 数 よ り も 3 4 ± 3 1 % 過 大 評 価 さ れ る こ と を 報 告 し て い る ( F e i t o ,  Y . , 2 0 1 3 ) 。
こ れ ら の こ と か ら も 、 歩 数 の デ ー タ を 用 い て P A 推 奨 値 と 比 較 す る に は 、 本 機
器 を 用 い た 更 な る 研 究 報 告 を 参 考 に す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。   
 今 回 作 成 し た 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト は 、 作 成 の 際 に L S A 質 問 紙 を 参 考 に
作 成 し た 。 し か し 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 と し た 際 に は 外 出 段 階 の
距 離 を 設 定 す る 際 、 対 象 の 身 体 機 能 や 周 辺 地 域 を 熟 知 し た 上 で 距 離 の
設 定 が 必 要 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 ま た 、 各 被 験 者 の 自 宅 か ら 半 径 距 離 で
可 視 化 し た も の を 配 布 し た が 、 外 出 に 伴 う 移 動 距 離 は 移 動 経 路 に よ り 半
径 距 離 に 準 じ た も の で は な く 、 移 動 距 離 を 予 測 す る の は 困 難 で あ る 。 こ れ ら
の こ と が 段 階 3 と 段 階 4 の 記 録 の 正 確 さ を 欠 く こ と に 繋 が っ て い る こ と は 否
定 で き ず 、 今 後 の 課 題 と さ れ る 。  
 S B と 外 出 段 階 1 、 段 階 1 + 2 の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た こ と
よ り 、 自 宅 内 、 敷 地 内 で 過 ご す 機 会 の 増 大 は S B の 拡 大 に 繋 が っ て い る こ
と 、 ま た 、 S B と 外 出 段 階 3 + 4 + 5 、 外 出 距 離 、 シ ー ト 記 入 率 と の 間 に 有 意 な
負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た こ と よ り 、 遠 方 に 外 出 す る こ と 、 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト
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へ の 記 入 率 を 高 め る こ と が S B の 短 縮 と 繋 が る こ と が 示 唆 さ れ る 結 果 と な っ
た 。 大 須 賀 は 、 二 次 予 防 事 業 高 齢 者 を 含 む 地 域 在 住 高 齢 者 8 0 2 名 を
対 象 に 、 S B と 5 回 立 ち 座 り 、 開 眼 片 脚 立 位 、 T U G の 3 項 目 で あ る 下 肢 パ
フ ォ ー マ ン ス テ ス ト と の 関 連 を 検 討 し た と こ ろ 、 1 日 あ た り の S B 時 間 が 短 い ほ
ど 下 肢 の パ フ ォ ー マ ン ス は 高 く 、 ま た 、 総 活 動 時 間 の 3 % に も 満 た な い
M V P A の 時 間 が 下 肢 パ フ ォ ー マ ン ス を 良 好 に 維 持 し て い く 上 で 重 要 な 指
標 で あ る こ と を 報 告 し て い る ( 大 須 賀 , 2 0 1 4 ) 。 本 研 究 の M V P A 時 間 も 短 時
間 で は あ る も の の 、 有 意 に 延 長 さ れ て い た こ と か ら 、 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ
ラ ム は 、 一 定 時 間 の M V P A の 確 保 が 難 し い 虚 弱 高 齢 者 の 下 肢 の パ フ ォ ー
マ ン ス を 維 持 す る 上 で 有 効 か も し れ な い 。  
 こ れ ら の こ と か ら 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に 介 護 予 防 事 業 を 運 営
す る 上 で の 戦 略 と し て 、 従 来 の プ ロ グ ラ ム の 提 供 と 、 在 宅 で の 外 出 を 促 進
す る プ ロ グ ラ ム の 双 方 に よ る サ ー ビ ス 提 供 が 重 要 で あ る と 思 わ れ る 。 ま た 、 外
出 マ ッ プ や 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト を 用 い て 外 出 を セ ル フ チ ェ ッ ク す る こ と 、 講 話
を 通 じ て 具 体 的 な M E T s 値 等 を 提 示 し な が ら 活 動 度 の 重 要 性 を 共 有 する
こ と は 不 活 動 時 間 の 短 縮 に お い て 重 要 で あ る と 思 わ れ る 。  
 本 研 究 の 限 界 と し て 、 対 象 地 域 が 限 定 さ れ て お り 、 ま た 対 象 も 少 な い こ と
か ら 、 現 段 階 で は 一 般 化 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ
ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 の 教 室 プ ロ グ ラ ム 内 用 は ほ ぼ 同 一 の 内 容 と し た が 、 細
部 に 関 し て は 同 一 と は 言 え な い 。  
 以 上 の 限 界 点 を ふ ま え 、 今 後 は 同 一 教 室 内 で ラ ン ダ ム に 割 り 付 け て 実 施
す る こ と が 求 め ら れ る 。  
 
3 - 1 0  小 括  
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 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム と し て 外 出
マ ッ プ 、 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト 、 活 動 度 に 関 す る 講 話 を 取 り 入 れ た 本 研 究 の
介 護 予 防 教 室 で は 、 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 に お い て S B 時 間 の 短 縮 、 中 等 度
強 度 の 運 動 時 間 と M V P A 時 間 の 短 縮 が 認 め ら れ た 。 二 次 予 防 事 業 対 象
者 の 活 動 度 低 下 を 予 防 す る た め に は 、 従 来 の 運 動 器 機 能 に 特 化 し た プ ロ
グ ラ ム 提 供 の み で は な く 、 在 宅 生 活 に お け る P A に 焦 点 を 合 わ せ た プ ロ グ ラ
ム の 検 討 ・ 提 供 が 必 要 で あ り 、 今 回 用 い た 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム は
P A の 改 善 に お い て 効 果 的 で あ っ た と 思 わ れ る 。  
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第 ４章      
総  括  
 
 
 
第 1 節  総 合 的 考 察  
 
 本 研 究 は 、 地 域 在 住 虚 弱 高 齢 者 対 象 に し た 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー を 用
い た 客 観 的 な P A の 測 定 と 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に し た 介 護 予
防 教 室 に お い て 、 外 出 を 主 体 と し た 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム に よ る 介
入 の も と 、 以 下 の 3 点 を 明 ら か に し た 。  
 
1 ) 要 支 援 1 、 2 の 在 宅 生 活 高 齢 者 を 対 象 に し た 、 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー
( A - M E S ® ) を 用 い て の 日 常 生 活 に お け る 活 動 状 態 の 把 握 を P A を 用 い て 行
う こ と が で き る か 検 討 し た 結 果 、 活 動 を 定 量 的 に 評 価 す る こ と が 可 能 で あ り 、
本 人 の 自 覚 が 困 難 な P A の 減 少 を 早 期 に 発 見 で き る 可 能 性 が 示 唆 さ れ
た 。  
 
2 ) 同 様 に 、 日 中 に お け る 座 位 姿 勢 の 保 持 や 臥 位 時 間 の 短 縮 な ど 、 姿 勢
変 換 の 機 会 の 減 少 を 補 う プ ロ グ ラ ム の 検 討 と 提 供 が 身 体 機 能 や P A の 低
下 を 予 防 す る 可 能 性 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
 
3 ) 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 に し た 介 護 予 防 教 室 に お い て 、 在 宅 生 活
に お け る 外 出 を 手 段 と し た 外 出 マ ッ プ 、 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト 、 活 動 度 に 関 す
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る 講 話 を 取 り 入 れ た 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し 、 介 入 群 と 対 照
群 （ 通 常 の 介 護 予 防 教 室 ） の 比 較 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 S B 時 間 の 有
意 な 短 縮 、 中 等 度 強 度 の 運 動 時 間 と M V P A 時 間 の 有 意 な 延 長 が 認 め ら
れ た こ と か ら 、 本 介 入 は 在 宅 生 活 に お け る P A を 拡 大 し 、 身 体 不 活 動 時 間
の 短 縮 に つ な が っ た と 考 え る 。 ま た 、 S B と 外 出 段 階 3 + 4 + 5 、 外 出 距 離 、 シ
ー ト 記 入 率 と の 間 に 有 意 な 負 の 相 関 係 数 が 得 ら れ た こ と よ り 、 遠 方 に 外 出
す る こ と 、 外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト へ の 記 入 率 を 高 め る こ と が S B の 短 縮 と 繋 が る
こ と が 示 唆 さ れ た 。 二 次 予 防 事 業 対 象 者 の 活 動 度 低 下 を 予 防 す る た め に
は 、 従 来 の 運 動 器 機 能 に 特 化 し た プ ロ グ ラ ム 提 供 の み で は な く 、 在 宅 生 活
に お け る P A に 焦 点 を 合 わ せ た プ ロ グ ラ ム の 検 討 ・ 提 供 が 必 要 で あ る 。 こ れ ら
の こ と か ら も 、 今 回 介 入 に 用 い た 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム は P A の 改 善
に お い て 効 果 的 で あ っ た と 思 わ れ る  
 
第 2 節  本 研 究 の 限 界  
 第 2 章 で 実 施 し た 身 体 活 動 と F I M と の 関 連 調 査 は 、 横 断 研 究 で あ り 時
間 の 要 素 が 含 ま れ て い な い 。 そ の た め 、 因 果 関 係 を 検 討 す る の に は 適 さ ず 、
関 連 性 の 議 論 し か で き な い 。 第 3 章 の 介 入 研 究 に お い て は 、 茨 城 県 の 1
地 域 の 二 次 予 防 事 業 対 象 者 を 対 象 と し た 結 果 で あ り 、 ま た 、 対 象 者 も 少
数 で あ る こ と か ら 、 現 段 階 で は 一 般 化 す る こ と は 困 難 で あ る 。 ま た 、 活 動 度
拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 の 教 室 プ ロ グ ラ ム 内 用 は ほ ぼ 同 一 の
内 容 と し た が 、 細 部 に 関 し て は 同 一 と は 言 え な い 。  
 
第 3 節  今 後 の 課 題  
 今 回 の 研 究 対 象 地 域 は 農 村 地 で あ っ た 。 今 後 の 課 題 と し て 、 都 市 部 を
含 め た 複 数 の 地 域 在 住 高 齢 者 を 対 象 に 実 施 す る と と も に 、 縦 断 的 に 検 討
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す る こ と が 必 要 で あ る 。 さ ら に 、 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 提 供 に お け る 身
体 活 動 と 生 活 範 囲 の 関 係 に お い て は 、 更 に 対 象 者 を 増 や し て 前 向 き に 検
討 し て い き た い 。 介 入 研 究 に お い て 、 同 一 教 室 プ ロ グ ラ ム 内 で の 検 討 が 必
要 で あ り 、 ラ ン ダ ム に 割 り 付 け た 条 件 で の 検 討 が 望 ま れ る 。 ま た 、 二 次 予 防
事 業 を 統 括 し て い る 行 政 機 関 と の 連 携 を 密 に し 、 対 象 者 の 生 活 基 盤 で あ
る 地 域 社 会 も 含 め る た 検 討 が 必 要 で あ る 。 こ れ ら の こ と を ふ ま え 、 外 出 に 対
す る 明 確 な 目 標 設 定 も 視 野 に 入 れ て の 外 出 プ ロ グ ラ ム を 検 討 し て い き た
い 。  
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大 藏 倫 博 ： 地 域 在 住 高 齢 者 の 身 体 活 動 量 は 外 出 形 態 ， 抑 う つ 度 ， ソ
ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク と 関 連 す る か ― 余 暇 活 動 ， 家 庭 内 活 動 ， 仕 事 関
連 活 動 に 基 づ く 検 討 ― ． 日 老 医 誌 、 4 8 : 5 1 6 - 5 2 3 、 2 0 1 1  
・ 中 江 秀 幸 、  相 馬 正 之 、  村 田  伸 ： 虚 弱 高 齢 者 の 歩 行 能 力 と 身 体
活 動 量 の 特 徴 ～ 脳 卒 中 片 麻 痺 患 者 と の 比 較 か ら ～ ． J a p a n e s e  
J o u r n a l  o f  H e a l t h  P r o m o t i o n  a n d  P h y s i c a l  T h e r a p y 、 ( 2 ) 4 : 1 6 9 - 1 7 3 、
2 0 1 2  
・ 永 山  寛 、 木 村 靖 夫 、 嶋 田 美 恵 子 、 中 川 直 樹 、 西 牟 田 守 、 大 橋 正
春 、 宮 崎 秀 夫 、 浜 岡 隆 文 、 吉 武  裕 ： 地 方 都 市 在 住 高 齢 者 に お け る
日 常 生 活 で の 歩 数 と 体 力 の 関 係 ． 体 力 科 学 、 5 7 ： 1 5 1 - 1 6 2 、 2 0 0 8  
・ 能 村 友 紀 、 二 木 淑 子 ： 在 宅 要 介 護 高 齢 者 に お け る 床 上 動 作 能 力 と
転 倒 恐 怖 感 の 因 果 関 係 の 推 定 ． 作 業 療 法 、 3 0 ( 2 ) ： 1 5 8 - 1 6 5 、 2 0 1 1  
・ 原 田 和 宏 、 島 田 裕 之 、 P a t r i c i a  S a w y e r 、 浅 川 康 吉 、 二 瓶 健 司 、 金
谷 さ と み 、 古 名 丈 人 、 石 崎 達 郎 、 安 村 誠 司 ： 介 護 予 防 事 業 に 参 加 し
た 地 域 高 齢 者 に お け る 生 活 空 間 ( l i f e - s p a c e ) と 点 数 化 評 価 の 妥 当 性
の 検 討 ． 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌 、 5 7 ( 7 ) : 5 2 6 - 5 3 7 、 2 0 1 0  
・ 平 瀬 達 哉 、 井 口  茂 、 塩 塚  順 、 中 原 和 美 、 松 坂 誠 應 ： 高 齢 者 に お
け る バ ラ ン ス 能 力 と 下 肢 筋 力 と の 関 連 性 に つ い て ― 性 差 ・ 年 齢 ・ 老 健
式 活 動 能 力 指 標 別 で の 検 討 ― ． 理 学 療 法 学 、 2 3 ( 5 ) ： 6 4 1 - 6 4 6 、 2 0 0 8  
・ 福 尾 実 人 、 田 中  聡 、 大 田 尾 浩 ： 地 域 在 住 高 齢 者 に お け る 階 段 昇
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降 動 作 が 運 動 機 能 と 活 動 量 ・ 心 肺 機 能 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て ． 理 学
療 法 科 学 、 2 9 ( 5 ) : 7 9 3 - 7 9 7 、 2 0 1 4  
・ 藤 田 好 彦 、 堀 田 和 司 、 岩 崎 也 生 子 、 白 石 英 樹 、 稲 田 晴 彦 、 奥 野 純
子 、 柳  久 子 ： 虚 弱 高 齢 者 に お け る 注 意 機 能 と 身 体 機 能 と の 関 連 の
検 討 ． 茨 城 県 立 医 療 大 学 紀 要 、 1 9 : 8 3 - 9 1 、 2 0 1 4  
・ 藤 田 好 彦 、 高 田  祐 、 久 保 田 智 洋 、 堀 田 和 司 、 中 村 茂 美 、 奥 野 純
子 、 柳  久 子 ： 生 活 活 動 度 計 ( A - M E S ) を 用 い た 地 域 在 住 虚 弱 高 齢
者 の 生 活 活 動 度 の 検 討 ． 日 本 プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 連 合 学 会 誌 、
3 7 ( 3 ) : 2 1 2 - 2 1 8 、 2 0 1 4  
・ 三 ツ 石 泰 大 、 角 田 憲 治 、 甲 斐 裕 子 、 北 濃 成 樹 、 辻  大 士 、 尹  之 恩 、
尹  智 暎 、 金  泰 浩 、 大 蔵 倫 博 ： 地 域 在 住 女 性 高 齢 者 の 運 動 指 導 ボ
ラ ン テ ィ ア と し て の 活 動 が 身 体 機 能 と 認 知 機 能 に 与 え る 影 響 ． 体 力 科
学 、 6 2 ( 1 ) : 7 9 - 8 6 、 2 0 1 3  
・ 宮 本 謙 三 、 竹 林 秀 晃 、 島 村 千 春 、 井 上 佳 和 、 宅 間  豊 、 宮 本 祥 子 、
岡 部 孝 生 ： 介 護 予 防 を 目 的 と し た 運 動 教 室 の 展 開 - 小 規 模 自 治 体 か
ら の 実 践 報 告 - ． 理 学 療 法 学 、 3 2 ( 6 ) : 3 8 4 - 3 8 8 、 2 0 0 5  
・ 元 吉  明 、 明 﨑 禎 輝 、 津 野 良 一 、 濱 窪  隆 、 福 島 美 鈴 、 谷 岡 博 人 、
野 村 卓 生 、 佐 藤  厚 ： 地 域 高 齢 者 の 運 動 行 動 を 促 す 運 動 プ ロ グ ラ ム
の 考 案 ― 安 芸 の 元 気 体 操 の 効 果 ― ． 理 学 療 法 学 、 2 5 ( 5 ) ： 7 9 1 - 7 9 5 、
2 0 1 0  
・ 柳 本 有 二 、 戎 利  光 、 波 多 野 義 郎 、 佐 藤 祐 造 ： 女 性 高 齢 ケ ア ハ ウ ス
入 居 者 に お け る 日 常 歩 行 活 動 の 構 成 要 素 ． 体 力 科 学 、 4 6 ： 4 8 9 - 5 0 0 、
1 9 9 7  
・ 山 永 裕 明 、 野 尻 晋 一 、 中 西 亮 二 、 桂  賢 一 、 渡 邊  進 、 米 満 弘 之 ：
介 護 保 険 下 の 脳 卒 中 維 持 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ． リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 学 、
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4 2 ： 5 8 - 7 1 、 2 0 0 5  
・ 渡 辺 博 史 、 飯 田  晋 、 小 林 貴 子 、 古 賀 良 生 、 田 中 正 栄 、 加 藤 幸 弘 、
岡 部 修 一 ： 高 齢 者 の 筋 肉 量 の 推 定 ． ス ポ ー ツ 障 害 、 1 1 ： 1 - 3 、 2 0 0 6  
・ 老 年 医 学 テ キ ス ト ： 日 本 老 年 医 学 会 編 集 . M E D I C A L  V I E W . 2 0 0 8  
・ A c t i g r a p h  研 究 デ ー タ ベ ー ス  
w w w . a c t i g r a p h c o r p . c o m / c a t e g o r y / r e s e a r c h - d a t a b a s e / n h a n e s /  
・ 運 動 器 の 機 能 向 上 マ ニ ュ ア ル ( 改 訂 版 ) ,  
h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / t o p i c s / 2 0 0 9 / 0 5 / d l / t p 0 5 0 1 - 1 d . p d f  
・ 介 護 予 防 マ ニ ュ ア ル ( 改 訂 版 : 平 成 2 4 年 3 月 )  
   h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / t o p i c s / 2 0 0 9 / 0 5 / t p 0 5 0 1 - 1 . h t m l  
・ 慶 応 義 塾 大 学 医 学 部 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 学 教 室  F I M 早 見 表  
h t t p : / / w w w . k e i o - r e h a . c o m / A D L / f i m _ h a y a m i _ t o p . h t m l  
・ 健 康 づ く り の た め の 運 動 指 針 2 0 0 6  
h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / b u n y a / k e n k o u / u n d o u 0 1 / p d f / d a t a . p d f    
・ 健 康 の た め の 身 体 活 動 に 関 す る 国 際 勧 告 （ W H O ） 日 本 語 版
h t t p : / / w w w 0 . n i h . g o . j p / e i k e n / p r o g r a m s / k e n z o 2 0 1 2 0 3 0 6 . p d f  
・ 厚 生 労 働 省  健 康 日 本 2 1 ( 身 体 活 動 ・ 運 動 , 2 0 1 3 )  
h t t p : / / w w w 1 . m h l w . g o . j p / t o p i c s / k e n k o 2 1 _ 1 1 / b 2 . h t m l  
・ 厚 生 労 働 省  国 民 生 活 基 礎 調 査  世 帯 構 造 及 び 世 帯 累 計 の 状 況
（ 2 0 1 3 ）  
h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / t o u k e i / s a i k i n / h w / k - t y o s a / k - t y o s a 1 0 / 1 -
1 . h t m l  
・ 厚 生 労 働 省  老 健 局  1 1 . 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 考 え 方  
h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / t o p i c s / 2 0 0 7 / 0 3 / d l / t p 0 3 1 3 - 1 a - 1 1 . p d f  
・ 厚 生 労 働 省  老 健 局  2 0 1 5 年 の 高 齢 者 介 護    
 83 
 
 h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / t o p i c s / k a i g o / k e n t o u / 1 5 k o u r e i / 3 . h t m l  
・ 高 齢 社 会 白 書 （ 高 齢 化 の 状 況 ）  
h t t p : / / w w w 8 . c a o . g o . j p / k o u r e i / w h i t e p a p e r / w - 2 0 1 5 / h t m l / g a i y o u
/ s 1 _ 2 _ 1 . h t m l  
・ 内 閣 府 ： 平 成 2 3 年 版  高 齢 社 会 白 書 ( 概 要 版 )  
h t t p : / / w w w 8 . c a o . g o . j p / k o u r e i / w h i t e p a p e r / w - 2 0 1 1 / g a i y o u / 2 3 i n d
e x g . h t m l  
・ Á v i l a - F u n e s ,  J .  A . ,  P i n a - E s c u d e r o ,  S .  D . ,  A g u i l a r - N a v a r r o ,  S . ,  
G u t i e r r e z - R o b l e d o ,  L .  M . ,  R u i z - A r r e g u i ,  L .  ,  A m i e v a ,  H .  ( 2 0 1 1 )   
C o g n i t i v e  i m p a i r m e n t  a n d  l o w  p h y s i c a l  a c t i v i t y  a r e  t h e  
c o m p o n e n t s  o f  f r a i l t y  m o r e  s t r o n g l y  a s s o c i a t e d  w i t h  d i s a b i l i t y .  
T h e  J o u r n a l  o f  N u t r i t i o n  h e a l t h  &  a g i n g ,  V o l .  1 5 ,  N o ,  8 ,  p p .  
6 8 3 - 6 8 9 .  
・ A d r i a n ,  E .  B . ,  B a r b a r a ,  E .  A . ,  J a m e s ,  S . ,  M a r i a ,  H . ,  C o r a ,  L .  C . ,  
F o n i a ,  B .  ( 2 0 1 1 )  T h e  d e s c r i p t i v e  e p i d e m i o l o g y  o f  s i t t i n g  A  
2 0 - c o u n t r y  c o m p a r i s o n  u s i n g  t h e  I n t e r n a t i o n a l  P h y s i c a l  A c t i v i t y  
Q u e s t i o n n a i r e （ I P A Q ） .  A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  P r e v e n t i v e  m e d i c i n e ,  
V o l .  4 1 ,  p p . 2 2 8 - 2 3 5 .   
・ B a k e r ,  P .  S . ， B o d n e r ,  E .  V . ，  A l l m a n ,  R .  M .  ( 2 0 0 3 )  M e a s u r i n g  
l i f e - s p a c e  m o b i l i t y  i n  c o m m u n i t y - d u r i n g  o l d e r  a d u l t s ． J o u r n a l  o f  
t h e  A m e r i c a n  G e r i a t r i c s  S o c i e t y ,  V o l .  5 1 ,  p p . 1 6 1 0 - 1 6 1 4 .   
・ B a s t e r r a - G o r t a r i ,  F .  J . ,  B e s - R a s t r o l l o ,  M . ,  G e a ,  A . ,  N u n e z -  
C o r d o b a ,  J .  M . ,  T o l e d o ,  E . ,  M a r t i n e z - G o n z a l e z ,  M .  A .  ( 2 0 1 4 )  
T e l e v i s i o n  v i e w i n g ,  c o m p u t e r  u s e ,  t i m e  d r i v i n g  a n d  a l l - c a u s e  
m o r t a l i t y :  t h e  S U N  c o h o r t .  J o u r n a l  o f  t h e  A m e r i c a n  H e a r t  
 84 
 
A s s o c i a t i o n .  V o l .  3 ,  N o ,  3 ,  p p . 1 - 8 .   
・ B l o d g e t t ,  J . ,  T h e o u ,  O . ,  K i r k l a n d ,  S . ,  A n d r e o u ,  P . ,  R o c k w o o d ,  K .  
( 2 0 1 5 )  T h e  a s s o c i a t i o n  b e t w e e n  s e d e n t a r y  b e h a v i o u r ,  m o d e r a t e  
v i g o r o u s  p h y s i c a l  a c t i v i t y  a n d  f r a i l t y  i n  N H A N E S  c o h o r t s .  T h e  
E u r o p i a n  M e n o p a u s e  J o u r n a l  M a t u r i t a s .  V o l .  8 0 .  N o ,  2 ,  p p . 1 8 7 -  
1 9 1 .  
・ C h i ,  P .  W . ,  X i f e n g ,  W .  ( 2 0 1 2 )  S t r e s s i n g  h a r m s  o f  p h y s i c a l  
i n a c t i v i t y  t o  p r o m o t e  e x e r c i s e .  T h e  L a n c e t .  V o l . 3 8 0 ,  N o , 9 8 3 8 ,  
p p . 1 9 2 - 1 9 3 .  
・C e s a r i ,  M . ,  V e l l a s ,  B . ,  H s u ,  F .  C . ,  N e w m a n ,  A .  B . ,  D o s s ,  
H . ,  K i n g ,  A .  C . ,  M a n i n i ,  T .  M . ,  C h u r c h ,  T . ,  G i l l ,  T .  M . ,  M i l l e r ,  
M .  E . ,  P a h o r ,  M .  ( 2 0 1 5 )  A  p h y s i c a l  a c t i v i t y  i n t e r v e n t i o n  t o  t r e a t  
t h e  f r a i l t y  s y n d r o m e  i n  o l d e r  p e r s o n s - r e s u l t s  f r o m  t h e  L I F E - P  
s t u d y . J o u r n a l  o f  G e r o n t o l o g y  B i o l o g i v a l  S c i e n c e s ,  V o l .  7 0 ,  N o ,  2 ,  
p p . 2 1 6 - 2 2 2 .  
・ D i n g ,  D . ,  K l a u s ,  G . ,  P h i l a y r a t h ,  P . ,  A d r i a n ,  E .  B . ,  D a f n a ,  M .  
( 2 0 1 4 )  D r i v i n g :  A  R o a d  t o  U n h e a l t h y  L i f e s t y l e s  a n d  P o o r  H e a l t h  
o u t c o m e s .  J o u r n a l  o f  p o n e ,  V o l .  9 ,  N o ,  6 ,  p p . 1 - 5 .   
・ E l l e n ,  F .  B . ,  K e n n e t h ,  B .  S . ,  A l i ,  A .  E . ,  K a r e n ,  S t e g e r .  M . ,  
M a r y b e t h ,  B . ,  D a v i d ,  R .  S . ,  K e v i n ,  E .  Y . ,  J o h n ,  O .  H .  ( 2 0 0 2 )  
E f f e c t s  o f  e x e r c i s e  t r a i n i n g  o n  f r a i l t y  i n  c o m m u n i t y - d w e l l i n g  o l d e r  
a d u l t s :  R e s u l t s  o f  a  r a n d o m i z e d ,  c o n t r o l l e d  t r i a l .  J o u r n a l  o f  t h e  
A m e r i c a n  G e r i a t r i c s  S o c i e t y .  V o l .  5 0 ,  N o ,  1 2 ,  p p . 1 9 2 1 - 1 9 2 8 .  
・ F e i t o ,  Y . ,  G a r n e r ,  H .  R . ,  B a s s e t t ,  D .  R .  ( 2 0 1 5 )  E v a l u a t i o n  o f  
A c t i g r a p h ' s  l o w  f r e q u e n c y  f i l t e r  i n  l a b o r a t o r y  a n d  f r e e - l i v i n g  
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e n v i r o n m e n t s .  M e d i c i n e  a n d  S c i e n c e  i n  S p o r t s  E x e r c i s e .  V o l .  4 7 ,  
N o ,  1 ,  p p . 2 1 1 - 2 1 7 .  
・ F r e e d s o n ,  P . S . ,  M e l a n s o n ,  E . ,  S i r a r d ,  J .  ( 1 9 9 8 )  C a l i b r a t i o n  o f  
t h e  C o m p u t e r  S c i e n c e  a n d  A p p l i c a t i o n s ,  I n c .  a c c e l e r o m e t e r .  
M e d i c i n e  &  S c i e n c e  i n  S p o r t s  &  E x e r c i s e .  V o l . 3 0 ,  N o ,  5 ,  
p p . 7 7 7 - 7 8 1 .  
・ F o l s t e i n ,  M .  F . ，  F o l s t e i n ,  S .  E .  ( 1 9 7 5 )  “ M i n i - m e n t a l  s t a t e ”  A  
p r a c t i c a l  m e t h o d  f o r  g r a d i n g  t h e  c o g n i t i v e  s t a t e  o f  p a t i e n t s  f o r  
t h e  c l i n i c i a n ． J o u r n a l  o f  P s y c h i a t r i c  R e s e a r c h ． V o l .  1 2 ,  
p p . 1 8 9 - 1 9 8 .  
・ G a r c i a ,  F .  J . ,  G u t i e r r e z ,  A .  G . ,  A l f a r o - A c h a ,  A . ,  A m o r -  A n d r e s ,  
M .  S . ,  D e  L o s  A . ,  D e  L a  T o r r e  L .  M . ,  E s c r i b a n o  A p a r i c i o ,  M .  V . ,  
H u m a n e s ,  A .  S . ,  L a r r i o n  Z u g a s t i ,  J .  L . ,  G o m e z - S e r r a n i l l o  R .  M . ,  
R o d r i g u e z ,  A .  F . ,  R o d r i g u e z ,  M .  L .  ( 2 0 1 1 )  T h e  p r e v a l e n c e  o f  
f r a i l t y  s y n d r o m e  i n  a n  o l d e r  p o p u l a t i o n  f r o m  S p a i n .  T h e  T o l e d o  
S t u d y  f o r  H e a l t h y  A g i n g .  T h e  J o u r n a l  o f  N u t r i t i o n  H e a l t h  a n d  
A g i n g .  V o l .  1 5 .  N o ,  1 0 ,  p p . 8 5 2 - 8 5 6 .  
・ G e r a e d t s ,  H .  A . ,  Z i j l s t r a ,  W . ,  Z h a n g ,  W . ,  B u l s t r a ,  S . ,  S t e v e n s ,  
M .  2 0 1 4 )  A d h e r e n c e  t o  a n d  e f f e c t i v e n e s s  o f  a n  i n d i v i d u a l l y  
t a i l o r e d  h o m e - b a s e d  e x e r c i s e  p r o g r a m  f o r  f r a i l  o l d e r  a d u l t s ,  
d r i v e n  b y  m o b i l i t y  m o n i t o r i n g :  d e s i g n  o f  a  p r o s p e c t i v e  c o h o r t  
s t u d y .  B i o  M e d  C e n t r a l  P u b l i c  H e a l t h .  V o l .  1 4 ,  p p . 1 - 7 .  
・ G i n é - G a r r i g a ,  M . ,  G u e r r a ,  M . ,  P a g è s ,  E . ,  M a n i n i ,  T .  M . ,  J i m é n e z ,  
R . ,  U n n i t h a n ,  V .  B .  ( 2 0 1 0 )  T h e  e f f e c t  o f  f u n c t i o n a l  c i r c u i t  
t r a i n i n g  o n  p h y s i c a l  f r a i l t y  i n  f r a i l  o l d e r  a d u l t s :  a  r a n d o m i z e d  
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c o n t r o l l e d  t r i a l .  J o u r n a l  o f  A g i n g  a n d  P h y s i c a l  A c t i v i t y .  V o l .  1 8 .  
N o ,  4 ,  p p . 4 0 1 - 4 2 4 .  
・ G o r a n ,  M .  I . ,  P o e h l m a n ,  E .  T .  ( 1 9 9 2 )  T o t a l  e n e r g y  e x p e n d i t u r e  
a n d  e n e r g y  r e q u i r e m e n t s  i n  h e a l t h y  e l d e r l y  p e r s o n s .  M e t a b o l i s m .  
V o l .  4 1 .  p p . 7 4 4 - 7 5 3 . 1 9 9 2  
・ H e l b o s t a d ,  J .  L . ,  S l e t v o l d ,  O . ,  M o e - N i l s s e n ,  R .  ( 2 0 0 4 )  H o m e  
t r a i n i n g  w i t h  a n d  a d d i t i o n a l  g r o u p  t r a i n i n g  i n  p h y s i c a l l y  f r a i l  o l d  
p e o p l e  l i v i n g  a t  h o m e :  e f f e c t  o n  h e a l t h - r e l a t e d  q u a l i t y  o f  l i f e  a n d  
a m b u l a t i o n .  C l i n i c a l  R e h a b i l i t a t i o n .  V o l .  1 8 .  N o ,  5 ,  p p . 4 9 8 - 5 0 8 .  
・ I z a w a ,  S . ,  E n o k i ,  H . ,  H i r a k a w a ,  Y . ,  I w a t a ,  M . ,  H a s e g a w a ,  J . ,  
I g u c h i ,  A . ,  K u z u y a ,  M .  ( 2 0 1 0 )  T h e  l o n g i t u d i n a l  c h a n g e  i n  
a n t h r o p o m e t r i c  m e a s u r e m e n t s  a n d  t h e  a s s o c i a t i o n  w i t h  p h y s i c a l  
f u n c t i o n  d e c l i n e  i n  J a p a n e s e  c o m m u n i t y - d w e l l i n g  f r a i l  e l d e r l y .  
B r i t i s h  J o u r n a l  o f  N u t r i t i o n .  V o l .  1 0 3 .  N o ,  2 ,  p p . 2 8 9 - 2 9 4 .  
・ J a c o b s ,  J .  M . ,  C o h e n ,  A . ,  E i n - M o r ,  E . ,  M a a r a v i ,  Y . ,  S t e s s m a n ,  J .  
( 2 0 1 1 )  F r a i l t y ,  c o g n i t i v e  i m p a i r m e n t  a n d  m o r t a l i t y  a m o n g  t h e  
o l d e s t  o l d .  T h e  J o u r n a l  o f  N u t r i t i o n  H e a l t h  a n d  A g i n g .  V o l .  1 5 .  N o ,  
8 ,  p p . 6 7 8 - 6 8 2 .   
・ L o p r i n z i ,  P .  D . ,  L e e ,  H . ,  C a r d i n a l ,  B .  J .  ( 2 0 1 5 )  E v i d e n c e  t o  
s u p p o r t  i n c l u d i n g  l i f e s t y l e  l i g h t - i n t e n s i t y  r e c o m m e n d a t i o n s  i n  
p h y s i c a l  a c t i v i t y  g u i d e l i n e s  f o r  o l d e r  a d u l t s .  A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  
H e a l t h  P r o m o t i o n .  V o l .  2 9 .  N o ,  5 ,  p p . 2 7 7 - 2 8 4 .  
・ K o r p a n ,  S .  M . ,  S c h a f e r ,  J .  L . ,  W i l s o n ,  K .  C . ,  W e b b e r ,  S .  C .  
( 2 0 1 4 )  E f f e c t  o f   A c t i G r a p h  G T 3 X +  p o s i t i o n  a n d  l g o r i t h m  c h o i c e  
o n  s t e p  c o u n t  a c c u r a c y  i n  o l d e r  a d u l t s .  J o u n a l  o f  A g i n g  a n d  
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P h y s i c a l  A c t i v i t y .  V o l .  2 3 .  N o ,  3 ,  p p . 3 7 7 - 3 8 2 .  
・ L e e ,  J .  A . ,  W i l l i a m s ,  S .  M . ,  B r o w n ,  D .  D . ,  L a u r s o n ,  K .  R .  ( 2 0 1 4 )  
C o n c u r r e n t  v a l i d a t i o n  o f  t h e  A c t i g r a p h  g t 3 x + ,  P o l a r  A c t i v e  
a c c e l e r o m e t e r ,  O m r o n  H J - 7 2 0  a n d  Y a m a x  D i g i w a l k e r  S W - 7 0 1  
p e d o m e t e r  s t e p  c o u n t s  i n  l a b - b a s e d  a n d  f r e e - l i v i n g  s e t t i n g s .  
J o u r n a l  o f  S p o r t s  S c i e n c e s .  V o l .  3 3 .  N o ,  1 0 ,  p p . 9 9 1 - 1 0 0 0 .  
・ L e e ,  Y . ,  K i m ,  J . ,  H a n ,  E .  S . ,  R y u ,  M . ,  C h o ,  Y . ,  C h a e ,  S .  ( 2 0 1 4 )  
F r a i l t y  a n d  b o d y  m a s s  i n d e x  a s  p r e d i c t o r s  o f  3 - y e a r  m o r t a l i t y  i n  
o l d e r  a d u l t s  l i v i n g  i n  t h e  c o m m u n i t y .  G e r o n t o l o g y .  V o l .  6 0 .  N o ,  6 ,  
p p . 4 7 5 - 4 8 2 .   
・ O t a ,  A . ,  Y a s u d a ,  N . ,  H o r i k a w a ,  S . ,  F u j i m u r a ,  T . ,  O h a r a ,  H .  
( 2 0 0 7 )  D i f f e r e n t i a l  e f f e c t s  o f  p o w e r  r e h a b i l i t a t i o n  o n  p h y s i c a l  
p e r f o r m a n c e  a n d  h i g h e r - l e v e l  f u n c t i o n a l  c a p a c i t y  a m o n g  
c o m m u n i t y - d w e l l i n g  o l d e r  a d u l t s  w i t h  a  s l i g h t  d e g r e e  o f  f r a i l t y .  
J o u n a l  o f  E p i d e m i o l o g y .  V o l .  1 7 .  N o ,  2 ,  p p . 6 1 - 6 7 .  
・ O t t e n ,  J .  J . ,  J o n e s ,  K .  E . ,  L i t t e n b e r g ,  B . ,  H a r v e y - B e r i n o ,  J .  
( 2 0 0 9 )  E f f e c t s  o f  t e l e v i s i o n  v i e w i n g  r e d u c t i o n  o n  e n e r g y  i n t a k e  
a n d  e x p e n d i t u r e  i n  o v e r w e i g h t  a n d  o b e s e  a d u l t s  a  r a n d o m i z e d  
c o n t r o l l e d  t r i a l .  A r c h i v e s  o f  I n t e r n a l  M e d i c i n e .  V o l .  1 6 9 .  
p p . 2 1 0 9 - 2 1 1 5 .   
・ P a m e l a ,  D . ,  R i c h a r d ,  H .  ( 2 0 1 2 )  R e t h i n k i n g  o u r  a p p r o a c h  t o  
p h y s i c a l  a c t i v i t y .  T h e  L a n c e t .  V o l . 3 8 0 .  p p . 1 8 9 - 1 9 0 .  
・ R a n t a n e n ,  T . ,  P o r t e g i j s ,  E . ,  V i l j a n e n ,  A . ,  E r o n e n ,  J . ,  S a a j a n a h o ,  
M . ,  T s a i ,  L .  T . ,  K a u p p i n e n ,  M . ,  P a l o n e n ,  E .  M . ,  S i p i l ä ,  S . ,  
I w a r s s o n ,  S . ,  R a n t a k o k k o ,  M .  ( 2 0 1 2 )  I n d i v i d u a l  a n d  e n v i r o n m e n t a l  
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f a c t o r s  u n d e r l y i n g  l i f e  s p a c e  o f o l d e r  p e o p l e e  s t u d y  p r o t o c o l  a n d  
d e s i g n  o f  a  c o h o r t  s t u d y  o n  l i f e - s p a c e  m o b i l i t y  i n  o l d  a g e ( L I S P E ) .  
B i o  M e d  C e n t r a l  P u b l i c  H e a l t h .  V o l .  1 2 .  p p . 1 0 1 8 - 1 0 3 5 .   
・ R h i a n ,  E .  E . ,  H e n r i e t t a ,  O .  F . ,  S t e p h a n i e ,  A .  S .  ( 2 0 1 2 )  P o i n t - o f  
c h o i c e  p r o m p t s  t o  r e d u c e  s i t t i n g  t i m e  a t  w o r k  - A  r a n d o m i z e d  t r i a l .  
A m e r i c a n  J o u r n a l  o f  P r e v e n t i v e  M e d i c i n e .  V o l .  4 3 ,  p p . 2 9 3 - 2 9 7 .  
・ R o b e r t s o n ,  D .  A . ,  S a v v a ,  G .  M . ,  C o e n ,  R .  F . ,  K e n n y ,  R .  A .  
( 2 0 1 4 )  C o g n i t i v e  f u n c t i o n  i n  t h e  p r e f r a i l t y  a n d  f r a i l t y  s y n d r o m e .  
J o u r n a l  o f  t h e  A m e r i c a n  G e r i a t r i c  S o c i e t y .  V o l .  6 2 .  N o ,  1 1 ,  p p .  
2 1 1 8 - 2 1 2 4 .  
・ S a s a k i ,  J .  E . ,  J o h n ,  D . ,  F r e e d s o n ,  P .  S .  ( 2 0 1 1 )  V a l i d a t i o n  a n d  
c o m p a r i s i o n  o f  A c t i g r a p h  a c t i v i t y  m o n i t o r s .  J o u r n a l  o f  S c i e n c e  
a n d  M e d i c i n e  i n  S p o r t .  V o l .  1 4 .  p p . 4 1 1 - 4 1 6 .  
・ S c h o o n ,  Y . ,  B o n g e r s ,  K . ,  V a n  K e m p e n ,  J . ,  M e l i s ,  R . ,  O l d e  
R i k k e r t ,  M .  ( 2 0 1 4 )  G a i t  s p e e d  a s  a  t e s t  f o r  m o n i t o r i n g  f r a i l t y  i n  
c o m m u n i t y - d w e l l i n g  o l d e r  p e o p l e  h a s  t h e  h i g h e s t  d i a g n o s t i c  v a l u e  
c o m p a r e d  t o  s t e p  l e n g t h  a n d  c h a i r  r i s e .  E u r o p i a n  J o u r n a l  o f  
P h y s i c a l  a n d  R e h a b i l i t a t i o n  M e d i c i n e .  V o l .  5 0 .  N o ,  6 ,  p p . 6 9 3 -  
7 0 1 .   
・ S u s i e ,  D . ,  P e n n y ,  L . ,  T r i s h ,  T . ,  S t e v e ,  I . ,  ( 2 0 0 6 )  I s  t h e  
p r o m o t i o n  o f  p h y s i c a l  a c t i v i t y  i n  v u l n e r a b l e  o l d e r  p e o p l e  f e a s i b l e  
a n d  e f f e c t i v e  i n  g e n e r a l  p r a c t i c e ? .  B r i t i s h  J o u r n a l  o f  G e n e r a l  
P r a c t i c e ,  V o l .  5 6 ,  N o ,  5 3 1 ,  p p . 7 9 1 - 7 9 3 .  
・ T h e o u ,  O . ,  J o n e s ,  G .  R . ,  J a k o b i ,  J .  M . ,  M i t n i t s k i ,  A . ,  
V a n d e r v o o r t ,  A .  A .  ( 2 0 1 1 )  A  c o m p a r i s o n  o f  t h e  r e l a t i o n s h i p  o f  1 4  
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p e r f o r m a n c e - b a s e d  m e a s u r e s  w i t h  f r a i l t y  i n  o l d e r  w o m e n .  A p p l i e d  
P h y s i o l o g y  N u t r i t i o n  a n d  M e t a b o l i s m .  V o l .  3 6 .  N o ,  6 ,  p p . 9 2 8 - 9 3 8 .   
・ T i k k a n e n ,  P . ,  L ö n n r o o s ,  E . ,  S i p i l ä ,  S . ,  N y k ä n e n ,  I . ,  S u l k a v a ,  R . ,  
H a r t i k a i n e n ,  S . ( 2 0 1 3 )  E f f e c t s  o f  c o m p r e h e n s i v e  h e a l t h  a s s e s s m e n t  
a n d  t a r g e t e d  i n t e r v e n t i o n  o n  c h a i r  r i s e  c a p a c i t y  i n  a c t i v e  a n d  
i n a c t i v e  c o m m u n i t y - d w e l l i n g  o l d e r  p e o p l e .  G e r o n t o l o g y .  V o l .  5 9 .  
N o ,  4 ,  p p . 3 2 4 - 3 2 7 .   
・ T i m o n e n ,  L . ,  R a n t a n e n ,  T . ,  M ä k i n e n ,  E . ,  T i m o n e n ,  T .  E . ,  
T ö r m ä k a n g a s ,  T . ,  S u l k a v a ,  R .  ( 2 0 0 6 )  E f f e c t s  o f  a  g r o u p - b a s e d  
e x e r c i s e  p r o g r a m  o n  f u n c t i o n a l  a b i l i t i e s  i n  f r a i l  o l d e r  w o m e n  a f t e r  
h o s p i t a l  d i s c h a r g e .  A g i n g  C l i n i c a l  a n d  E x p e r i m e n t a l  R e s e a r c h .  
V o l .  1 8 .  N o ,  1 ,  p p . 5 0 - 5 6 .  
・ V r i e s ,  N .  M . ,  S t a a l ,  J .  B . ,  T e e r e n s t r a ,  S . ,  A d a n g ,  E .  M . ,  R i k k e r t ,  
M .  G . ,  N i j h u i s - v a n  d e r  S a n d e n ,  M .  V . ( 2 0 1 3 )  P h y s i o t h e r a p y  t o  
i m p r o v e  p h y s i c a l  a c t i v i t y  i n  c o m m u n i t y - d w e l l i n g  o l d e r  a d u l t s  w i t h  
m o b i l i t y  p r o b l e m s  ( C o a c h 2 M o v e ) :  s t u d y  p r o t o c o l  f o r  a  r a n d o m i z e d  
c o n t r o l l e d  t r i a l .  J o u r n a l  o f  T r i a l s ,  V o l .  1 4 ,  p p . 4 3 4 - 4 4 3 .  
・ W e i n e r ,  D .  K . ,  D u n c a n ,  P .  W . ,  C h a n d l e r ,  J . ,  S t u d e n s k i ,  S .  A .  
( 1 9 9 2 )  F u n c t i o n a l  r e a c h :  a  m a r k e r  o f  p h y s i c a l  f r a i l t y .  J o u r n a l  o f  
t h e  A m e r i c a n  G e r i a t r i c s  S o c i e t y .  V o l .  4 0 .  N o ,  3 ,  p p . 2 0 3 - 2 0 7 .  
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T a b l e  2 - 8 - 1    対 象 の 年 齢 ・ 介 護 区 分  
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T a b l e  2 - 8 - 5    P A 各 動 作 に お け る 姿 勢 変 換 回 数 比 較  
T a b l e  2 - 8 - 6    P A 各 動 作 に お け る 総 時 間 と F I M と の 単 相 関  
T a b l e  2 - 8 - 7    P A 各 動 作 に お け る 姿 勢 変 換 回 数 と F I M と の 単 相 関  
T a b l e  2 - 8 - 8    P A 各 動 作 に お け る 姿 勢 変 換 回 数 と 総 時 間 と の 単 相 関  
T a b l e  2 - 8 - 9    F I M セ ル フ ケ ア 能 力 に 関 連 す る 要 因 ― 重 回 帰 分 析  
T a b l e  2 - 8 - 1 0   F I M 移 動 能 力 に 関 連 す る 要 因 ― 重 回 帰 分 析  
T a b l e  2 - 8 - 1 1   P A 各 動 作 に お け る 総 時 間 と  
             F I M と の 単 相 関 ： 疾 患 あ り 群  
T a b l e  2 - 8 - 1 2   P A 各 動 作 に お け る 姿 勢 変 換 回 数 と  
             F I M と の 単 相 関 ： 疾 患 あ り 群  
T a b l e  2 - 8 - 1 3   P A 各 動 作 に お け る 姿 勢 変 換 回 数 と  
             総 時 間 と の 単 相 関 ： 疾 患 あ り 群  
T a b l e  2 - 8 - 1 4   P A 各 動 作 に お け る 総 時 間 と  
   F I M と の 単 相 関 ： 疾 患 な し 群  
T a b l e  2 - 8 - 1 5   P A 各 動 作 に お け る 姿 勢 変 換 回 数 と  
   F I M と の 単 相 関 ： 疾 患 な し 群  
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T a b l e  2 - 8 - 1 6   P A 各 動 作 に お け る 姿 勢 変 換 回 数 と  
  総 時 間 と の 単 相 関 ： 疾 患 な し 群  
T a b l e  3 - 7 - 1   教 室 開 始 時 に お け る 活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と  
            対 照 群 の 対 象 者 特 性  
T a b l e  3 - 7 - 2   教 室 開 始 時 に お け る 介 入 群 と 対 照 群 の 生 活 範 囲 ・  
            Q O L 評 価 の 比 較  
T a b l e  3 - 7 - 3   教 室 開 始 時 に お け る 介 入 群 と 対 照 群 の  
   P A ( 2 4 時 間 ) の 比 較  
T a b l e  3 - 7 - 4   活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 に お け る  
   精 神 ・ 認 知 機 能 と 身 体 機 能 の 変 化  
T a b l e  3 - 7 - 5   活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 に お け る  
   生 活 範 囲 と Q O L の 変 化  
T a b l e  3 - 7 - 6   活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 に お け る  
   活 動 度 ( 2 4 時 間 ) の 変 化  
T a b l e  3 - 7 - 7   活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 に お け る  
   外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト 記 入 率 と 外 出 距 離  
T a b l e  3 - 7 - 8   教 室 開 始 時 と 終 了 時 に お け る P A の 変 化 と  
   外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト 項 目 と の 単 相 関  
T a b l e  3 - 7 - 9   活 動 度 拡 大 支 援 プ ロ グ ラ ム 介 入 群 と 対 照 群 に お け る  
            T M T と P A 変 化 率 の 比 較  
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F i g u r e  1   A - M E S ® 本 体  
F i g u r e  2   A - M E S  ® 3 軸 加 速 度 セ ン サ ー  
F i g u r e  3   セ ン サ ー 取 り 付 け 位 置  
F i g u r e  4   計 測 デ ー タ  
F i g u r e  5   元 デ ー タ  
F i g u r e  6   評 価 結 果  
F i g u r e  7   総 時 間 ・ 最 大 持 続 時 間  
F i g u r e  8   姿 勢 変 換 回 数  
F i g u r e  9   認 知 症 老 人 日 常 生 活 自 立 度 別 歩 行 時 間 の 比 較  
F i g u r e 1 0   P A 追 加 項 目 に つ い て  
F i g u r e 1 1   研 究 の 流 れ と 対 象 者  
F i g u r e 1 2   外 出 マ ッ プ  
F i g u r e 1 3   外 出 チ ェ ッ ク シ ー ト  
F i g u r e 1 4   A c t i g r a p h  G T 3 X ® 本 体  
F i g u r e 1 5   A c t i l i f e ® 解 析 画 面  
F i g u r e 1 6   運 動 強 度 別 カ ウ ン ト 数 ・ M E T s 値  
 
資 料  1 .  日 常 生 活 の 自 立 度 判 定  
資 料  2 .  認 知 症 高 齢 者 の 日 常 生 活 自 立 度 判 定  
資 料  3 .  F I M 評 価 用 紙  
資 料  4 .  H D S - R 評 価 用 紙  
資 料  5 .  G D S - 1 5 評 価 用 紙  
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資 料  6 .  M M S E 評 価 用 紙  
資 料  7 .  T M T - A 評 価 用 紙  
資 料  8 .  T M T - B 評 価 用 紙  
資 料  9 .  G D S  評 価 用 紙  
資 料 1 0 .  L S A 評 価 用 紙  
資 料 1 1 .  Q O L ( S F - 8 ) 評 価 用 紙
図 7  回 数 表 示  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項　　目 全体 男性 女性 要支援1 要支援2
対象者数(人) 25 10 15 12 13
年齢(歳) 78.5(5.7) 78.3(3.9) 78.6(6.8) 78.9(4.9) 78.1(6.6)
男性割合(%) 42%(5名) 38%(5名)
J1 5 2 3 5 0
J2 13 7 6 7 6
A1 7 1 6 0 7
Ⅰ 16 9 7 11 5
Ⅱa 9 1 8 1 8
Table 2-8-2　対象の疾患割合
項　　目 ICD-10 分類 全体 男性 女性 要支援1 要支援2
対象者数(人) 25 10 15 12 13
疾患あり
筋骨格系及び結合組織の疾患
(M00-M99)
10(40%) 3(30%) 7(46%) 5(42%) 5(38%)
循環器系の疾患
(I00-I99)
4(16%) 2(20%) 2(14%) 1(8%) 3(23%)
疾患なし 11(44%) 5(50%) 6(40%) 6(50%) 5(39%)
人数(%)
日常生活自立度(人)
Table 2-8-1　対象の年齢・介護区分
認知症高齢者日常生
活自立度(人)
人数・年齢またはMean(SD)
  
 
 
 
項　　目 全体 男性 女性 p-value 要支援1 要支援2 p-value 疾患あり 疾患なし p-value
点数またはMean(SD)
対応のないT検定
項　　目 全体 男性 女性 p-value 要支援１ 要支援２ p-value 疾患あり 疾患なし p-value
臥位 636(68) 651(58) 626(74) n.s. 621(68) 650(67) n.s. 648(69) 621(64) n.s.
夜間臥位 565(43) 550(25) 574(51) n.s. 560(44) 569(44) n.s. 567(43) 563(45) n.s.
日中臥位 71(51) 101(52) 52(41) ＊ 60(36) 81(61) n.s. 81(59) 58(36) n.s.
座位 512(58) 536(35) 496(65) n.s. 518(59) 506(58) n.s. 514(60) 509(56) n.s.
座位＋日中臥位 583(82) 636(64) 547(74) ＊＊ 578(65) 587(97) n.s. 596(98) 567(56) n.s.
立位 147(45) 121(34) 164(44) ＊ 148(38) 146(52) n.s. 139(53) 156(30) n.s.
歩行 144(35) 130(31) 152(36) n.s. 151(29) 136(40) n.s. 136(39) 153(28) n.s.
立位＋歩行 290(74) 251(59) 316(73) ＊ 299(62) 282(86) n.s. 276(87) 308(30) n.s.
時間(分)またはMean(SD)
対応のないT検定
Table 2-8-3　日常生活機能の評価 (n=25)
機能的日常生活自立度
(FIM)
118.3(1.5) 119.1(1.4) 117.4(2.1)117.9(1.8)
改訂　長谷川式簡易知能ス
ケール(HDS-R)
25.1(1.5) 26.3(1.0) 24.1(1.0) ＊＊25.5(1.1) 24.9(1.6) n.s.
2.8(0.4) n.s.2.8(0.4)
118.5(1.3) n.s. ＊＊ 118.4(1.8) 118.2(1.2) n.s.
25.4(1.4) 24.8(1.5) n.s.
n.s.
＊＊：p<0.01
Table 2-8-4　PA各動作における総時間比較 (n=25)
＊：p<0.05、＊＊：p<0.01
n.s.:有意差なし
n.s.:有意差なし
2.9(0.4) n.s. 2.8(0.4) 2.9(0.3)
老年期うつ病評価スケール
(GDS)
2.8(0.4) 2.8(0.4)
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項　　目 全体 男性 女性 p-value 要支援1 要支援2 p-value 疾患あり 疾患なし p-value
臥位⇒座位 51.4(17.2) 52.6(16.1) 50.7(18.4) n.s. 44.9(12.1) 57.5(19.4) n.s. 47.9(13.5) 55.9(20.8) n.s.
座位⇒立位 75.0(21.9) 69.7(19.4) 78.5(23.5) n.s. 75.8(24.2) 74.2(20.6) n.s. 71.9(26.5) 78.9(14.4) n.s.
立位⇒座位 75.2(21.8) 70.4(19.8) 78.4(23.2) n.s. 75.3(24.0) 75.2(20.6) n.s. 71.5(26.1) 79.9(14.6) n.s.
座位⇒臥位 52.3(17.8) 54.0(16.4) 51.2(19.1) n.s. 44.9(12.4) 59.2(19.6) ＊ 48.9(14.5) 56.7(21.1) n.s.
臥位⇒立位 14.9(5.5) 16.6(5.0) 13.7(5.7) n.s. 13.9(4.9) 15.8(6.1) n.s. 15.0(6.5) 14.7(4.2) n.s.
立位⇒臥位 15.6(4.8) 16.7(4.6) 14.9(5.0) n.s. 15.7(4.9) 15.5(4.9) n.s. 16.0(5.6) 15.1(3.9) n.s.
姿勢変換回数(回)またはMean(SD)
対応のないT検定
n.s.:有意差なし
Table 2-8-5　PA各動作における姿勢変換回数比較
＊：p<0.05
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項　　目 臥位 夜間臥位 日中臥位 座位 座位＋日中臥位 立位 歩行 立位＋歩行
FIM全体 0.04 0.09 -0.02 -0.15 -0.07 0.13 0.1 0.05
下位尺度
セルフケア -0.57 -0.01 -0.64 -0.19 -0.52 0.50 0.53 0.58
排泄コントロール 0.28 0.14 0.27 0.25 0.31 -0.33 -0.11 -0.33
移乗 -0.11 0.20 -0.21 -0.15 -0.32 0.34 0.11 0.16
移動 -0.40 0.05 -0.43 -0.02 -0.33 0.22 0.52 0.38
コミュニケーション 0.00 -0.03 -0.05 -0.10 0.01 -0.01 0.08 0.04
社会的認知 0.24 -0.07 0.35 0.01 0.28 -0.19 -0.24 -0.27
項　　目 臥位⇒座位 座位⇒立位 立位⇒座位 座位⇒臥位 臥位⇒立位 立位⇒臥位
FIM全体 -0.03 -0.06 0.09 0.08 -0.03 0.15
下位尺度
セルフケア -0.06 0.36 0.28 -0.09 -0.05 0.28
排泄コントロール 0.08 -0.17 -0.02 0.05 0.14 -0.14
移乗 -0.29 0.06 0.06 -0.27 -0.12 0.10
移動 0.17 0.20 0.23 0.18 0.15 0.19
コミュニケーション 0.15 0.00 -0.01 0.19 0.14 0.04
社会的認知 0.23 -0.10 -0.13 0.16 -0.08 -0.02
Table 2-8-6　PA各動作における総時間とFIMとの単相関 (n=25)
Table 2-8-7　PA各動作における姿勢変換回数とFIMとの単相関 (n=25)
Spearmanの順位相関係数
＊：p<0.05、＊＊：p<0.01
Spearmanの順位相関係数
＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊＊
＊＊＊＊
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項　　目 臥位⇒座位 座位⇒立位 立位⇒座位 座位⇒臥位 臥位⇒立位 立位⇒臥位
臥位 0.22 0.32 -0.04 0.29 -0.07 -0.32
夜間臥位 -0.01 0.05 0.11 0.05 -0.13 -0.12
日中臥位 0.29 -0.09 -0.08 -0.04 0.03 -0.25
座位 0.02 -0.39 -0.37 -0.05 -0.06 -0.16
座位＋日中臥位 0.17 -0.41 -0.40 0.14 0.02 -0.19
立位 -0.17 0.32 0.29 -0.21 0.01 0.24
歩行 -0.09 0.42 0.41 -0.12 0.16 0.31
立位＋歩行 -0.08 0.44 0.40 -0.12 0.08 0.30
＊：p<0.05
Table 2-8-8　PA各動作における姿勢変換回数と総時間との単相関 (n=25)
Spearmanの順位相関係数
＊ ＊
＊ ＊
＊ ＊
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下限 上限
日中臥位時間(分) -0.008 0.002 -0.646 0.000 -0.012 -0.004
調整済みR2=0.392
(ステップワイズ法)
投入した変数：年齢、性別、HDS-R、GDS-15、身体活動各動作時間(24時間）
下限 上限
歩行時間(分) 0.014 0.004 0.623 0.001 0.006 0.022
調整済みR2=0.362
(ステップワイズ法)
投入した変数：年齢、性別、HDS-R、GDS-15、身体活動各動作時間(24時間）
Table 2-8-9　FIMセルフケア能力に関連する要因―重回帰分析 (n=25)
説明変数 回帰係数(B) 標準誤差(SE)
標準偏回帰
係数(β)
有意確率
95%信頼区間
Table 2-8-10　FIM移動能力に関連する要因―重回帰分析 (n=25)
説明変数 回帰係数(B) 標準誤差(SE)
標準偏回帰
係数(β)
有意確率
95%信頼区間
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項　　目 臥位 夜間臥位 日中臥位 座位 座位＋日中臥位 立位 歩行 立位＋歩行
FIM全体 -0.05 0.07 -0.15 -0.01 -0.01 0.06 0.03 -0.02
下位尺度
セルフケア -0.65 0.08 -0.69 -0.43 -0.69 0.73 0.70 0.78
排泄コントロール 0.37 0.17 0.31 0.30 0.44 -0.44 -0.17 -0.44
移乗 -0.27 0.27 -0.39 0.26 -0.45 0.40 0.32 0.33
移動 -0.45 0.28 -0.59 -0.22 -0.45 0.38 0.62 0.51
コミュニケーション -0.01 0.14 -0.28 0.04 -0.03 0.02 -0.06 -0.03
社会的認知 -0.08 -0.55 0.25 0.32 0.44 -0.21 -0.19 -0.22
Spearmanの順位相関係数
＊：p<0.05、＊＊：p<0.01
項　　目 臥位⇒座位 座位⇒立位 立位⇒座位 座位⇒臥位 臥位⇒立位 立位⇒臥位
FIM全体 0.07 0.17 0.20 0.01 0.09 0.22
下位尺度
セルフケア -0.16 0.45 0.40 -0.21 0.01 0.38
排泄コントロール 0.10 -0.24 -0.17 0.03 0.10 -0.17
移乗 -0.11 0.29 0.29 -0.15 0.01 0.26
移動 0.10 0.19 0.20 0.09 0.04 0.27
コミュニケーション 0.03 -0.14 -0.12 0.09 0.19 0.19
社会的認知 0.28 -0.02 -0.02 0.18 0.07 0.09
Spearmanの順位相関係数
Table 2-8-11　PA各動作における総時間とFIMとの単相関 ： 疾患あり群 (n=14)
Table 2-8-12　PA各動作における姿勢変換回数とFIMとの単相関 ： 疾患あり群 (n=14)
　　　　 筋骨格系及び結合組織の疾患(M00-M99)　循環器系の疾患(I00-I99)
　　　　 筋骨格系及び結合組織の疾患(M00-M99)　循環器系の疾患(I00-I99)
＊
＊ ＊ ＊＊
＊
＊ ＊＊ ＊＊
＊
＊＊
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項　　目 臥位⇒座位 座位⇒立位 立位⇒座位 座位⇒臥位 臥位⇒立位 立位⇒臥位
臥位 0.17 -0.02 0.03 0.29 -0.16 -0.55
夜間臥位 -0.19 0.33 0.36 -0.03 -0.18 -0.16
日中臥位 0.27 -0.16 -0.16 0.31 0.01 -0.41
座位 -0.02 -0.69 -0.67 -0.13 -0.09 -0.25
座位＋日中臥位 0.15 -0.46 -0.45 0.11 0.01 -0.36
立位 -0.02 0.42 0.40 0.08 0.15 0.51
歩行 0.01 0.49 0.47 -0.04 0.21 0.51
立位＋歩行 0.06 0.49 0.46 -0.02 0.16 0.54
Spearmanの順位相関係数
＊：p<0.05、＊＊：p<0.01
Table 2-8-13　PA各動作における姿勢変換回数と総時間との単相関 ： 疾患あり群 (n=14)
　　　　 筋骨格系及び結合組織の疾患(M00-M99)　循環器系の疾患(I00-I99)
＊
＊
＊
＊
＊＊
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項　　目 単位 介入群 対照群 p-value
対象者数 (人) 17 15
年齢1) (歳) 80.9(6.1) 77.5(9.0) n.s.
性別　男性/女性2) (%) 5名(30%)/12名(70%) 6名(40%)/9名(60%) n.s.
【精神・認知機能評価】
ミニメンタルステート検査(MMSE)1) (点) 26.0(25.5-28.0) 26.0(23.0-26.0) n.s.
Trail Making Test TypeA(TMT-A)1) (秒) 71.0(57.0-91.0) 74.0(53.0-89.0) n.s.
Trail Making Test TypeB(TMT-B)1) (秒) 253.0(168.0-300.0) 191.0(136.0-273.0) n.s.
⊿TMT(TMT-B－TMT-A)1) (秒) 158.0(109.0-220.5) 118.0(101.0-165.0) n.s.
老年期うつ病評価スケール(GDS-5)1) (点) 0.0（0.0-1.0） 1.0(0.0-2.0) n.s.
【身体機能評価】
握力(Rt)1) (kg) 21.1(16.7-24.7) 19.7(14.8-25.6) n.s.
握力(Lt)1) (kg) 21.2(18.8-23.5) 17.3(15.7-22.5) n.s.
開眼片脚立位(Rt)1) (秒) 5.0(2.1-26.3) 6.0(2.1-15.7) n.s.
開眼片脚立位(Lt)1) (秒) 7.0(3.2-25.3) 5.8(2.7-17.5) n.s.
5回立ち座り時間1) (秒) 8.6(6.7-11.7) 9.6(7.5-10.8) n.s.
Timed Up Go Test(TUG)1) (秒) 8.2(7.7-9.1) 8.7(7.0-16.8) n.s.
5m最大歩行1) (秒) 4.0(3.6-5.1) 4.4(3.8-7.3) n.s.
長座位起立時間1) (秒) 3.7(2.4-4.9) 4.5(3.6-7.0) n.s.
30秒ペグ移動課題1) (本) 34.0(27.0-37.0) 32.0(28.0-38.0) n.s.
人数(%)またはMedian(25%ile-75%ile)
1)Mann-Whitney検定、2)χ2検定
Table 3-7-1　教室開始時における活動度拡大プログラム介入群と対照群の対象者特性
n.s.:有意差なし
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table 3-7-2　教室開始時における介入群と対照群の生活範囲・QOL評価の比較
項　　目 単位 介入群 対照群 p-value
対象者数 (人) 17 15
【生活範囲の評価】
Life Space Assessment(LSA) (点) 72.0(52.0-86.0) 59.0(41.0-84.0) n.s.
【QOL評価 SF-8】
 身体機能(Physical Functioning) (点) 41.93(36.68-48.52) 48.52(41.93-53.64) n.s.
 日常役割機能(身体)(Role Physical) (点) 42.58(42.58-51.19) 53.90(42.58-53.90) n.s.
 体の痛み(Bodily Pain) (点) 46.19(37.91-55.99) 46.19(37.91-51.75) n.s.
 全体的健康感(General Health) (点) 50.71(41.11-50.71) 50.71(50.71-50.71) n.s.
 活力(Vitality) (点) 45.27(45.27-54.48) 54.48(45.27-54.48) n.s.
 社会生活機能(Social Functioning) (点) 45.23(38.44-54.74) 54.74(38.44-54.74) n.s.
 日常役割機能(精神)(Role Emotional) (点) 49.07(44.48-54.30) 54.30(49.07-54.30) n.s.
 心の健康(Mental Health) (点) 50.28(44.99-53.87) 57.45(44.99-57.45) n.s.
 身体的健康(Physical Component Summary) (点) 43.96(38.30-47.66) 48.06(44.61-53.12) n.s.
 精神的健康(Mental Component Summary) (点) 48.81(43.70-54.42) 55.34(45.78-56.72) n.s.
Median(25%ile-75%ile)
Mann-Whitney検定
n.s.:有意差なし
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table 3-7-3　教室開始時における介入群と対照群のPA(24時間)の比較
項　　目 単位 介入群 対照群 p-value
対象者数 (人) 17 15
【姿勢時間(1day)】
　立位時間 (分) 384.0(311.0-443.0) 368.0(305.0-398.0) n.s.
　座位時間 (分) 517.0(416.5-543.0) 540.0(490.0-608.0) n.s.
　臥位時間 (分) 570.0(529.5-609.0) 565.0(490.0-642.0) n.s.
【歩数(1day)】 (歩) 10985.0(9115.0-13519.0) 13551.0(7295.0-16124.0) n.s.
【座位行動時間(1day)】 (分) 492.0(430.0-571.0) 459.0(433.0-592.0) n.s.
【運動強度(1day)】
 Light(軽度) (分) 243.0(184.5-276.5) 251.0(150.0-332.0) n.s.
 Moderate(中等度) (分) 6.0(3.0-16.5) 8.0(3.0-24.0) n.s.
 Vegorous(強度) (分) 1.0(1.0-2.0) 1.0(1.0-2.0) n.s.
 MVPA(中等度以上の身体活動) (分) 8.0(3.5-18.5) 9.0(5.0-27.0) n.s.
Median(25%ile-75%ile)
Mann-Whitney検定
n.s.:有意差なし
  
 
 
項　　目 単位 p-value p-value
開始時 終了時 開始時 終了時
対象者数 (人)
【精神・認知機能評価】
ミニメンタルステート検査(MMSE) (点) 26.0(25.5-28.0) 27.0(26.0-29.0) n.s. 26.0(23.0-26.0) 27.0(25.0-29.0) n.s.
Trail Making Test TypeA(TMT-A) (秒) 71.0(57.0-91.0) 61.0(50.0-100.5) n.s. 74.0(53.0-89.0) 66.0(45.0-133.0) n.s.
Trail Making Test TypeB(TMT-B) (秒) 253.0(168.0-300.0) 205.0(140.5-255.0) ＊ 191.0(136.0-273.0) 162.0(139.0-329.0) n.s.
⊿TMT(TMT-B－TMT-A) (秒) 158.0(109.0-220.5) 133.0(84.5-163.5) ＊ 118.0(101.0-165.0) 113.0(76.0-199.0) n.s.
老年期うつ病評価スケール(GDS-5) (点) 0.0（0.0-1.0） 0.0(0.0-1.0) n.s. 1.0(0.0-2.0) 1.0(0.0-2.0) n.s.
【身体機能評価】
握力(Rt) (kg) 21.1(16.7-24.7) 21.0(17.1-22.3) n.s. 19.7(14.8-25.6) 20.0(17.0-23.0) n.s.
握力(Lt) (kg) 21.2(18.8-23.5) 18.9(17.6-21.7) n.s. 17.3(15.7-22.5) 19.0(15.0-23.0) n.s.
開眼片脚立位(Rt) (秒) 5.0(2.1-26.3) 7.9(3.2-19.1) n.s. 6.0(2.1-15.7) 7.6(3.0-15.8) n.s.
開眼片脚立位(Lt) (秒) 7.0(3.2-25.3) 6.6(2.2-12.2) n.s. 5.8(2.7-17.5) 9.0(4.3-19.7) n.s.
5回立ち座り時間 (秒) 8.6(6.7-11.7) 9.1(7.6-11.4) n.s. 9.6(7.5-10.8) 9.1(7.8-10.4) n.s.
Timed Up Go Test(TUG) (秒) 8.2(7.7-9.1) 8.1(7.5-10.9) n.s. 8.7(7.0-16.8) 7.5(7.0-12.3) n.s.
5m最大歩行 (秒) 4.0(3.6-5.1) 4.7(4.2-6.0) n.s. 4.4(3.8-7.3) 4.3(3.9-7.6) n.s.
長座位起立時間 (秒) 3.7(2.4-4.9) 3.3(2.4-5.2) n.s. 4.5(3.6-7.0) 4.6(3.2-6.2) n.s.
30秒ペグ移動課題 (本) 34.0(27.0-37.0) 34.0(30.0-38.0) n.s. 32.0(28.0-38.0) 36.0(26.0-38.0) n.s.
人数(%)またはMedian(25%ile-75%ile)
1)Wilcoxon符号付順位検定
Table 3-7-4　活動度拡大支援プログラム介入群と対照群における精神・認知機能と身体機能の変化
n.s.:有意差なし
介入群 対照群
17 15
＊：p<0.05
  
 
 
 
 
 
項　　目 単位 p-value p-value
開始時 終了時 開始時 終了時
対象者数 (人)
【生活範囲の評価】
Life Space Assessment(LSA) (点) 72.0(52.0-86.0) 72.0(61.0-98.0) n.s. 59.0(41.0-84.0) 60.0(48.0-86.0) n.s.
【QOL評価 SF-8】
 身体機能(Physical Functioning) (点) 41.93(36.68-48.52) 41.93(41.93-51.08) n.s. 48.52(41.93-53.64) 48.52(41.93-53.64) n.s.
 日常役割機能(身体)(Role Physical) (点) 42.58(42.58-51.19) 42.58(42.58-53.90) n.s. 53.90(42.58-53.90) 48.47(42.58-53.90) n.s.
 体の痛み(Bodily Pain) (点) 46.19(37.91-55.99) 46.19(37.91-60.22) n.s. 46.19(37.91-51.75) 46.19(37.91-51.75) n.s.
 全体的健康感(General Health) (点) 50.71(41.11-50.71) 50.71(50.71-50.71) n.s. 50.71(50.71-50.71) 50.71(50.71-50.71) n.s.
 活力(Vitality) (点) 45.27(45.27-54.48) 54.48(45.27-54.48) n.s. 54.48(45.27-54.48) 54.48(45.27-54.48) n.s.
 社会生活機能(Social Functioning) (点) 45.23(38.44-54.74) 38.44(34.15-54.74) n.s. 54.74(38.44-54.74) 45.23(45.23-54.74) n.s.
 日常役割機能(精神)(Role Emotional) (点) 49.07(44.48-54.30) 49.07(44.48-54.30) n.s. 54.30(49.07-54.30) 49.07(44.48-54.30) n.s.
 心の健康(Mental Health) (点) 50.28(44.99-53.87) 50.28(44.99-57.45) n.s. 57.45(44.99-57.45) 50.28(44.99-50.28) n.s.
 身体的健康(Physical Component Summary) (点) 43.96(38.30-47.66) 44.98(39.86-52.32) n.s. 48.06(44.61-53.12) 48.49(43.64-49.98) n.s.
 精神的健康(Mental Component Summary) (点) 48.81(43.70-54.42) 47.41(44.32-54.32) n.s. 55.34(45.78-56.72) 49.65(45.41-52.76) n.s.
人数(%)またはMedian(25%ile-75%ile)
1)Wilcoxon符号付順位検定
n.s.:有意差なし
Table 3-7-5　活動度拡大支援プログラム介入群と対照群における生活範囲・QOLの変化
介入群 対照群
17 15
  
 
 
 
 
 
 
 
項　　目 単位 p-value p-value
開始時 終了時 開始時 終了時
対象者数 (人)
【姿勢時間(1day)】
　立位時間 (分) 384.0(311.0-443.0) 380.0(284.0-447.0) n.s. 368.0(305.0-398.0) 319.0(294.0-394.0) ＊
　座位時間 (分) 517.0(416.5-543.0) 477.0(447.5-601.0) n.s. 540.0(490.0-608.0) 574.0(448.0-617.0) n.s.
　臥位時間 (分) 570.0(529.5-609.0) 577.0(517.5-642.0) n.s. 565.0(490.0-642.0) 528.0(486.0-608.0) n.s.
【歩数(1day)】
(歩) 10985.0(9115.0-13519.0) 11526.0(9802.5-13643.0) n.s. 13551.0(7295.0-16124.0) 11374.0(10458.0-17285.0) n.s.
【座位行動時間:SB(1day】
(分) 492.0(430.0-571.0) 424.0(325.0-468.0) ＊＊ 459.0(433.0-592.0) 490.0(462.0-599.0) n.s.
【運動強度(1day)】
 Light(軽度) (分) 243.0(184.5-276.5) 263.0(209.0-272.5) n.s. 251.0(150.0-332.0) 216.0(139.0-292.0) ＊
 Moderate(中等度) (分) 6.0(3.0-16.5) 8.0(3.5-19.0) ＊＊ 8.0(3.0-24.0) 7.0(4.0-21.0) n.s.
 Vegorous(強度) (分) 1.0(1.0-2.0) 1.0(1.0-2.0) n.s. 1.0(1.0-2.0) 1.0(1.0-2.0) n.s.
 MVPA(中等度以上の身体活動) (分) 8.0(3.5-18.5) 9.0(4.0-21.5) ＊＊ 9.0(5.0-27.0) 9.0(5.0-22.0) n.s.
人数(%)またはMedian(25%ile-75%ile)
1)Wilcoxon符号付順位検定
n.s.:有意差なし
Table 3-7-6　活動度拡大支援プログラム介入群と対照群におけるPA(24時間)の変化
介入群 対照群
17 15
＊：p<0.05、＊＊：p<0.01
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項目 記入回数(回) 記入率(％)
外出段階1(自宅内) 0.0(0.0-0.0) 0..0(0.0-0.0)
外出段階2(敷地内) 2.0(0.0-7.5) 3.6(0.0-11.6)
外出段階3(近所までの外出) 9.0(3.5-33.0) 21.7(9.0-45.5)
外出段階4（少し遠くまで：800m以上) 12.0(6.0-21.5) 23.5(14.9-36.6)
外出段階5(町の外まで：遠方) 18.0(6.5-30.0) 32.9(20.4-61.7)
外出段階1+2(外出していない) 3.0(0.0-7.5) 6.7(0.0-11.6)
外出段階3+4(少し遠くを含む外出) 29.0(12.0-54.5) 61.5(32.1-72.6)
外出段階3+4+5（遠方を含む外出） 73.0(34.5-76.5) 93.3(88.4-100.0)
外出距離(段階×日数) 275.0(174.5-323.0)
チェック回数合計 75.0（49.0-82.5）
チェックシート記入率(チェック回数/86日) 87.2(57.0-95.9)
Median(25%ile-75%ile)
外出距離：外出チェックシート各段階（段階1=1,段階2=2,段階3=3,段階4=4,段階5=5）とした合計
介入期間：86日間
※外出距離参考：毎日敷地の外～近所(段階3)まで外出・・・258
　　　　　　　 　　　 毎日800m以上(段階4)の外出・・・344
Table 3-7-7　活動度拡大支援プログラム介入群における外出チェックシート記入率と外出距離 (n=17)
  
 
 
 
 
 
 
 
項　　目 細目
段階1
(自宅内)
段階2
(敷地内)
段階3
(近隣)
段階4
(800m以上)
段階5
(町外)
段階1+2 段階3+4 段階3+4+5 外出距離
シート
記入率
【姿勢時間(1day)】 　立位時間 .258 -.283 .235 .324 -.196 -.263 .404 .263 .118 .215
　座位時間 .442 -.300 -.163 -.311 .336 -.280 -.186 .280 .404 .461
　臥位時間 -.129 -.069 .205 .752 -.566 -.067 .529 .067 -.108 -.059
【歩数(1day)】 .240 -.074 .651 -.083 -.324 -.087 .483 .087 -.218 .056
【座位行動時間:SB(1day】 -.123 .536 -.201 .252 -.025 .573 -.147 -.573 -.505 -.578
【運動強度(1day)】  Light(軽度) .076 -.228 .169 .368 -.336 -.233 .451 .233 .032 .148
 Moderate(中等度) -.004 -.166 -.112 -.234 .222 -.161 -.141 .161 -.088 -.182
 Vegorous(強度) .228 -.115 -.374 -.018 .475 -.091 -.315 .091 .232 .063
 MVPA(中等度以上) -.004 -.060 -.083 -.201 .186 -.050 -.123 .050 -.186 -.279
Spearmanの順位相関係数
外出距離：外出チェックシート各段階（段階1=1,段階2=2,段階3=3,段階4=4,段階5=5）とした合計
Table 3-7-8　教室開始時と終了時におけるPAの変化と外出チェックシート記入率との単相関 (n=17)
＊：p<0.05、＊＊：p<0.01
＊
＊ ＊
＊
＊＊
＊＊＊ ＊ ＊
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項　　目 単位 介入群 対照群 Z-value p-value
対象者数 (人) 17 15
【注意機能】
 Trail Making Test TypeA(TMT-A) （％） -5.6(-17.0 - 18.3) -4.3(-11.5 - 22.9) -0.359 n.s.
 Trail Making Test TypeB(TMT-B) （％） -18.4(-24.2 - 1.6) -4.1(-21.0 - 12.3) -1.454 n.s.
 ⊿TMT(TMT-B－TMT-A) （％） -21.1(-35.6 - 7.7) -3.4(-17.0 - 25.6) -1.473 n.s.
【姿勢時間(1day)】
　立位時間 (％) -5.4(-15.4 - 9.8) -5.6(-18.4 - 0.0) -0.585 n.s.
　座位時間 (％) 3.9(-2.8 - 8.9) 4.5(-1.5 - 14.6) -0.189 n.s.
　臥位時間 (％) -1.2(-5.8 - 7.1) 1.7(-7.9 - 7.6) -0.510 n.s.
【座位行動時間:SB(1day】
(％) -10.7(-29.2 - -3.8) 4.3(-5.1 - 15.6) -3.550 ＊＊
【運動強度(1day)】
 Light(軽度) (％) 8.6(-4.1 - 11.7) -9.9(-12.6 - -2.7) -2.720 ＊＊
 Moderate(中等度) (％) 26.1(-4.8 - 48.7) 0.0(-13.6 - 37.0) -1.719 n.s.
 Vegorous(強度) (％) 36.4(-6.8 - 71.3) 0.0(-11.1 - 66.7) -0.984 n.s.
 MVPA(中等度以上の身体活動) (％) 25.8(6.6 - 47.2) 0.0(-15.2 - 45.2) -2.058 ＊
Median(25%ile-75%ile)
Mann-Whitney検定
＊：p<0.05、＊＊：p<0.01
n.s.:有意差なし
Table 3-7-9　活動度拡大支援プログラム介入群と対照群におけるTMTとPA変化率の比較
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure1. 身体活動(PA)と運動、生活活動の関係
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure5. 計測データ
Figure6. 元データ
Figure7. 評価結果
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜日中臥位と夜間臥位との判別基準＞
日中臥位　：入眠を目的としていない臥位
夜間臥位　：夜間帯における入眠を目的とした臥位
Figure10. PA追加項目について
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※覚醒行動に限定される
METs
0.0-1.5
1.5-2.9
3.0-5.9
6.0-8.9
3.0-8.91952-9498
Counts/min
0-90
100-1951
1952-5724
5725-9498
項目
中等度以上(MVPA)
座位活動(SB)
軽度(Light)
中等度(Moderate)
強度(Vigorous)
Figure16. 運動強度別カウント数・METs値
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料　1.　日常生活の自立度判定
日常生活自立度判定
屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない
1. 介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する
2. 外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている
寝
た
き
り
何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出する
1. 交通機関等を利用して外出する
2. 隣近所へなら外出する
生
活
自
立
準
寝
た
き
り
ランクＡ
ランクＢ
ランクＣ
ランクＪ
2. 自力では寝返りもうてない
屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体である
が、座位を保つ
1. 車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行う
2. 介助により車いすに移乗する
1 日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する
1. 自力で寝返りをうつ
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料　２.　認知症高齢者の日常生活自立度判定
認知症高齢者日常生活自立度判定
著しい精神症状や問題行動あるいは重篤 な身体
疾患が見られ、専門医療を必要とする。
たびたび道に迷うとか、買物や事務、金銭管理
などそれまでできたことにミスが目立つ等
服薬管理ができない、電話の応対や訪問者との
対応など一人で留守番ができない等
着替え、食事、排便、排尿が上手にできない、時
間がかかる。
やたらに物を口に入れる、物を拾い集める、徘
徊、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始末、不
潔行為、性的異常行為等
ランクⅢａに同じ
ランクⅢに同じ
見られる症状・行動の例判断基準
日中を中心として上記Ⅲの状態が見られる。
夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られる。
日常生活に支障を来たすような症状・行 動や意
思疎通の困難さが頻繁に見られ、 常に介護を必
要とする。
何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内
及び社会的にほぼ自立している。
ランクⅣ
ランクＭ
ランクⅡb
ランクⅢ
ランクⅢb
せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状
や精神症状に起因する問題行動が継続する状
態等
ランクⅠ
ランクⅡ
ランクⅡa
ランクⅢa
日常生活に支障を来たすような症状・行 動や意
思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意
していれば自立できる。
家庭外で上記Ⅱの状態がみられる。
家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。
日常生活に支障を来たすような症状・行 動や意
思疎通の困難さが見られ、介護を 必要とする。
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料　3.　機能的自立度評価表（Functional Independence Measure : FIM）　評価用紙
被験者氏名
検査者
レベル
７　完全自立（時間、安全性含めて）
６　修正自立（環境への配慮が必要）
部分介助（人員が必要）
５　監視
４　最小介助（患者自身で75％以上）
３　中等度介助（50％以上）
完全介助
２　最大介助（25％以上）
１　全介助（25％未満）
項目 月　日 月　日 月　日
食事
整容（20％ずつ）
清拭（10ヵ所）
更衣（上半身）
更衣（下半身）
トイレ動作
排尿コントロール
排便コントロール
ベッド、椅子、車椅子
トイレ
浴槽、シャワー
歩行、車椅子
階段
理解
表出
社会的交流
問題解決
記憶
合計
１２６点満点
移動
コミュニケーション
社会的認知
機能的自立度評価表（Functional Independence Measure : FIM）　評価用紙
介助者なし
介助者あり
セルフケア
排泄コントロール
移乗
  
 
資料　4.　改訂　長谷川式簡易知能評価スケール(HDS-R) 評価用紙
ＨＤＳ－Ｒ
（検査日：　　　年　　月　　　日） （検査者：　　　　　　　）
今日は何年の何月何日ですか？何曜日ですか？ 年
月
日
曜日
100から7を順番に引いてください。 93
86
9-2-5-3
0　　　1
0　　　1
3　　4　　5
a：　　0　　1　　2
b：　　0　　1　　2
c：　　0　　1　　2
0　　1　　2
3　　4　　5
0　　1　　2
0　　　1
お歳はいくつですか？　　（2年までの誤差は正解）
私たちが今いるところはどこですか？（自発的にでれば2点、5秒おいて家
ですか？病院ですか？施設ですか？のなかから正しい選択をすれば１
点）
これから言う3つの言葉を言ってみてください。あとでまた聞きますのでよ
く覚えておいてください。（以下の系列のいずれか1つで、採用した系列に
○印をつけておく）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　:　a)
桜　b)　猫　c)　電車　　　　　　2　:　a)　梅　b)　犬　c)　自動車
私がこれから言う数字を逆から言ってください。（6-8-2,
3-5-2-9を逆に言ってもらう。3桁逆唱に失敗したら、打ち
切る）
（年月日、曜日が正解でそれぞれ１つ）
（100－7は？それからまた７をひくと？と質問する。最初の
答えが不正解の場合打ち切る
0　　　1
0　　　1
0　　　1
0　　　1
0　　　1
0　　　1
0　　　1
0　　　1
2-8-6
合計得点
1
2
3
4
5
6
7
8
先ほど覚えてもらった言葉をもう一度言ってみてください。（自発的に回答
があれば各2点、もし回答がない場合は以下のヒントを与え正解であれば
1点）　　a）　植物　b）　動物　c）　乗り物
これから5つの品物を見せます。それを隠しますのでなにがあったか言っ
てください　（時計、鍵、タバコ、ペン、硬貨など必ず相互に無関係なもの）
知っている野菜の名前をできるだけ多く言ってく
ださい。（答えた野菜の名前を右欄に記入する。
途中で詰まり、約10秒間待ってもでない場合は
そこで打ち切る）0～5＝0点、6＝1点、７＝2点、
８＝3点、９＝4点、10＝5点
9
0　　　1
0　　　1　　　2
　　診断： 　（備考欄）
　　氏名：　　　　　　 生年月日：　　　　年　　　月　　　日 年齢：　　　　　　　歳
性別：　男　　/　　女 　　教育年数
  
 資料　５.　老年期うつ病評価尺度(geriatric depression scale : GDS )　評価用紙
  
 
資料　６.　Mini-Mental State Examination:MMSE　評価用紙
  
 
資料　7.　Trail Making Test TypeA (TMT-A) 評価用紙
  
 
資料　8.　　Trail Making Test TypeB (TMT-B) 評価用紙
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料　9.　　Geriatric Depression Scale-5：GDS-5 評価用紙
  
 
資料　10.　Life-Space Assessment:LSA 評価用紙
  
 
資料　11.　QOL (SF-8)　評価用紙
1．ぜんぜん、妨げられなかった　　　2．わずかに妨げられた　　　3．少し妨げられた
4.かなり、妨げられた　　　5.つきあいができなかった
7.　過去1ヶ月間に、心理的な問題（不安を感じたり、気分が落ちこんだり、イライラしたり）に、どのくらい悩
まされましたか。
1．ぜんぜん悩まされなかった　　　　2．わずかに悩まされた　　　　3．少し悩まされた
4.かなり悩まされた　　　5.非常に悩まされた
8.　過去1ヶ月間に、日常行う活動（仕事、学校、家事などのふだんの行動）が、心理的な理由で、どのくらい妨
げられましたか。
1．ぜんぜん、妨げられなかった　　　2．わずかに、妨げられた　　　3．少し、妨げられた
4.かなり、妨げられた　　　5.日常行う活動ができなかった
6.　過去1ヶ月間に、家族や友人とのふだんのつきあいが、身体的あるいは心理的な理由で、どのくらい妨げられ
ましたか。
あなたの健康についてお聞きします。
一番よくあてはまるものをお答えください。
1.　全体的にみて、過去１ヶ月間のあなたの健康状態はいかがでしたか。
1．最高に良い　　　　　2．とても良い　　　　　3．良い　　　　　4．あまり良くない　　　　　5．良くない
6．ぜんぜん良くない
2.　過去1ヶ月間に、体を使う日常活動（歩いたり階段を昇ったりなど）をすることが身体的な理由でどのくらい
妨げられましたか。
1．ぜんぜん、妨げられなかった　　　2．わずかに妨げられた　　　3．少し妨げられた
4.かなり、妨げられた　　　5.体を使う日常生活ができなかった
3.　過去1ヶ月間に、いつもの仕事（家事も含みます）をすることが、身体的な理由で、どのくらい妨げられまし
たか。
1．ぜんぜん、妨げられなかった　　　2．わずかに妨げられた　　　3．少し妨げられた
4.かなり、妨げられた　　　5.いつもの仕事ができなかった
4.　過去1ヶ月間に、体の痛みはどのくらいありましたか。
1.ぜんぜんなかった　　　2．かすかな痛み　　　3．軽い痛み　　　4．中くらいの痛み　　　5．強い痛み
6．非常に激しい痛み
5.　過去1ヶ月間に、どのくらい元気でしたか。
1．非常に元気だった　　　2．かなり元気だった　　　3．少し元気だった　　　4．わずかに元気だった
5．ぜんぜん元気でなかった
